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　坂戸市は、埼玉県のほぼ中央に位置しており、地勢はおおむね平坦で高麗川や越
辺川をはじめとする豊富な水量を湛える河川によって、肥沃な耕地と居住に適した
環境が整えられました。そのため、約１万５千年前から人々が生活を営み、大地に
刻まれた様々な証が私たちの足もとに眠っています。
　今回報告する「入西石塚古墳出土遺物」は、昭和３０年代に不時発見されたのち、
約半世紀後に再び発見された経緯をもつ資料です。坂戸市教育委員会では、資料の
重要性を鑑み整理作業及びその評価について、専門とする研究者にご協力を賜りな
がら進めてまいりました。
　整理作業を進めた結果、入西石塚古墳には鏡や武具、武器などの豊富な副葬品が
納められていたことが判明いたしました。とくに、武具については「短甲」や「冑」を
はじめとするセットが確認され、埼玉県内では唯一の発見例となります。また、大
刀に彫られた「円文」は全国で初の発見となり、大きな話題となりました。
　このような貴重な資料は、坂戸市のみならず埼玉県内の古墳時代を理解するうえ
で、欠かせない文化財といえます。今後は、積極的に広く活用いただければ幸いと
存じます。
　最後になりましたが、報告書刊行にいたるまで地権者をはじめ、多くの関係者の
方々にご協力を賜りましたことに深く感謝を申し上げます。

　令和２年３月

坂戸市教育委員会
教 育 長　安　齊　敏　雄





例　　言

凡　　例

１．本書は、埼玉県坂戸市大字善能寺に所在する入西石塚古墳出土遺物の整理報告書である。
２ ．本古墳の名称である「入西石塚古墳」は通称であり、遺跡台帳上の登録名称は「三福寺１号墳」で

ある。しかし、これまでの研究状況等を勘案し、本書では通称である「入西石塚古墳」の名称を使
用する。

３ ．整理作業は藤野一之が担当し、遺物実測・図版作成等については専門とする研究者の協力を得た。
詳細については、第１章第１節を参照されたい。また、遺物写真は鏡を上野祥史（国立歴史民俗博
物館）、それ以外を瀧瀬芳之（公益財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団）、山田琴子（埼玉県立さ
きたま史跡の博物館）が担当した。

４．本書の執筆分担は、以下のとおりである。
　　第１章・第２章・第３章第１節：藤野
　　第３章第２節・第４章第１節：上野祥史
　　第３章第３節：山田琴子
　　第３章第４節（１～７）・第４章第３節：瀧瀬芳之
　　第３章第４節（８）：鈴木一有
　　第４章第２節：内山敏行
　　第４章第４節：沢田むつ代
　　第５章：滝沢誠
５．本書の編集は藤野が行った。
６．出土遺物等は、坂戸市教育委員会が保管している。
７ ．本書の作成にあたり、下記の方々からご教示・ご協力を賜りました。記して感謝いたします。（敬

称略・五十音順）
　 　青笹基史、伊東容子、岩本克昌、上野祥史、内山敏行、大谷徹、加藤一郎、小林孝秀、沢田むつ代、

清水達哉、末木啓介、鈴木一有、関義則、滝沢誠、瀧瀬芳之、中井歩、中山浩彦、日高慎、堀口智彦、
右島和夫、水口由紀子、宮井英一、宮原正樹、山田琴子、山田俊輔

　 　埼玉県教育委員会、公益財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団、埼玉県立さきたま史跡の博物館、
埼玉県立歴史と民俗の博物館、広島大学考古学研究室

１ ．本書掲載図の第５図は国土地理院発行1/50,000地形図『川越』『熊谷』を、第６図は坂戸市都市計画
図1/2,500をそれぞれ使用した。

２．本書における挿図の縮尺は、原則として以下のとおりである。
　　鏡1/1、武具（短甲1/5、冑1/4、頸甲・肩甲等1/3）、武器等1/4
３ ．本書で記載する「埋納」とは、昭和30年代に敷地内に穴を掘り武器・武具を納めた行為のことをさ

し、古墳の埋葬施設等に副葬品を入れる行為のいわゆる「副葬」とは区別して使用する。
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　入西石塚古墳（三福寺１号墳、旧坂戸105号墳）
は、埼玉県坂戸市大字善能寺に所在した古墳であ
る。墳丘は、過去に削平されたため現存せず昭和
30年代に埋葬施設と考えられる場所から、鏡・武
具・武器等の副葬品が不時発見された。
　後述するように、平成26年度に坂戸市教育委員
会が武具・武器が埋納された場所の確認を行い、
武具・武器とも豊富な内容であることが判明した。
これらの遺物の重要性を鑑み、市教育委員会は整
理作業及び出土遺物の評価を専門とする研究者に
依頼することとした。
　また、実測作業等の整理作業は、平成28年から
本格的に開始し各担当が適宜行い、情報の共有化
等の目的のため検討会も必要に応じて実施した。

１　報告書作成に至る経過

Ⅰ　入西石塚古墳の概要

１　報告書作成に至る経過

２　昭和 30年代の経過

　発見の経緯もあり、副葬品の発見時の記録は残
されていないため、当時の経過については今井堯・
橋口尚武両氏が記した業績（今井・橋口1988）を中
心にまとめる。
昭和31年（1956）頃

　土地所有者により、墳丘の南側が削平され埋葬
施設と考えられる場所から、鏡・武具・武器が不
時発見される。
　なお、昭和34年（1959）段階では墳丘の一部は現
存しており、直径約10ｍ、墳丘高約２ｍの墳丘が
残っていたことが分かる（第１図）。また、埋葬施
設は高さ1.5～1.8ｍ付近に位置し、聞取り調査に
よって副葬品の発見位置が示されている（第２図）。
聞取り調査の内容がどこまで正確か検証できない
が、埋葬施設は木棺直葬の可能性が高く、埋葬施
設の東側に甲や冑等の武具類、中央付近に鏡や刀
類とともに朱の可能性がある赤い土もあり、西側

なお、市教育委員会が依頼した専門の研究者は以
下のとおりである。（五十音順・敬称略）
上野祥史　国立歴史民俗博物館　＊鏡を担当
内 山敏行　公益財団法人とちぎ未来づくり財団埋

蔵文化財センター
大 谷　徹　公益財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事

業団
沢田むつ代　東京国立博物館
鈴木一有　浜松市役所　＊鉄鏃を担当
滝沢　誠　筑波大学
瀧 瀬芳之　公益財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事

業団　＊武器（鉄鏃を除く）を担当
山田琴子　埼玉県教育委員会　＊武具を担当
 （藤野　一之）

に鉄鏃が位置していたという。
昭和35年（1960）

　墳丘の残り部分が削平されるが、遺物等は発見
されなかったという。
　また、１月６日には田中一郎氏によって鏡・武
具・武器の写真撮影、武器類の実測図が作成され
た（第３図）。
昭和37～38年（1962～63）頃

　土地所有者によって、敷地内に一辺１ｍ、深さ
２ｍの埋納坑が掘られ、鏡以外の武具・武器類を
埋納し、祠を建てる。
　武具・武器の埋納の理由・経緯は定かではない
が、袋に入れ丁寧に埋納していた。その後、埋納
されなかった鏡は昭和44年（1969）に埼玉県立博物
館（現埼玉県立歴史と民俗の博物館）の展示会に出
品され、昭和59年（1984）以降は埼玉県立博物館が
借用している。　　　　　　　　（藤野　一之）
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表を行う。
３ 月18日～３月22日　速報展「眠りからさめた武

人」を坂戸市文化会館にて開催。
平成28年（2016）

８月20日　武具・武器類の検討会を実施。
10 月15日　埼玉県立歴史と民俗の博物館にて、鏡

及び鏡に付着した繊維の資料調査を実施。
平成29年（2017）

５ 月25日　定例記者会見にて大刀に施された円文
にかんする発表を行う。

７ 月21日～７月26日　第21回坂戸市埋蔵文化財出
土品展を坂戸市文化会館にて開催。武器類の展
示を行う。

11 月11日　整理担当者による個別発表及び報告書
作成にかんする検討会を実施。
平成30年（2018）

３月８日　鏡のＸ線写真撮影を行う。
　なお、武具・武器類の保存処理については、武
器類を平成27年度に、武具類を平成28年度に実施
した。
 （藤野　一之）

平成26年（2014）

６ 月　鏡の所有者（土地所有者）と面会し、敷地内
に埋葬された武具・武器の所在確認を行うこと
とする。

９ 月18日～19日　敷地内の発掘調査を実施し、19
日午前に遺物を納めた袋を発見する。その後、
埋め戻し等を行い、調査を終了する。

　 なお、発掘調査の実施にあたり、埋蔵文化財発
掘調査の通知は平成26年９月12日付け坂教社発
第470号で埼玉県教育委員会教育長あてへ通知
した。

９ 月24日　公益財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事
業団へ発見された袋を運び、袋から遺物を取り
出し、武具・武器類が確認される。

その後、10月に基礎整理、Ｘ線写真撮影を行う。
武具類については豊富な内容であることが判明す
る。
11 月16日　発見された武具・武器類にかんして、

埼玉県発掘調査評価・指導委員会を開催。
平成27年（2015）

２ 月19日　定例記者会見にて副葬品にかんする発

Ⅰ　入西石塚古墳の概要

３　平成 26年以降の経過
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３　平成26年以降の経過
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Ⅰ　入西石塚古墳の概要

引用文献

今 井　堯・橋口尚武　1988「坂戸市入西石塚と出土遺

物の研究」『坂戸市史調査資料第14号　坂戸風土記』　

坂戸市教育委員会　pp.71-92
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１　地理的環境

　坂戸市は埼玉県の中央部よりやや南に位置し、
市域の大部分が入間台地上にあるため比較的平坦
で起伏の少ない地形である（第４図）。坂戸市周辺
の地形は、低地、自然堤防、台地、丘陵に大きく
分けられ、西側に外秩父山地を臨む。市内の北側
及び東側には、越辺川によって形成された低地が
広がり、現在でも水田として利用されている。ま
た、この越辺川が鳩山町・東松山市・川島町との
境となっている。
　入間台地は、入間川・越辺川・高麗川によって
形成された扇状地性の台地であり、毛呂台地・坂
戸台地・飯能台地に区分される。坂戸台地は高麗

　以下、本書で報告する遺跡に関係する古墳時代
について坂戸市周辺の主要遺跡について記す（第
５図）。

川以東に広がる台地であり、坂戸市域では飯盛川
や谷治川、大谷川などによって開析されるが、起
伏は少ない。一方、毛呂台地は高麗川と越辺川に
挟まれており、西側は毛呂山丘陵や外秩父山地と
接し、坂戸台地に比べ面積は狭い。台地のほぼ中
央には葛川が流れており、坂戸市域では馬の背状
の台地となる。坂戸市以北では、越辺川と都幾川
に挟まれた高坂台地、都幾川と市野川に挟まれた
東松山台地が形成されている。
　また、毛呂台地の南西側に毛呂山丘陵、高坂台
地の西側に岩殿丘陵、東松山台地の北側に比企丘
陵が位置する。　　　　　　　　　（藤野　一之）

　弥生時代後期　坂戸市内では、弥生時代後期の
遺跡は限定的である。高麗川左岸の毛呂台地周辺
では、下田遺跡（１）や三福寺遺跡（13）などで集落

Ⅱ　遺跡の立地と環境

１　地理的環境

２　歴史的環境



－ 6 －

Ⅱ　遺跡の立地と環境

などが出土している。また、五反田遺跡（33）や木
曽免遺跡をはじめ坂戸台地の北側から東側にかけ
ての台地縁辺にも方形周溝墓群が形成されている。
　一方、東松山市周辺では、方形周溝墓とともに
前期古墳も築造される地域である。前方後方墳と
しては、高坂８号墳（AB）や諏訪山29号墳（AD）、
根岸稲荷神社古墳（AF）、山の根古墳（AW）など
狭い範囲に集中している。高坂８号墳は、後方部
は消滅しているものの前方部は近年発掘調査が行
われ、埋葬施設から装身具や捩文鏡などが出土し
ている。さらに、高坂８号墳の周辺から三角縁陳
氏作四神二獣鏡が発見されており、今後その解釈
について検討する必要がある。
　また、前方後円墳である野本将軍塚古墳（AH）
の築造時期については諸説あるが、前期古墳であ
れば五領遺跡や反町遺跡との関連が想起される。
　古墳時代中期前半　古墳時代前期に形成された
集落は、中期前半になると衰退し坂戸市周辺で
は、岩殿丘陵東端の駒堀遺跡や範囲外であるが毛
呂台地上に位置する矢島遺跡など限定的になるの
が特徴で、坂戸市内では中期前半の遺跡は非常に
希薄である。また、都幾川右岸の低地に立地する
城敷遺跡（45）からは、直接遺構に伴わないが陶邑
TK73～TK216型式段階の須恵器坏蓋や樽形 、
甕などが一定量出土していることが特筆される。
中期前半は集落が少ないが、中期後半になると再
び集落や古墳が形成されるようになる。
　古墳時代中期後半～終末期

　集落　毛呂台地周辺で５世紀後半頃から出現す
る集落としては、桑原遺跡（７）や低地に位置する
棚田遺跡（９）が存在するが、短期間で終焉するよ
うであり古代までは続かない。高麗川右岸の坂戸
台地では、附島遺跡や上谷遺跡（36）などでも古墳
時代前期で途絶えた集落の造営がこの段階から再
び開始される。越辺川以北では、低地の城敷遺跡
で大規模な集落が形成される他、岩殿丘陵の先端
に立地する舞台遺跡（ウ）でも集落が確認できる。
これらの遺跡に共通する要素として、出土する土
師器坏が北武蔵地域で採用された定型化した須恵
器坏蓋模倣坏ではなく、内外面に赤彩を施す坏な
どを使用する。この赤彩は坏に限らず、埦や鉢・

が発見されており吉ヶ谷式土器が出土している。
高麗川右岸の坂戸台地では、花影遺跡（20）や柊遺
跡（24）、附島遺跡（32）で集落が形成されているほ
か、宮裏遺跡（20）でも集落が確認され南関東系の
弥生土器が出土している。
　古墳時代前期　上記のように坂戸市内では、弥
生時代の遺跡は少なく台地縁辺に集落や方形周溝
墓が形成される。一方、古墳時代前期になると、
遺跡は急増する傾向が看取される。
　集落　毛呂台地周辺では、台地縁辺の三福寺遺
跡や大河原遺跡（14）、長岡遺跡（18）などで集落が
形成される一方、中耕遺跡（５）や稲荷前遺跡（10）
などでも集落が認められるため、古墳時代前期に
なり低地の開発が本格的に開始されたと考えられ
る。高麗川右岸の坂戸台地でも、台地縁辺に集落
が営まれる傾向がある。宮裏遺跡や花影遺跡、勝
呂遺跡（26）、附島遺跡、木曽免遺跡（34）などで集
落が確認されている。また、第２図の範囲外であ
るが景台遺跡（35）の東側に位置する高窪遺跡で
は、竪穴住居跡から受口状口縁を呈する近江系の
小型甕が出土しており注目される。
　越辺川以北の高坂台地や東松山台地では、駒堀
遺跡（38）や大西遺跡（42）、下道添遺跡（50）、五領
遺跡（56）などが、都幾川右岸の低地には反町遺跡

（46）が形成される。特に五領遺跡や反町遺跡は大
規模かつ拠点的な集落と考えられ、様々な地域の
土器が出土するほか、反町遺跡では玉作工房の存
在も明らかとなっている。
　墳墓　毛呂台地や坂戸台地では、墓制はもっぱ
ら弥生時代以来の方形周溝墓を採用し、現在確認
できる前期古墳は二重口縁壺などが出土した天王
山古墳群（Ｗ）１号墳の１基のみである。毛呂台地
では、中耕遺跡や広面Ｂ遺跡（６）、稲荷前遺跡な
どで大規模な方形周溝墓群が発見されている。な
かでも、中耕遺跡と広面Ｂ遺跡からは前方後方形
と考えられる周溝墓が検出されており注目される。
古墳時代前期における当地域では、台地縁辺に集
落が、低地に墓域という土地利用が看取できる。
　坂戸台地では、集落と同様に宮裏遺跡や花影遺
跡で方形周溝墓が検出されており、宮裏遺跡では
底部焼成前穿孔の二重口縁壺や勾玉・管玉・小玉



10

11

1213

14

15
16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

28

27

29

30

31

32

34

35

36

37

38
39

40

41

42

43
44

89 90

91
48

49
50

51
52

53

54

55

56

57

58

59

AA

AB
AC

AD
AE

AF

AG

AH

AI

AJ

AK
ALAM

AN
AU

AF

AQ

AR

AS

AT

AU

AV
AW

33

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

10

11

1213

14

15
16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

28

27

29

30

31

32

34

35

36

37

38
39

40

41

42

43
44

45 46

47
48

49
50

51
52

53

54

55

56

57

58

59

33

AA

AB
AC

AD
AE

AF

AG

AH

AI

AJ

AK
ALAM

AN
AO

AP

AQ

AR

AS

AT

AU

AV
AW

1/500000

－ 7 －

２　歴史的環境



－ 8 －

Ⅱ　遺跡の立地と環境

認められる。
　高坂台地や東松山台地では、前期古墳が立地す
る諏訪山古墳群（AC）でＢ種ヨコハケの円筒埴輪
が出土しており、代正寺遺跡（44）や下道添遺跡、
柏崎古墳群（AI）、東耕地古墳群（AP）などでも中
期古墳が築造されている。
　なお、比企・入間地域における古墳時代中期の
有力古墳は、柏崎古墳群内に位置する全長62ｍの
帆立貝形古墳のおくま山古墳（AJ）であり、それ
以外に前方後円墳は確認されていない。
　後期　毛呂台地では、北峰古墳群（Ｃ）や三福寺
古墳群、苦林古墳群（Ｈ）で古墳が確認されている。
なかでも、苦林古墳群は５基の前方後円墳を含む
54基の古墳が密集する古墳群であり、北側に展開
する集落の長岡遺跡と密接に関係していたと推測
される。なお、毛呂台地における前方後円墳は苦
林古墳群以外では三福寺２号墳の１基のみである。
　坂戸台地では、下小坂古墳群で古墳の築造が継
続するほか、雷電塚古墳群（Ｔ）、勝呂古墳群（Ｑ）、
新町古墳群（Ｏ）で古墳が築造される。前方後円墳
は下小坂古墳群、雷電塚古墳群、新町古墳群で各
１基ずつ築造されている。
　埴輪を樹立する古墳は多く、円筒埴輪をはじめ
人物埴輪や馬形埴輪などが出土している。雷電塚
古墳群や北峰古墳群では、桜山窯跡群（エ）で生産
された埴輪が供給されており、苦林古墳群では鴻
巣市生出塚埴輪窯跡産の可能性がある円筒埴輪が
出土している。
　高坂台地や東松山台地では、若宮八幡古墳（AN）
や冑塚古墳（AO）、かぶと塚古墳（AV）で切石積の
横穴式石室が構築され、当地域におけるその後の
横穴式石室に多大な影響を与えることになる。
　終末期　毛呂台地や坂戸台地における横穴式石
室の採用時期は判然としないが、７世紀になると
普及するようである。毛呂台地では、北峰古墳群
や善能寺古墳群、苦林古墳群で古墳の築造が継続
し、大河原古墳群では中期後半に途絶えた古墳の
築造が再開される。また、成願寺古墳群（Ｅ）では
新たに古墳群が形成される。
　坂戸台地では、下小坂古墳群や勝呂古墳群、新
町古墳群で引き続き古墳の築造が行われ、新山古

高坏・壺・甕など多器種に及び、模倣坏とは異な
る一つの土師器文化圏を展開する。赤彩を施すこ
とに執着する土師器群は、形態を変化させながら
８世紀前半まで継続することから、中武蔵地域を
象徴する土器様式といえよう。
　古墳時代後期になると、集落は増加する傾向に
あり、毛呂台地周辺では西浦遺跡（12）や塚の越遺
跡（15）、長岡遺跡、大河原遺跡などの台地縁辺や
低地の沼端遺跡（11）などで集落が出現するが、点
的に存在するようである。７世紀に入ると、稲荷
前遺跡や足洗遺跡（２）、金井遺跡（３）、長岡遺跡
を中心に集落が展開し、古代にかけて連綿と続く
のが特徴である。下田遺跡も７世紀前後から出現
する集落であるが、８世紀前半には終焉するよう
である。高麗川右岸の坂戸台地では、上谷遺跡で
集落が継続し勝呂遺跡や新田前遺跡（31）、宮ノ前
遺跡（22）など台地縁辺に集落が展開する傾向にあ
る。越辺川以北の高坂台地では大西遺跡や下寺前
遺跡（43）などで集落が確認され、７世紀以降は低
地の銭塚遺跡（47）や岩殿丘陵の先端に位置する立
野遺跡（39）、大塚原遺跡（40）でも集落が展開する。
特に、立野遺跡からは７世紀後半代に位置づけら
れる金属器模倣の須恵器高台埦や盤などが多く出
土している。
　古墳　坂戸市内における本格的な古墳の築造
は、中期後半頃から始まる。
　中期後半　中期中葉から後半に群集墳の築造が
開始されるのは、毛呂台地では三福寺古墳群（Ｂ）
や隣接する大河原古墳群（Ｄ）、善能寺古墳群（Ｇ）
などがあげられる。
　坂戸台地では、牛塚山古墳群（Ｖ）や浅羽野古墳
群（Ｊ）で古墳の築造が始まるが、毛呂台地に比べ
て古墳数は少ない。下小坂古墳群（Ｘ）に含まれる
どうまん塚古墳からは、豊富な副葬品が出土して
おり、ほぼ同時期に集落が形成される上谷遺跡と
の関係が想定される。また、大河原古墳群や牛塚
山古墳群では中期後半で古墳の築造が停止し、後
期には引き継がれないのが特徴である。
　埴輪は三福寺古墳群や善能寺古墳群、牛塚山古
墳群で出土しているが、大河原古墳群では埴輪の
樹立は認められず、古墳群によって異なる様相が



第１表　主要遺跡一覧表

No. 遺　跡　名 No. 遺　跡　名 No. 遺　跡　名 No. 遺　跡　名
Ａ 入西石塚古墳 AD 諏訪山29号墳 9 棚田遺跡 37 西窪遺跡
Ｂ 三福寺古墳群 AE 古凍古墳群 10 稲荷前遺跡 38 駒堀遺跡
Ｃ 北峰古墳群 AF 根岸稲荷神社古墳 11 沼端遺跡 39 立野遺跡
Ｄ 大河原古墳群 AG 野本古墳群 12 西浦遺跡 40 大塚原遺跡
Ｅ 成願寺古墳群 AH 野本将軍塚古墳 13 三福寺遺跡 41 田木山遺跡
Ｆ 石上神社古墳 AI 柏崎古墳群 14 大河原遺跡 42 大西遺跡
Ｇ 善能寺古墳群 AJ おくま山古墳 15 塚の越遺跡 43 下寺前遺跡
Ｈ 苦林古墳群 AK 権現塚古墳 16 稲荷森遺跡 44 代正寺遺跡
Ｉ 十郎横穴墓群 AL 附川古墳群 17 花見塚遺跡 45 城敷遺跡
Ｊ 浅羽野古墳群 AM 下唐子古墳群 18 長岡遺跡 46 反町遺跡
Ｋ 土屋神社古墳 AN 若宮八幡古墳 19 赤沼高在家遺跡 47 銭塚遺跡
Ｌ 新山古墳群 AO 冑塚古墳 20 花影・宮裏遺跡 48 古凍・根岸裏遺跡
Ｍ 新山２号墳 AP 東耕地古墳群 21 上山田遺跡 49 下山遺跡
Ｎ 片柳古墳群 AQ 岩鼻古墳群 22 宮ノ前遺跡 50 下道添遺跡
Ｏ 新町古墳群 AR 羽黒山古墳群 23 勇福寺遺跡 51 番清水遺跡
Ｐ 胴山古墳 AS 吉見百穴横穴墓群 24 柊遺跡 52 山王裏遺跡
Ｑ 勝呂古墳群 AT 岩粉山横穴墓群 25 前原遺跡 53 西浦遺跡
Ｒ 勝呂神社古墳 AU 久米田古墳群 26 勝呂廃寺・勝呂遺跡 54 西吉見条里Ⅱ遺跡
Ｓ 塚越古墳群 AV かぶと塚古墳 27 道場遺跡 55 三ノ耕地遺跡
Ｔ 雷電塚古墳群 AW 山の根古墳 28 馬場遺跡 56 五領遺跡
Ｕ 雷電塚１号墳 1 下田遺跡 29 町東遺跡 57 観音寺遺跡
Ｖ 牛塚山古墳群 2 足洗遺跡 30 宮廻館跡 58 岩鼻遺跡
Ｗ 天王山古墳群 3 金井遺跡 31 新田前遺跡 59 附川遺跡
Ｘ 下小坂古墳群 4 内出遺跡 32 附島遺跡 ア 西谷ツ窯跡
Ｙ 小堤山神古墳 5 中耕遺跡 33 五反田遺跡 イ 根平遺跡
Ｚ 毛塚古墳群 6 広面Ｂ遺跡 34 木曽免遺跡 ウ 舞台遺跡
AA 高坂古墳群 7 桑原遺跡 35 景台遺跡 エ 桜山窯跡群
AB 高坂８号墳 8 田島遺跡 36 上谷遺跡 オ 和名窯跡群
AC 諏訪山古墳群
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石上神社古墳と対峙するように土屋神社古墳が突
如として出現するが、この周辺は古墳時代前期を
中心とする方形周溝墓群や集落であり、６・７世
紀代の集落や古墳は皆無に等しい。勝呂神社古墳
は、坂戸台地北側の縁辺に立地し北西側には勝呂
廃寺（26）が位置している。
　このように入間地域北部では、南北９㎞、東西
７㎞の範囲に終末期の大型古墳が集中する特異な
地域であると評価できる。
　窯跡・寺院　比企地域では、古墳時代から窯業
生産も行われており、埴輪窯跡は岩殿丘陵東端の
桜山窯跡群や吉見丘陵南端の和名窯跡群（オ）で発
見されている。岩殿丘陵における須恵器生産は、
消費地出土資料を参考にするとTK47型式頃から
開始されると考えられるが、窯跡は発見されてい
ない。古墳時代の須恵器窯跡は丘陵東側に築窯さ
れる傾向にあり、調査されている窯跡の中で最も

墳群（Ｌ） や片柳古墳群（Ｎ）、塚越古墳群（Ｓ）は
終末期になってから形成される群集墳である。
　坂戸市内で確認されている横穴式石室の石室構
造は、凝灰質砂岩切石積と川原石積に大きく分か
れる。玄室（後室）形態は、胴張りを呈するものと
直線胴のものが認められ、単室構造や複室構造な
ど多様な在り方を示している。
　また、石上神社古墳（Ｆ）や土屋神社古墳（Ｋ）、
勝呂神社古墳（Ｒ）、小堤山神古墳（Ｙ）は、直径50
ｍ程度の大型円墳である。このほか、近年調査が
行われた新山２号墳（Ｍ）や範囲外であるが鶴ヶ丘
稲荷神社古墳は一辺50ｍ程度の方墳、山王塚古墳
は上円下方墳である。詳細な築造時期は判然とし
ないが、いずれも７世紀代の築造と考えられ前方
後円墳消滅後の有力古墳と推測される。石上神社
古墳は毛呂台地の東端に位置し、北側に展開する
集落との関係が注目される。高麗川の対岸には、
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の南側に隣接する円墳のみで構成された古墳群で
あり、２～７・10号墳より南側は傾斜地となり葛
川に至る。これまでの調査によって18基の古墳が
確認され、中期後半と終末期が主体の古墳群であ
り後期に位置づけられる古墳の築造は認められな
い。中期後半に位置づけられる古墳は、１・８・９・
17・18号墳であり三福寺古墳群と接する位置に展
開する。また、12・14～16号墳も遺物の出土がな
いが中期後半に位置づけられる可能性が高い。
　１号墳は、西に向くブリッジをもつ円墳であ
り、推定周溝内径17.6ｍを測る。墳丘はすでに削
平されていたが、埋葬施設が残っており墳丘のほ
ぼ中心に位置する（第８図）。埋葬施設は調査の結
果、東頭位の舟形木棺であることが判明したが副
葬品の出土は認められない。また、17号墳は推定
周溝内径13ｍの小型の円墳であるが、愛知県東山
窯産の須恵器甕が出土している。この須恵器甕は、
TK208型式並行と考えられ大河原古墳群のなか
では古相に位置づけられる。
　善能寺古墳群　善能寺古墳群は、入西石塚古墳
から南西に約600ｍの地点に位置する古墳群で、
これまでの調査によって16基の古墳が確認されて
いる。古墳の築造時期は、中期後半と終末期が主

　次に、入西石塚古墳周辺の古墳群について概要
を記す。上記で記載したように、入西石塚古墳周
辺の毛呂台地上では古墳時代中期後半頃から三福
寺古墳群、大河原古墳群、善能寺古墳群などで群
集墳の形成が開始される（第６図）。
　三福寺古墳群　三福寺古墳群は、これまでの調
査によって後期中葉の前方後円墳である２号墳を
含め、11基の古墳が確認されており中期後半から
後期にかけて築造された古墳群と考えられる。こ
のうち、確実に中期後半に位置づけられる古墳は
入西石塚古墳（三福寺１号墳）と３号墳である。入
西石塚古墳は、三福寺古墳群のなかでも南端に位
置し他の古墳とは離れた位置関係にあり大河原古
墳群と接している。また、入西石塚古墳の北側は
標高が約２ｍ低くなり縁辺に位置する古墳であ
る。このため、入西石塚古墳は三福寺古墳群では
なく大河原古墳群に属する古墳と考えた方が妥当
かもしれない。
　３号墳は、直径16ｍ、墳丘高2.2ｍを測る円墳
であり昭和43年に緊急調査が行われた。埋葬施設
は不明であったが、円筒埴輪列が確認され円筒埴
輪や人物埴輪、馬形埴輪などが出土した（第７図）。
　大河原古墳群　大河原古墳群は、三福寺古墳群

３　周辺の古墳群

古い段階の窯跡は、桜山窯跡群であり６世紀前半
の窯跡が２基調査されている。舞台遺跡では、窯
跡は発見されていないが６世紀後半の在地産須恵
器が出土しており、北関東型系譜の技術で生産を
行っていたと考えられる。その後は、７世紀前半
の根平遺跡（イ）、７世紀中葉～後半の舞台遺跡Ｃ
－１・２号窯跡で須恵器生産が行われるが、いず
れも単発的な操業であった可能性が高い。また、
坂戸台地では西谷ツ窯跡（ア）が７世紀前半に開窯
するが、１基単独の単発窯と考えられる。
　一方、７世紀後半になると新たな動きが看取さ
れる。範囲外であるが、それまで窯跡が築窯され
なかった岩殿丘陵内部の鳩山町域に、石田窯跡や
赤沼古代瓦窯跡が成立し、赤沼古代瓦窯跡で生産
された瓦は勝呂廃寺や小用廃寺へ供給されている。

勝呂廃寺は坂戸台地北側の縁辺に位置し、７世紀
末頃には創建されていたと考えられる。小用廃寺
の建立は勝呂廃寺とほぼ同時期と考えられている
が、詳細は不明である。
　古代道路　近年、坂戸市内で馬場遺跡（28）や町
東遺跡（29）で南北方向に走行する幅約11ｍの道路
跡が確認された。この道路跡は、側溝の特徴や出
土遺物などから東山道武蔵路の可能性が非常に高
く、勝呂廃寺や勝呂神社古墳の東側を通過する
ルートとなる。
　また、吉見町においても西吉見条里Ⅱ遺跡（54）
や三ノ耕地遺跡（55）などでも古代道路が発見され
ており、東山道武蔵路とどのような関係があるか
注視する必要がある。
 （藤野　一之）
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３　周辺の古墳群
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Ⅱ　遺跡の立地と環境

体であり12・13号墳は出土遺物から中期後半に位
置づけられ、14～16号墳も中期後半の円墳と考え
られる。
　特に、12号墳は周溝内径14.3ｍを測る円墳であ
り、内側にも浅い周溝が巡る２重の周溝を有する

（第９図）。周溝内からは、土師器や円筒埴輪が出
土し、円筒埴輪については３条突帯４段構成品が
主体で20個体以上認められ、調整にBc種ヨコハ
ケを施すのが特徴である。これまで、坂戸市内で
はBc種ヨコハケを施す埴輪は確認されておらず
市内最古の埴輪に位置づけられ、周辺では東松山
市諏訪山33号墳や柏崎17号墳、川島町三竹遺跡な
どで出土している。また、直径20ｍ、墳丘高2.8
ｍの円墳である５号墳は昭和35年に墳丘の発掘調
査が行われ、埋葬施設内から大刀や剣が出土して
いる。さらに、平成29年度に発掘調査によって５
号墳の周溝の一部を確認し、周溝内から２条突帯
３段構成品の赤彩を施す円筒埴輪が出土した。５

号墳についても、中期後半に位置づけられる可能
性がある。
　以上、入西石塚古墳周辺の古墳群について、こ
れまでの調査成果を含め概観した。当地域では、
中期後半になり古墳の築造が開始し、いわゆる初
期群集墳が形成される。入西石塚古墳について
も、独立した位置に築造された古墳ではなく、群
集墳を形成する一つの古墳である。古墳の築造は、
TK208型式頃から始まりTK23・47型式にピーク
を迎えるものと考えられる。これらの群集墳は、
すべて円墳で構成されており今のところ帆立貝形
古墳は発見されておらず、前方後円墳の築造も認
められないのが特徴である。また、三福寺古墳群
や善能寺古墳群などでは埴輪の出土が認められる
一方、大河原古墳群からは埴輪の出土がないため、
埴輪祭祀の観点から近接する古墳群においても異
なる様相が読み取れる。　　
 （藤野　一之）
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３　周辺の古墳群
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１　出土遺物の概要

る（第10図）。形態的特徴などから、これらの円筒
埴輪を古墳時代中期後半に位置づけることも可能
である。入西石塚古墳の墳形については、地籍図
などから前方後円墳と捉え、これらの円筒埴輪の
出土位置を入西石塚古墳の前方部北裾部とする考
えもある（今井・橋口1988）。
　しかし、前方後円墳に２条突帯３段構成の円筒
埴輪が樹立されたと考えるのは、墳形に対して相
応ではない。また、墳丘を削平した際に埴輪をは
じめとする遺物等は発見されなかった点や（第１
章第２節）、南側に隣接する大河原古墳群でも埴
輪の樹立が認められないことなどを考慮すると、
入西石塚古墳には埴輪が樹立されていなかったと
考えてもよい。
　入西石塚古墳の墳形や墳丘規模については、不
明確な点が多く今後も検討が必要であるが、前方
後円墳とする積極的な理由はないため、現状では
円墳と想定しておく。
 （藤野　一之）

（１）出土遺物の種類と数

　第１章で記載したとおり、入西石塚古墳から発
見された遺物は鏡・武器・武具である。このうち、
鏡以外の遺物は昭和37～38年頃に袋に納められ敷
地内に埋納された。そして、平成26年度に坂戸市
教育委員会による調査によって埋納箇所と遺物を
納めた袋が確認されたのが、入西石塚古墳から発
見された遺物の経緯である。
　今回の調査で判明した、入西石塚古墳から発見
された遺物の種類と数は以下のとおりである。な
お、入西石塚古墳からは装身具や馬具は発見され
ていない。
　鏡：珠紋鏡１、四乳区画紋鏡１
　武具：横矧板鋲留短甲１、横矧板鋲留衝角付冑
１、板錣１、頸甲１、肩甲１、
　武器等：大刀１、蛇行剣１、剣１、鉾１、鉄鏃

（長頸鏃束２、平根鏃５）、刀子１、その他（刀身・
茎破片）
　なお、２束の長頸鏃束のうち長頸鏃束２（第28
図）は埋納された袋に納められていたのではなく、
埋納坑を埋め戻した際の埋土内から出土したもの
である。さらに、昭和35年に田中一郎氏によっ
て撮影された写真にも含まれていないため（第３
図）、厳密には入西石塚古墳から発見された遺物
とはいえず、その扱いには注意が必要である。し
かし、形態的特徴等から他の遺物と時期差がほぼ
ないため、入西石塚古墳の遺物として扱うことに
する。
　また、埋納坑内からは円筒埴輪の胴部片や土師
器甕の底部片などもわずかに出土したが、これら
が入西石塚古墳に伴うものかは判然としない。

（２）入西石塚古墳の墳形と周辺出土の円筒埴輪

　昭和60年頃、入西石塚古墳から北東へ約35ｍの
地点から工事中に円筒埴輪が２個体発見された。
これらの円筒埴輪は、器高約40㎝の２条突帯３段
構成品で最上段を中心に赤彩を施すのが特徴であ

Ⅲ　入西石塚古墳出土遺物

１　出土遺物の概要
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（１）珠紋鏡　（第11図１）
　概要　珠紋を主要な紋様とした鏡であり、面径
は7.6cmをはかる。鏡背には、二重の界圏（斜面を
もつ区画帯であり、上面に鋸歯紋を表現する）が
めぐり、内側の界圏と外側の界圏に区切られた空
間に珠紋列を表現し、外側の界圏より外側には櫛
歯紋帯と鋸歯紋帯をめぐらせている。鋸歯紋帯の
外側には、緩やかな匙面をなす斜縁状の縁部がつ
づく。
　鈕は扁平かつ低平であり、鈕孔に通した紐が付
着した状態で錆化しているため、鈕孔の形状は不
明である。珠紋（点紋）は２列に並行させ、整然と
めぐらせる。内側の珠紋も外側の珠紋も、珠紋の
間隔が均等でないところがあり、不揃いになる部
分がある。鋸歯紋帯は櫛歯紋帯よりわずかに高い
が、斜縁は大きな段差を以て鋸歯紋帯とつながる。
　付着物と副葬状況　鏡面・鏡背には広範囲に繊
維が付着しており、布に包まれた状態、もしくは
袋に納めた状態で副葬したことがわかる。鈕孔に
は、鈕に通した紐がそのまま遺存している。こう
した繊維の他に、付着物は確認できない。
　表面状態　内区の珠紋は表現が明瞭であり、珠
紋は一つ一つが大きく半球形をなしている。点状
ではなく、立体的な珠紋の表現となる。外区の櫛
歯紋帯や鋸歯紋帯も、直線・三角形の形状は鮮明
であり、凹凸・起伏は明瞭である。鋳造状態は良
好であり、その後の磨滅もあまり進行していない
状態にある。
　型式学的位置づけ　珠紋鏡は、中国鏡にはな
く、倭鏡に特有の鏡である。古墳時代前期に登場
した珠紋鏡は、後期に至るまで生産が継続してい
る（森下1991、脇山2013、岩本2012・2014・2015、
加藤2018）。古墳時代の倭鏡生産は３段階に分か
れ、珠紋鏡も各段階で特徴が異なる。森下章司の
分類によれば珠紋鏡系３式に、脇山佳奈の分類に
よればA-B類に、岩本崇の分類によれば充填系C
群に、加藤一郎の分類によれば充填系B式に相当
することになる。森下珠文鏡系３式と脇山珠紋鏡
A-B類は前期後半に、岩本充填系C群は中期後葉

（TK208型式期）に、加藤充填系B類式は後期前半
（TK23・47型式期）に、それぞれ製作時期を求め
ている。いずれも、珠紋の形状と外区紋様との組
合せに基づいた型式分類であり、副葬古墳の年代
を対照して生産時期を推定している。紋様構成だ
けではなく、珠紋及び界圏の表現が明瞭であり、
立体性を損なっていないため、製作時期を下げて
考えることは難しい。細かな基準でより類似度の
高い―共通性の強い―鏡群を抽出している岩本分
類に従い、当該鏡の生産時期は中期後葉頃を見込
んでおきたい。
　類例　珠紋を２列にめぐらせた珠紋鏡には、福
岡県月岡古墳、奈良県五條猫塚古墳、広島県三ツ
城古墳などの出土鏡がある。３列以上にめぐらせ
た例を含めてみても、界圏をもつ珠紋鏡はかなり
限定されており、当該鏡と同じ鏡体構成をもつ鏡
はみえない。内区と外区を画する界圏をもつ例は
珠紋鏡にあるが、当該鏡のように鈕座にもつ例は
みえない。二重の界圏は、神獣鏡や獣像鏡の一部
に見える特徴である。それを意識して製作した珠
紋鏡であるといえよう。

（２）四乳区画紋鏡（主紋不明鏡）　（第11図２）
　概要　主要な紋様が不明な鏡であり、面径は
8.9cmをはかる。主題を表現する内区には低平な
四乳がみえるが、乳と乳の間に表現した図像が判
別できないため、鏡式は不明と言わざるを得ない。
乳はあくまで、内区を区画する副次的な存在にす
ぎず、主題ではないため、乳紋鏡という表現は不
適切である。そのため、四乳区画紋鏡という名称
を用いたい。
　鈕と内区と外区は、やや太めの圏線により区分
されている。鈕は扁平だが、一定の高さをもつ立
体的な形状である。鈕孔には紐が遺存するものの、
鈕孔の形状が隅丸方形に近いことが推定できる。
内区には、内区を４分割する乳を置くが、その間
隔は不均等である。鈕を挟んで向かい合う２乳を
結ぶ線は直交せず、かつその交点は鈕の中心とも
重ならない。非対称で、幾何学的な分割を伴わな

Ⅲ　入西石塚古墳出土遺物

２　鏡



1

2

0 1/1 5cm

－ 17 －

２　鏡



－ 18 －

Ⅲ　入西石塚古墳出土遺物

辻田2018）。中期後半から後期にかけての出土鏡
に、当該鏡と同じ特徴がみえ、かつその後半段階
には鋸歯紋・複線波紋の表現が著しく崩れるため、
当鏡は古墳時代中期後半の鏡とみておきたい。
　なお、面径が10cm以下の小型鏡である珠紋鏡
では、充填系と呼ぶ一群において、中期中葉から
後期後葉にかけて継続した変遷が追え、「櫛歯文
―複波文―鋸歯文をへて、わずかに高い無文の外
区に至る」充填系B群は当鏡と類似した外区紋様
及び形態的特徴をもつ。充填紋系B群は中期中葉
以降に生産が展開するとされており（岩本2014）、
珠紋鏡の外区紋様の特徴を積極的に評価すれば、
中期中葉（TK216型式期）以後の製作年代が考え
られる。
　また、X線画像等を参照しても主紋の判別は難
しいが、大ぶりの乳とわずかにみえる細線を根拠
にしてか、加藤一郎は乳脚紋鏡と認定して、中期
後葉（TK208型式期）に製作年代を求めるD系b式
に分類している （加藤2018）。
　主紋は不明であるが、中期後葉を前後する時期
に生産時期を求めることもできる。
　類例　主紋が不明なため、外区紋様のみの比較
しかなしえない。類似する外区紋様をもつ鏡には、
福岡県月岡古墳、同塚堂古墳、同乙植木３号墳な
どの珠紋鏡を挙げることができる。
 （上野　祥史）

い割り付けである。内区の大部分は繊維が付着す
るため紋様はみえず、繊維が付着しない部分でも
不鮮明なため図像を推定することは困難である。
乳を表現する区画の外側に、間隔の粗い櫛歯紋帯
をめぐらせている。外区は、複線波紋帯と鋸歯紋
帯を表現し、ゆるやかな斜面をなす縁部へと続い
ている。鋸歯紋帯は、鋭角で幅の狭い鋸歯表現と
なり、複線波紋帯は、波線の屈曲角が鈍角となる、
幅広の（横長の）複線波紋となる。
　付着物と副葬状況　鏡面・鏡背には広範囲に繊
維が付着しており、布もしくは繊維由来の袋に包
まれた状態で副葬したことがわかる。鈕には、鈕
孔に通した紐がそのまま遺存している。こうした
繊維の他には、外区の鋸歯紋帯の地（凹部）に朱が
付着している。この朱は、珠紋鏡では確認ができ
ない。
　表面状態　珠紋鏡と異なり、図像に不鮮明な部
分が多いことを特徴としている。二重の圏線、あ
るいは最外周の鋸歯紋は鮮明な表現となってい
る。しかし、櫛歯紋帯や複線波紋帯、乳周辺の内
区の紋様は不鮮明である。地に近い部分が不鮮明
で、凹凸の明瞭な部分は鮮明であることから、こ
の不鮮明さは磨滅によるのではなく、鋳造（鋳型
成形）に由来すると考える。鋳型への彫込みが浅
いため、凹凸の乏しい櫛歯紋や複線波紋は不明瞭
となり、施紋の際に鋳型が崩れたことにより、櫛
歯紋や複線波紋の一部が膨れる―線の一部が太く
なる―状況を生じたものと考える。
　型式学的位置づけ　主題が不明のため、鏡式か
ら時期を確定することはできない。主題は不明で
あるが、古墳時代倭鏡と共通した外区紋様である
ことから、古墳時代倭鏡と認識しておきたい。鋸
歯紋と複線波紋で構成する外区、屈曲の緩やかな
複線波紋表現は、古墳時代中期の倭鏡の一つの特
徴である（森下1991）。鋸歯紋と複線波紋の組合せ
は、後期にも継続するが、旋回式獣像鏡や乳脚紋
鏡などでは、複線波紋が連続せず「ハ」字形を重ね
た形となることが多い。古墳時代中期の鏡は、前
半と後半で様相が異なる。停滞した前半に対して、
後半には南北朝鏡（同型鏡）の流入と前後する時期
に倭鏡生産が活性化する（上野2013、岩本2017、
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（１）概要

　横矧板鋲留短甲、横矧板鋲留衝角付冑、板錣、
頸甲、肩甲からなる鉄製甲冑１組が出土した。
武具類は検出時には全て破片の状態で、鏡以外の
他の副葬品と共に袋に入れられていた。
　『坂戸風土記』の報告によれば、小札が確認でき
ることから挂甲の副葬が確実であるとしているが

（今井・橋口1988）、甲冑の破片を整理した中では、
小札の存在は確認できなかった。

（２）横矧板鋲留短甲　（第12～15図）
　概要

　前胴、後胴ともに竪上３段、長側４段、計７段
から構成される、右前胴開閉の横矧板鋲留短甲で
ある。
　検出された際には破片となっていたが、細片と
なっていた部分もあり、完全には復元できなかっ
た。しかし、短甲を構成する鉄板は揃っているこ
とが確認されている。
　なお、出土した短甲の保存処理前の状態を写真
で示した。前胴、及び後胴ともに外面には砂が付
着して銹着している。特に後胴の押付板から下段
地板までの部分に全体的に砂が塊となって付着し
ており、短甲が副葬された後に後胴が外面を下に
して倒れた状態にあったことを伺わせる。
　破片の状態で計測作業を行い、図上で立体的に
復元を行ったものが、第14図、第15図である。

　復元による各部計測値は、前胴高さ33.5cm、後
胴高さ46.5cm、押付板左右幅45.0cm、裾部左右
径37.3cm、裾部前後径36.8cmである。
　本例に使用された鉄板数は、竪上板２枚、押付
板１枚、引合板２枚、裾板３枚、蝶番板１枚、上
段帯金３枚、下段帯金２枚、上段地板３枚、中段
地板３枚、下段地板３枚であり、合計23枚である。
その他、４個の蝶番金具と裾板の鉄包覆輪があ
る。
　各板は鉄鋲によって接合されている。鉄鋲の平
面形態は円形であり、断面形態は半球形である。
鋲頭の直径は６～８mmであり、高さは３～４
mm程度である。本例では欠損している部分や銹
によるふくれのために、すべての鋲の数を把握す
ることができないが、三枚留をしている鋲は複数
の箇所で確認できる。
　竪上板、押付板の上端部と、右脇側の引合板の
端部、右脇後胴側の端部には幅約１cm程の革包
覆輪が施されている。また、長側第４段の下端部
には幅６mmの鉄包覆輪が施されている。
　短甲は全体に表裏面ともに銹によって膨れたり、
表面が覆われているために本来の形状が判然とし
ない箇所がある。また、裾板の下辺付近の腐食が
進み、細片となっている破片が多く、欠損してい
る部分も多い。これは、この短甲が立位で副葬さ
れた結果、地面に接する裾板の下辺付近の腐食が
進んだためであると推測できる。また、左脇部分

３　武具
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板で構成される。左右板とも横方向に長い帯状の
鉄板である。
　帯金の大きさは左右前胴とも大半を欠損してい
るが、復元長は縦4.0cm、横10.5cm、右前胴が復
元長縦3.9cm、横10.5cmである。左右ともに欠損
と銹のために鋲の位置は完全には確認できない。
　前胴中段地板　前胴中段地板は左右各１枚の鉄
板で構成される。左右とも引合板、帯金で形作ら
れる空間形態に合わせた通用の形態である。板の
角は隅丸方形であり、各辺は直線的ではない。左
前胴中段地板は脇部を欠損しているが、後胴中
段地板の端部が残存しているため、前胴と後胴
で別の板であることが確認できる。地板の大き
さは、縦8.0cm、下辺の残存する横幅は14.8cmで
ある。短甲外面に現れている部分の縦幅は6.0cm
である。右前胴中段地板も脇部を欠損している。
地板の大きさは縦8.5cm、下辺の残存する横幅
は16.0cm、短甲外面に現れている部分の縦幅は
6.5cmである。後胴中段地板に蝶番金具が取り付
けられており、右前胴も同様に中段地板に取り付
けられていたと推測される。
　前胴中段帯金　前胴下段帯金は左右各１枚の鉄
板で構成される。左右の帯金ともに横方向に長い
帯状の鉄板である。左前胴下段帯金は、脇部を欠
損しているが、後胴下段帯金の左脇側に左前胴下
段帯金の一部が残存しているため、前胴と後胴で
別の板であることが確認できる。左前胴下段帯金
の縦幅は3.75cm、残存する長さは15.0cmである。
外面には右前胴の引合板の破片が銹着している。
右前胴下段帯金は脇部を欠損している。縦幅は
3.9cm、残存している横幅は17.4cmである。
　前胴下段地板　前胴下段地板は左右各１枚の鉄
板で構成される。左前胴下段地板は脇部を欠損し
ているが、後胴下段地板の左脇部に端部が確認で
きることから、前胴と後胴とで別の板であること
が確認できる。左前胴下段地板の縦幅は6.0cm、
残存する横幅は15.5cm、外面に現れている部分の
縦幅は2.9cmである。隅丸方形であり、上辺、下
辺ともに丸みを帯びている。右前胴下段地板は一
部を欠損しているが、縦幅6.3cm、横幅23.8cmの
大きさであり、蝶番板に近い場所に接して蝶番金

と右脇上部も大きく欠損しているが、これも副葬
された位置や状態に関係する可能性がある。
　各部の観察
　引合板　左前胴引合板は上から８cm程と中央
付近を欠損している。復元長33.5cm、幅3.5cmで
ある。上端部分の観察から、竪上板には端まで革
包覆輪が施されており、その上から引合板が鋲留
されていたことが確認できる。右前胴引合板は中
段地板から裾板にかけての10.5cmを欠損してい
る。復元長33.0cm、幅3.5cmである。短甲本体に
沿ってゆるやかなＳ字状のカーブを描いている。
左右の板は、短甲本体にそれぞれ９箇所を鋲留め
されている。
　竪上板　竪上板は左右各１枚の板で構成されて
いる。左右の竪上板とも、通有の形態であり、幅
を狭めながら脇部に至っている。上辺には幅約１
cmの革包覆輪が施されている。
　左前胴竪上板は大きく欠損している部分と、銹
膨れにより、地板、帯金との鋲留の箇所は完全に
は確認できない。縦方向の長さは引合板際で4.8cm
である。脇部端部は上辺に対して鈍角に裁断され
ているが、下辺を欠損しているため幅は確認でき
ない。鉄板の下辺には面取りがなされている。
　右前胴竪上板は脇部を欠損している。縦方向の
長さは、引合板際で4.9cmである。左前胴竪上板
と同様に上辺には革包覆輪が施されている。
　前胴上段地板　前胴上段地板は左右各１枚の鉄
板で構成される。左右の板ともに隅丸方形であり、
下辺は緩やかに弧を描く。特に左前胴上段地板は
丸みが強く、隅丸方形である。
　左前胴上段地板は欠損する部分が多く、全体の
大きさは確認できないが、縦5.5cm、短甲外面に
現れている部分の縦幅は4.0cmである。右前胴上
段地板は、引合板と結合する上側隅角部分を欠損
する。縦6.0cm、横9.6cm、外面に現れている部
分の縦幅は4.1cmである。左右の板ともに、中央
付近に横位２孔一組のワタガミ受緒孔が確認でき
る。なお、左前胴には、ワタガミ受緒孔の左脇側
斜め上方に用途不明の径２mmの孔が穿たれてい
るのが確認できる。
　前胴上段帯金　前胴上段帯金は左右各１枚の鉄
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形状に沿うように湾曲する。縦幅は8.9cm、横幅
は38.4cmであり、外面に現れている部分の縦幅は
7.0cmである。
　後胴中段帯金　１枚の鉄板で構成される。左脇
に近い部分を一部欠損するため、鋲留の箇所を完
全には復元できない。横長の帯状の鉄板であり、
縦幅は4.1cmである。
　後胴下段地板　１枚の鉄板で構成されている。
横長の帯状の鉄板である。左脇に近い部分を一部
欠損しているため鋲留の箇所を完全には復元でき
ない。内面側の縦幅は7.1cm、外面に現れている
部分の縦幅は4.5cmである。右脇端部に蝶番金具
が取り付けられている。
　後胴裾板　１枚の鉄板で構成されている。右脇
に近い部分と左脇に近い部分を欠損しており、鋲
留の箇所を完全には復元できない。また、中央付
近も細かい破片となっていた。縦幅は8.9cmであ
り、上辺よりも下辺のほうが長く、側辺がハの字
状に開く形態である。
　開閉装置　本短甲は右脇部に開閉装置を持つ右
前胴開閉式である。蝶番金具は方形４鋲式であり、
後胴右脇部に２箇所残存している。前胴下段地板
の右脇部分には、蝶番金具が剥がれ落ちて４箇所
の鋲と蝶番金具に挟まれていた革帯の痕跡が残っ
ている。右前胴に装着されていた蝶番金具も出土
している（第23図）。
　付着物　本短甲には繊維と皮革が付着してい
る。竪上板と押付板の上辺、蝶番板の端部、後胴
の右脇部分の端部に革包覆輪が残存している。一
部に朱が残る部分も確認できることから、革包覆
輪は朱により着色されていたことが伺える。また、
先述の通り、前胴下段地板の右脇部分には蝶番金
具に挟まれていた革帯の痕跡が残っている。右前
胴に取り付けられていた蝶番金具の裏面には革帯
が付着している。
　この他に、右前胴の内面と押付板の内外面には
ワタガミ緒と考えられる布が付着している。この
布については第４章第４節において詳細に報告さ
れている。
　小結　本例は前胴７段、後胴７段構成で右前胴
開閉式の横矧板鋲留短甲である。短甲の編年上で

具が取り付けられている。左前胴に比べると、右
前胴下段地板は上辺、下辺ともに直線的であり、
長方形に近い。左前胴では、引合板から9.8cm程
離れた箇所に横位に２孔一組の径２～３mmの腰
緒孔が穿たれている。また、右前胴では引合板か
ら10.8cm程離れた箇所に同様の腰緒孔が穿たれ
ている。
　前胴裾板　前胴裾板は左右各１枚の鉄板で構成
されている。左右ともに上辺よりも下辺が長く、
裾に向かって外反し広がる形状をしている。
　下辺には幅6mmの鉄包覆輪が施されている。左
前胴裾板は脇部を欠損しているが、後胴裾板に前
胴裾板の端部が鋲留されて残っているため、前胴
と後胴が別の板であることが確認できる。左前胴
裾板の縦幅は引合板横で8.4cm、脇部際で8.0cmで
ある。右前胴裾板は一部を欠損するが、板の縦幅
は引合板横で7.3cm、横幅は21.3cmと確認できる。
　押付板　１枚の鉄板で構成される。通有の形態
であるが、左肩部分を欠損している。縦幅は後胴
中央付近で12.5cm、右脇部分で6.4cm、左脇部分
で6.3cmである。上辺には革包覆輪が施されてい
る。欠損している部分があるため完全に復元でき
ない部分があるが、下辺は地板と14箇所の鋲で接
合されている。
　後胴上段地板　1枚の鉄板で構成される。扁平
なかまぼこ形であり、右脇側の端部を欠損してい
るが、左脇側の端部は丸くならず鋭角である。縦
幅8.5cm、横幅29.9cm、短甲外面から見える縦幅
は後胴中央で6.0cmである。板の左右に斜位で径
２～３mmの２孔一組のワタガミ懸緒孔が穿たれ
ている。
　後胴上段帯金　１枚の鉄板で構成される。横
長の帯状の鉄板であり、縦幅は4.2cm、横幅は
29.9cmである。左右の端部は、押付板下辺の形状
に沿うように丸みを帯びる。後胴中央付近に縦位
に径２～３mmの２孔一組のワタガミ懸緒孔が穿
たれている。
　後胴中段地板　１枚の鉄板で構成される。上辺
の後胴中央付近を中心に欠損している部分がある
ため、鋲留の箇所を完全には復元できない。上
辺、下辺は直線的であるが、左右端辺は押付板の
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難である部位もある。
　腰巻板を水平に置いたものとして復元した計測
値は、左右幅20.1cm、前後長27.6cm、竪眉庇を
含む高さ15.3cm、冑本体の高さ14.4cmである。
　最上段の伏板は衝角部と一体であり、先端は腰
巻板と揃えるように切断されている。伏板と腰巻
板、胴巻板の間は、背面中央付近に位置する破片

（第18図１）に下段地板２枚を重ね合わせている部
分が確認できることから、下段地板には2枚以上
の鉄板が使用されていることが分かる。本例に使
われた鉄板数は伏板、胴巻板、腰巻板、衝角底板
の各１枚と、上段地板１枚以上、下段地板２枚以
上、合計７枚以上である。
　接合　各鉄板は鉄鋲によって接合されている。
欠損している部分があるため、使用された鋲の個
数は完全には復元できない。鋲頭は半球状であり、
直径３～3.5mm、高さは２～３mmである。鋲脚
が確認できるのは内面側で不整形に潰された状態
であるが、基本的には円形であり、大きさは３～
４mmである。

の指標とされる後胴上段帯金の鋲留の数は上辺、
下辺ともに７である。各鉄板の接合には三枚留を
避けた箇所と、三枚留を行っている箇所が混在し
ている。地板の形状は、丸みを帯びて隅丸に近い
部分もあるが、基本的には帯金の形状に沿って角
を作り出している。量産化された段階の鋲留短甲
は、地板の形状は厳密な規格を感じさせない不整
形なものであるが、本短甲はその段階には至って
いない。こうした特徴から、古墳時代中期後葉、
陶邑編年のTK208型式期に該当するものと言え
よう。

（３）横矧板鋲留衝角付冑　（第16～18図）
　概要

　通有の５段構成の横矧板鋲留衝角付冑である。
冑に５枚の板錣が取り付けられている。短甲と同
様に、破片となった状態で検出された。背面から
左側頭部にかけての部分を大きく欠損しているが、
その部分以外にも欠損したり、歪んでいる部分が
ある。また、銹膨れのために冑の表面の観察が困
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する部分の最大幅は3.2cm、冑外面に現れている
部分の縦幅は2.3cmである。伏板に接合する部分
は、伏板の形状に沿って湾曲するが、衝角部に接
合されている部分は直線的である。
　胴巻板　１枚の鉄板で構成されている。背面部
を欠損している。残存している部分の縦幅は、左
側前方2.6cm、左側面2.4cm、右前方2.8cm、右側
面2.8cmである。
　下段地板　２枚以上の鉄板で構成されている。
背面を欠損している。残存する部分の縦幅は左側
面4.3cm、右前方3.8cm、右側面4.5cmである。衝
角部に接合する部分は直線的に形作られている。
背面部の内外面は銹のために鋲の残存状況が確認
できない。

　各部の観察
　伏板　左側頭部から背面中央部までを欠損して
いる。伏板の残存部分の最大幅は9.3cm、衝角部
の幅は9.0cm、腰巻板を水平に置いた際の前後長
は22.0cmである。伏板の頂部の形状は本来の形状
を保ち、円弧を描いている。頂部には三尾鉄を取
り付けるための径１～２mmの孔が４箇所穿たれ
ているが、三尾鉄は確認されていない。衝角部は
歪んでおり、左右で開きが異なっている。
　上段地板　上段地板は左側頭部から背面までを
欠損しているため、構成する鉄板の枚数は不明で
ある。下段地板は背面中央付近で２枚を重ね合わ
せている破片が確認されているため、上段地板も
２枚によって構成されている可能性は高い。残存
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のではなく、副葬された後に付着したものと考え
られる。
　その他破片　鋲や板の幅などから、冑の凡その
部位は特定できるが、他の破片と接合しない破片
として第18図１・２がある。第18図１は、冑の胴
巻板から下段地板、腰巻板にかけての背面中央部
分である。下段地板が左側面側を上にして重ねら
れているのが確認できる。地板の重ね幅は９mm
であり、胴巻板、腰巻板にそれぞれ三枚重なった
状態で鋲留されている。第18図２は幅約3.5cmの
板錣が３枚重なった状態で銹着している。全体に
湾曲しており、外面から２枚目の錣には下端から
約２mmの位置に径２mmの錣孔が確認できる。
　小結　本例で衝角底板の接合手法として用いら
れているのは、鋲留衝角付冑では古墳時代中期後
葉以降、陶邑編年ではTK23型式期から、古墳時
代後期後葉まで見られるものである。また、板錣
が三段以上の多段の構成であり、最下段に抉りが
入る特徴も古墳時代中期後葉以降に多く見られる
ものである。冑の地板の形状が、衝角底板に沿っ
た直線的な作りであることから、帯金に規制され
た規格を意識して製作されたことを伺わせる。こ
うしたことから、TK23型式期の中でも古い様相
を示すものであると言えよう。

（４）頸甲　（第19～21図）
　概要

　入西石塚古墳から出土した頸甲は、遺存状態が
悪く大半を欠失している。頸甲は右本体板、左本
体板、前面引合板、後面引合板の計４枚の板から
構成されたものと考えられるが、このうち前面、
後面の引合板は失われている。また、左本体板は
後面側（頸甲１）が、右本体板は前面側（頸甲２）が
残存しているのみである。これらの残存する破片
から頸甲の形状を復元すると第21図のようにな
る。なお、引合板は失われていたため、復元には
加えてない。正面から見た立面形は逆台形であり、
肩部は外縁側に下降する。下縁が確認できるのは
左本体板の後面側のみであるが、外縁側に向かっ
て下降している。襟部は本体板の上縁を外側上方
に屈曲させることによって作り出されている。本

　腰巻板　１枚の鉄板で構成されている。背面部
を大きく欠損し、また右側面、左側面ともに欠損
する部分がある。縦幅が確認できるのは右前方部
のみであり、3.1cmである。左右側面の下端から
２～３mmの位置に板錣を取り付けるための錣付
孔が４孔１組で横位に穿孔されている。孔の直径
は２mmであり、それぞれの孔の中心間は３mm
である。
　衝角底板　衝角底板は底辺11.4cm、高さ4.8cm
程の三角形の鉄板を本体としており、前面と左
右側辺に伸びた竪眉庇が一体に成形されている。
冑の腰巻板と接する部分を拡張して、幅0.8cm～
1.2cm程の糊代状の部位を腰巻板の外側に接する
ように折り曲げて、鋲留をして接合している。右
側面はこの衝角底板の接合部分を欠損している
が、左側面は接合部分に鋲留をしているのが１箇
所確認できる。
　竪眉庇　衝角底板を折り曲げて成形している。
両端部は欠損している。下端部は緩やかな円弧を
描き、中央から両端部に行くに従い幅は狭くなる。
中央部分の高さは1.3cmほどである。
　板錣　冑本体の外側に５枚の板錣が装着された
状態のまま銹着している。上から１段目、２段目
の右端部には４箇所、最下段の右端部には３箇所
の覆輪の孔が確認できる。孔の大きさは２mm、
孔の中心間は１cmである。最下段の背面部には
抉りがあり、下辺はわずかに外側に折り返されて
いる。背面中央部分から左側面にかけての部分と、
左側面の端部付近を欠損している。板錣同士が重
なった状態で銹着しているため、各段の幅は計測
できる部分に限りがある。現状で確認できる範囲
では、２段目右側面3.3cm、３段目左側面3.1cm、
４段目左側面3.4cm、５段目左側面3.6cm、背面
部2.4cm、右側面3.2cmである。５段目の右側面
の右端から６cm付近の下辺から５mmの位置と、
３段目板錣の左側面に下辺から５mmの位置に板
錣の縅孔がそれぞれ２箇所確認できる。
　付着物　冑外面の衝角部に布の破片が付着して
いる。また、左側面の上段地板から腰巻板の外側
に銹着した板錣にかけて、植物の繊維状の物質が、
上下方向に付着している。本来、冑に関連するも
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ることから、革綴技法が用いられていたことが分
かる。また、本体板に肩甲を取り付けるために４
孔が一組となって前方、中央、後方の三箇所に穿
たれていることが、本体板と肩甲の観察から確認
できる。
　頸甲１　左本体板の後面側の部分である。肩甲
の破片が４段取り付けられた状態で銹着してい
る。内面には布が付着していることが確認できる。
現状の平面の残存長は、背面側下端部より肩部ま
でが13.3cm、最大幅は11.4cm、高さは11.6cmで
ある。
　頸甲２　右本体板の前面側の部分である。肩甲
の破片が６段取り付けられた状態で銹着している。
現状の平面の残存長は22.5cm、最大幅は8.8cm、高

例では、屈曲は１度のみ行われている。
　復元による各部の計測値は、前後長29.7cm、左
右幅20.1cm、高さ13.0cmで、上部中央には、左
右径12.9cm、前後径15.9cmほどの楕円形の襟部
を有する。左右の本体板は、上部に半円形の刳り
込みを持ち、前側が長くなるように前後に弧状に
曲げられている。前端部、後端部の幅は、引合板
を欠損しているため不明であるが、本体板の前端
側の復元幅は9.8cm、後端側の復元幅は12.0cmで
ある。襟部は刳り込み部の縁を外面側上方に折り
返して作り出されており、襟部の長さは刳り込み
部中央付近で1.7cm、背面外で1.1cmである。
　左本体板と後面引合板の接合のために３箇所の
孔が穿たれており、その周辺に革紐が付着してい
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（６）その他の破片　（第23図）
　一定の大きさの破片であり、凡その部位が特定
できるものを図示している。
　１～３は、短甲の蝶番金具である。
　１は後胴の下段の蝶番金具である。後胴には蝶
番金具の左下の一部が残存しており、この部分と
接合する。残存している部分は一辺が3.5cmのほ
ぼ正方形であり、厚さは約２mmである。外面側
には３箇所に径約６mmの鋲が確認できる。内面
側には鋲の脚が先端が折れた状態で残存してい
る。内面側全体に、蝶番の革が付着している。
　２は前胴側の蝶番金具である。１と同様、一辺
3.5cmの正方形であるが、中央から大きく裂けて
変形している。外面側には径約６mmの鋲が３箇
所に確認できる。１箇所は鋲が抜け落ちて孔のみ
確認できる。内面側には蝶番の革と黒漆が付着し
ているのが確認できる。革には鋲の孔が穿たれて
おり、本来は蝶番金具の鋲に留められていたもの
が、ずれたものと考えられる。
　３も前胴側の蝶番金具である。１・２と同様
に一辺が3.5cmの正方形である。外面には径約６
mmの鋲が確認できる。内面側には、鋲の脚が２
箇所のみ折れた状態で残存している。残り２箇所
は脚が抜け落ち、痕跡のみ確認できる。内面全体
に蝶番の革が付着している。

さは14.5cmである。
　小結　藤田和尊による頸甲の分類では、打延鋲
留式頸甲のうち、肩が下降して正面立面形が逆台
形になるものの下縁が一直線に揃わないものはⅢ
－ｂ形式として分類されている。入西石塚古墳出
土頸甲は前側引合板と本体板との接合部分が欠損
しているが、短甲や衝角付冑の年代観から、頸甲
にも鋲留が用いられていると考えられる。

（５）肩甲　（第22図）
　肩甲１　幅3.5cmの肩甲が７枚銹着している。
各板の厚さは1.1～1.3mmであり、端部は面取りが
なされている。板の重ね方から右側が上段、左側
が下段であることが分かる。縅孔が、各板の下端
部より約１～1.5mm の位置に、径２mmの孔が１
mm程の間隔で４箇所穿たれている。全ての板が
全体に湾曲しているが、その角度から、下側が前
面側、上側が背面側であろう。以上のことから、
左肩に装着されていたものであることが分かる。
　肩甲２　肩甲1と同様の、幅3.5cmの肩甲が5枚
銹着している。板の重ね方から右側が上段であり、
左側が下段であることが分かる。縅孔が外面の向
かって左側に確認でき、一部に革紐が付着してい
る。肩甲１と同様、全体に湾曲しているが、角度
からは前後の方向は不明である。



1

4

5
6

7

8

0 1/3 10cm

－ 32 －

Ⅲ　入西石塚古墳出土遺物

　４は短甲の竪上板、もしくは押付板の一部であ
る。革包覆輪と覆輪孔が確認できる。長さ3.3cm、
幅4.3cm、板の厚さは1.5～1.7mmである。
　５は下端に鉄包覆輪が残ることから、短甲の
裾板であることが分かる。長さ5.0cm、幅4.7cm、
板の厚さは1.5～1.7mmである。
　６は板の端部から２mm程の位置に径２～３
mmの孔が４箇所穿たれており、縅孔と考えられ
る。長さ6.9cm、幅6.1cm、板の厚さは約1.5cmで
ある。内面には布と革が重なって付着している。
縅孔を有するが、肩甲や冑の腰巻板、板錣の幅よ
りも広いことから、頸甲の一部と考えられる。
　７は板の端部から3mmの位置に径２mmの孔が
４箇所穿たれており、縅孔と考えられる。長さ4.5 
cm、幅4.6cm、厚さ約1.5cmである。縅孔の周辺
には革が付着している。肩甲や冑の腰巻板、板錣
の幅よりも広いことから、頸甲の一部と考えられ
る。
　８は板の上下の端部は確認できるが、銹のため
に中央から割れている。板の長さは4.5cm、幅は
3.5cmであることから、板錣、もしくは肩甲の一
部と考えられる。
 （山田　琴子）
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（１）大刀　（第25図１）
　平造りの直刀である。背関のない片関で、刃関
は深く、直角を呈している。茎は内彎気味に徐々
に幅を減じ、茎尻は直に落ちる一文字尻である。
目釘孔は２箇所に認められる。刀身は土圧等によ
る影響を受けたためか、歪みが生じている。
　関部には、佩表、佩裏ともに、中央に点をもつ
円文の線刻（外径約0.9cm）が刃と直角方向（縦位）
に２点施されている。
　茎部には、柄木および糸の柄巻きが比較的良好
に残っている。部分的ではあるが、鞘木の痕跡も
認められる。
　再発見時には12片に分離していた。復原全長
84.0cm、復原刀身長67.8cm、身幅最大3.5cm、背
幅最大0.8cm、復原茎長16.2cm、茎幅最大2.7cm
である。

（２）蛇行剣　（第26図２）
　浅く直角な関と、茎尻に向かって徐々に幅を減
ずる細身の茎を有する。目釘孔は２箇所に認めら
れる。刃の断面はレンズ状で、明瞭な鎬を持たな
い。刀身に３箇所（突出部１箇所）の屈曲点を有す
る蛇行剣である。ただし、突出部を境に鞘木の木
目の方向が若干ずれているため、実際の屈曲度は
もう少し浅かったものと考えられる。柄には一部
に糸巻きが残る。刀身全体に鞘木の痕跡が多く認
められる。
　再発見時には７片に分離していた。復原全長
61.0cm、復原刀身長46.7cm、身幅最大4.2cm、厚
さ最大0.8cm、復原茎長14.3cm、茎幅最大3.2cm
である。

（３）剣　（第26図３）
　小ぶりな短剣で、刀身切先を欠損する。関は直
角で浅い。茎は比較的短く、茎尻に向かってわず
かに幅を減じる。茎尻寄りに目釘が１箇所に認め
られる。刃の断面は薄いレンズ状で、明瞭な鎬は
もたない。糸の柄巻きと鞘木の痕跡がわずかに認
められる。

　ヤリを示す特徴（柄が身部まで及ぶ）が認められ
ないため剣と判断した。剣身にわずかな突出部が
１箇所に認められるが、屈曲度が浅く、土圧等に
よる歪みの可能性もあるため、蛇行剣と判断する
には至らなかった。
　再発見時には６片に分離していた。復原現存長
29.2cm、刀身現存長23.4cm、身幅最大2.7cm・最
小2.0cm、厚さ最大0.6cm、茎長5.8cm、茎幅最大
2.0cmである。

（４）鉾　（第26図４）
　身部先端を欠損する。身部は挟鋒鎬造りで関を
有する。袋部は稜のない円筒袋で、端部は直截で
ある。端部近くには孔が１箇所に認められる。
　再発見時は袋部先端が３片に分離していた。復
原現存長35.2cm、身部現存長18.8cm、身幅最大2.9
×1.7cm・最小1.8×0.6cm、袋部長16.4cm、袋端
径3.0cmである。

（５）刀子　（第26図５）
　刀身の大半を欠き、残存しているのは茎と関
の部分である。浅い両関の刀子である。現存長
5.6cm、茎長4.0cm、刃現存長1.6cm、刃幅最大
1.8cm、背幅0.4cmである。

（６）刀身破片　（第26図６・７）
　両刃の刀身破片である。同一個体と考えられる
が接合はしない。断面はレンズ状で、鎬は明瞭で
はない。３の剣の刀身欠損部にあたる可能性もあ
るが、厚みが異なるため、別個体の剣あるいはヤ
リが存在していた可能性を指摘しておく。６は現
存長1.3cm、刃幅1.6cm、厚さ0.5cmである。７は
現存長6.2cm、刃幅1.9cm、厚さ0.6cmである。

（７）茎破片　（第26図８）
　茎の一部と考えられる小片である。木質が付着
している。現存長2.4cm、現存幅1.5cm、厚さ0.4cm
である。
 （瀧瀬　芳之）

４　武器等
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第２表　長頸鏃束１計測値 第３表　長頸鏃束２計測値

凡例　 ―：欠損もしくは計測不能　（　）：推定値
　　　平均値は推定値を除いて算出

番号 刃部長 鏃身長 全長

1 4.5cm 11.6cm ―
2 3.6cm 11.5cm ―
3 3.7cm 11.6cm ―
4 3.0cm 12.4cm ―
5 3.7cm 11.6cm ―
6 3.8cm 11.5cm ―
7 3.4cm 11.6cm ―
8 3.6cm 11.8cm ―
9 3.6cm 11.7cm 15.8cm
10 （3.6cm） 11.7cm ―
11 3.9cm 11.7cm ―
12 3.8cm 11.7cm 16.2cm
13 3.8cm 11.8cm ―
14 ― ― ―
15 ― ― ―
16 3.6cm ― ―
17 ― ― ―
18 ― ― ―
19 ― ― ―
20 ― ― ―
21 3.8cm 12.1cm ―
22 3.5cm 12.0cm 16.2cm
23 ― 12.3cm ―
24 4.4cm ― ―
25 ― ― 15.6cm
26 3.4cm ― ―
27 ― 12.2cm ―
28 3.5cm ― 17.4cm
29 3.5cm ― ―
30 3.6cm ― ―
31 3.4cm ― ―
32 3.3cm ― ―

平均値 3.65cm 11.81cm 16.24cm

番号 刃部長 鏃身長 全長

1 3.3cm 12.4cm ―
2 3.2cm 12.2cm ―
3 3.2cm 12.1cm ―
4 ― 12.3cm ―
5 ― 12.9cm ―
6 ― 12.4cm ―
7 3.4cm 12.4cm ―
8 ― ― ―
9 ― ― ―
10 ― ― ―
11 3.5cm 12.7cm ―
12 3.4cm 12.4cm ―
13 （3.4cm） （12.4cm） （15.8cm）
14 ― ― ―
15 ― ― ―
16 ― ― ―
17 ― ― ―
18 ― ― ―
19 3.5cm 12.4cm ―
20 3.4cm 12.5cm ―
21 3.3cm 12.3cm ―
22 ― 12.5cm ―
23 3.4cm 12.4cm ―
24 ― 12.4cm ―
25 3.4cm 12.6cm ―
26 3.4cm 12.4cm ―
27 （3.4cm） 12.5cm ―
28 3.4cm 12.3cm ―

平均値 3.37cm 12.42cm （15.8cm）
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　平根鏃は５点分が確認できる。平根鏃は、それ
ぞれ個別の状態で知られており、銹着が顕著な長
頸鏃とは異なる。入西石塚古墳は、副葬品の出土
状態を知ることができないが、平根鏃は一点ずつ
副葬されたことがうかがえる。
　鉄鏃は1956年の出土記録にも記載があり、1960
年に撮影された出土遺物の写真からもその存在が
確認できる。この写真では長頸鏃の束１点（長頸
鏃束１）と、平根鏃５点が確認できる。
　なお、1960年撮影写真には、長頸鏃束２がみら
れず、再発掘した際においても、長頸鏃束２のみ
は、埋納袋の外から出土していることを付記して
おきたい。この事情は不明であるが、このことを
もって、長頸鏃束２を入西石塚古墳出土品ととら
えないことは極論的であろう。長頸鏃束１・２は
古墳時代中期後葉の鏃束として相互に強い関連性
がみられること、胡簶の付着状況を含め両者の遺
存状態が近似すること、両者同時に埋納されてい
ることなどから判断して、ともに、入西石塚古墳
出土品と捉えて問題ないものと考える。

（８）鉄鏃

　概要

　入西石塚古墳から出土した鉄鏃には、長頸鏃と
平根鏃がある。長頸鏃は２つの束に分かれるが、
その合計は60点、平根鏃は総計５点であり、出土
した鉄鏃の総数は65点である。
　長頸鏃は二束あり、束ねられた鏃の鏃身長が、
それぞれ若干異なる。便宜的に鏃身長が短い方を
長頸鏃束１、鏃身長が長い方を長頸鏃束２とする。
長頸鏃束はともに、片刃鏃だけがまとめられたも
のであり、長頸鏃束１には32点、長頸鏃束２には
28点が確認できる。ともに束としての遺存状態は
良好であること、個別の破片に長頸鏃が認められ
ないことなどから判断して、それぞれ当初にまと
められた状態を伝えるものとみてよいだろう。
　長頸鏃束１・２の外面には、平面的に有機物が
付着している。それぞれ外周を囲むように有機物
が付着していることに加え、束ねられた鉄鏃の切
先が揃っていることを考慮すると、長頸鏃束の表
面に付着する有機物は、鉄鏃を下にして収納する
胡簶の本体と判断してよいだろう。

Ⅲ　入西石塚古墳出土遺物
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様に長方形を呈し、幅と厚みを減じて先端に至る。
　茎には直径8.5mmから９mm程度の矢柄が銹着
している。矢柄への装着にあたっては、茎に糸巻
きを施している状況が確認できる。矢柄と鉄鏃の
緊縛には樹皮を用いている。
　鏃束の表裏には獣毛を残す皮革が付着してい
る。皮革は鏃束の全体を覆うように遺存している
ことを考慮すると、この皮革は胡簶本体を構成
する部材であると捉えられる。鉄鏃束は幅12cm、
厚さ３cmほどの大きさで、全体として３段の状
態が保たれている。鉄鏃を胡簶に収納していた状
態を伝えているとみてよいだろう。
　皮革が遺存している部分に僅かに平織物の一部
が遺存している。遺存範囲は幅１cmにも満たな
いが、平織物が二重になって銹着している状況が
確認できる。遺存部分が僅かであることから、明

　長頸鏃束１　長頸鏃束１は、片刃長頸鏃のみ
で構成され、合計32点が銹着している。遺存状態
はおおむね良好で、それぞれの個体が切先から茎
まで残存している。鏃束の保存処理後の重量は、
581.0gである。計測できる長頸鏃の長さは第２表
のとおりであり、その平均値は、刃部長3.7cm、鏃
身長11.8cm、全長16.2cmである。逆刺は比較的深
く、その長さが1.5cmを超えるものがある。刃部の
断面は長三角形であり、頸部に至ると長方形を呈
する。刃部の幅は８mm前後であり、後述する長
頸鏃束２と比べると重厚な印象をうける。頸部は
刃部に近い箇所で最も細く、幅と厚みを次第に増
しながら茎関に至る。頸部の大きさは刃部付近で
幅４～５mm程、厚さ３mm前後、茎関付近で幅
７mm前後、厚さ５～６mm程である。茎関は４方
向に段が付けられ、茎に繋がる。茎も鏃身部と同

４　武器等
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刃部の断面は長三角形であり、頸部に至ると長方
形を呈する。
　頸部は刃部に近い箇所が最も細く、幅と厚みを
次第に増しながら茎関に至る。頸部の大きさは刃
部付近で幅４～５mm程、厚さ３mm前後、茎関
付近で幅７mm前後、厚さ５～６mm程と長頸鏃
１と似た大きさである。茎関は４方向に段が付け
られ、茎に繋がる。茎も鏃身部と同様に長方形を
呈し、幅と厚みを減じて先端に至る。
　茎には直径９mm前後の矢柄が銹着している。
矢柄への装着にあたっては、茎に糸巻きを施して
いる状況が確認できる。矢柄と鉄鏃の緊縛には樹
皮を用いている。
　鏃束の表裏には簾状に編んだ有機物が付着して

確さに欠くが、この平織物も胡簶を構成部材で
あった可能性がある。
　なお、鉄鏃束には皮革以外には金具などの部品
がみられない。胡簶は有機物のみで構成されるも
のであったと推定できる。
　長頸鏃束２　長頸鏃束２も片刃長頸鏃のみで構
成されており、合計28点が銹着している。遺存状
態はおおむね良好で、それぞれの個体が切先から
茎まで残存している。鏃束の保存処理後の重量は、
761.1gである。計測できる長頸鏃の長さは第３表
のとおりであり、その平均値は、刃部長3.4cm、
鏃身長12.4cmである。刃部の幅は７mm前後であ
り、長頸鏃束１と比べると華奢な印象をうける。
このため、逆刺も長頸鏃1と比べると深くみえる。
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理後の重量は9.2gである。二重にされた逆刺があ
り、方形の舌部をもつ。根挟みとの緊縛用に、鏃
中央部に長方形の孔があけられている。根挟みは
断面が円形であり、側面には切り込みがみられる。
　平根鏃２　根挟み式の鏃で、片方の逆刺先端が
欠損している。復元的に求めた寸法は、幅3.1cm、
長さ6.4cm、厚さ約２mmである。保存処理後の
重量は10.3gである。逆刺先端は明確な屈曲点を
もつが、二重にされるものではない。根挟みに覆
われ不明瞭であるが、方形の舌部をもつものとみ
られる。根挟みとの緊縛用に、鏃中央部に長方形
の孔があけられている。根挟みの断面は円形を呈
する。側面に切り込みがあるか否かは観察できな
い。根挟みの下部には鉄鏃を挟み緊縛するための
糸巻きが遺存している。
　平根鏃３　根挟み式の鏃で、僅かに片方の逆刺
先端が欠損している。復元的に求めた寸法は、幅
4.4cm、長さ9.0cm、厚さ約２mmである。保存処
理後の重量は20.2gである。二重にされた深めの
逆刺があり、方形の舌部をもつ。根挟みとの緊縛
用に、鏃中央部に長方形の孔があけられている。
根挟みの断面は円形であり、側面には切り込みが
見られる。切り込みは、舌部よりも矢柄側にのび
ている状況が良好に観察できる。根挟みの下部に
は根挟みを緊縛する糸巻きが遺存している。
　平根鏃４　対になる二つの透かしをもつ根挟み

いる。この簾状有機物は鏃束の表裏を覆うように
遺存しており、胡簶本体を構成する部材であると
捉えられる。簾状有機物の素材は不明であるが、
正倉院宝物の胡簶は、アケビや藤などの蔓（葛）製
であることを考慮すると、本例も同様の植物を用
いている可能性が高いだろう。簾状の束は幅２
mm前後であり、５～７mm程度の間隔で糸状の
繊維で編み込まれている。長頸鏃束２は、茎の部
分で互いに大きく遊離しているが、刃部付近では
比較的まとまった形状を保っている。前述する長
頸鏃２の遺存状態を参考にすると、長頸鏃束２も、
長頸鏃束１と同様に、矢を３段にして胡簶に収納
していたものとみられる。
　刃部付近で推察できる胡簶の大きさは、幅
9.5cm、厚さ３cmほどである。なお、鉄鏃束には簾
状有機物以外には金具などの部品がみられない。
胡簶は有機物のみで構成されるものであったと推
定できる。

　平根鏃　平根鏃は５点が確認できる。それぞれ
形状が異なり、形式のまとまりはみられない。矢
柄との装着方法については、４点（１～４）が根挟
み式、１点（５）が茎式である。
　平根鏃１　根挟み式の鏃で、片方の逆刺先端が
僅かに欠損している。復元的に求めた寸法は、幅
4.8cm、長さ5.2cm、厚さ約２mmである。保存処
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式の鏃で、舌部と片方の逆刺が大きく欠損してい
る。現状では２個体に分離するが、明確に接合
状況が確認できる。復元的に求めた寸法は、幅
5.5cm、長さ8.4cm、厚さ約２㎜である。保存処
理後の重量は12.6gである。二重にされた逆刺が
ある。
　平根鏃５　深い逆刺をもつ茎式の柳葉鏃で、双
方の逆刺先端が欠損している。復元的に求めた刃
部の寸法は、幅3.8cm、長さ8.0cmである。刃部
の厚さは約２mmで比較的薄いつくりである。保
存処理後の重量は22.1gである。逆刺先端の形状
は欠損しているため不明である。厚さ２mmの薄
い頸部をもち、僅かに段が形成された関から茎に
至る。茎には矢柄が遺存しているが、鏃との緊縛
のための糸巻きが確認できる。

　小結

　入西石塚古墳から出土した鉄鏃は60点の長頸鏃
と５点の平根鏃であり、古墳時代中期後葉の副葬
鏃の良好な組み合わせといえる。長頸鏃は平均鏃
身長11.8cmの長頸鏃束１と平均鏃身長12.4cm の
長頸鏃束２であり、双方共に片刃長頸鏃のなかで
は比較的長めの部類に入る。また、それぞれの鏃
身長が明確であることから、その編年的位置づけ
についても、絞り込んだ検討が可能である。
　２点分が確認できる長頸鏃束それぞれに胡簶本
体とみられる有機物が遺存していることも注目に
値する。長頸鏃束１の胡簶の素材は獣毛をもつ皮
革であり、長頸鏃２の胡簶は、蔓性植物を編んだ
ものである可能性が高い。長頸鏃束１・２ともに、
切先が揃い、矢束が３段にわたって胡簶内に収納
されている状況がうかがえる。
　５点が確認できる平根鏃も長頸鏃を同じく古墳
時代中期後葉の製品とみて矛盾はない。他の個体
と銹着していない遺存状況から、束の状態で扱わ
れていた長頸鏃と異なり、平根鏃は一点ずつの状
態で副葬されていたことが明確である。
　長頸鏃、平根鏃ともに中期後葉の標識的資料と
いえるとともに、不明確なこの時代の胡簶のあり
様を伝える貴重な事例である。
 （鈴木　一有） 
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第３段階は旋回式獣像鏡や乳脚紋鏡などが登場
し多様な鏡式が併存した（森下1991・2002、下垣
2003ab・2011、辻田2007・2018、岩本2014・2015・
2017・2018、加藤2016・2018）。第１段階は前期か
ら中期初葉にかけて、第２段階は中期前葉と中葉、
第３段階は中期後葉・末葉から後期にかけての時
期に相当する。倭鏡生産の３段階は、それぞれ古
墳時代前期・中期・後期に重なりをもつものの、
生産の画期は時代の画期とは重ならない。古墳時
代中期と後期の境界は、注目する要素によって、
TK23・47型式期に求める見解と、MT15・TK10
型式期に求める見解とに分かれるが、古墳時代研
究者の多くが後者の見解を採り、中期の主要副葬
品である武装具の研究はこの視点に拠って立つた
め、この見解に従えば時代の画期と倭鏡生産の画
期はズレを生じることになる。また、第１段階
の終焉を中期前葉に求める見解もあるため（下垣
2003 ab・2011）、倭鏡生産の画期と時代の画期と
はズレがあり必ずしも重ならない（第30図）（1）。
　倭鏡の生産は、列島各地の有力首長層への分
与・分配を目的としたものであるが、倭鏡のみな
らず中国鏡も分与・分配の対象となった。古墳時
代前期には、三角縁神獣鏡や模倣方格規矩鏡など
の三国西晋鏡（創作模倣鏡）と内行花紋鏡や神獣鏡
などの漢鏡の分与・分配がおこなわれ、古墳時代
中期後葉以後には、同型鏡群を代表とする南北朝
鏡（踏返模倣鏡）の分与・分配がおこなわれた。中
国鏡の入手は、中国への遣使と対応した理解がな
され、魏晋へ遣使した３世紀に漢鏡と三国西晋鏡
を入手し、南朝へ遣使した５世紀に南北朝鏡と漢
鏡を入手したと理解されている。三国西晋鏡の分
与・分配は第１期倭鏡と重なりをもち、南北朝鏡
の分与・分配は第３期倭鏡と重なりをもつ。古墳
時代を通じた鏡の分与・分配は、対象となる中国

はじめに

　入西石塚古墳には、２面の小型鏡が副葬されて
いた。鏡と武装具のみを副葬しており、その他の
装身具や馬具などは共伴していない。現状の資料
による限り、器物の授受を通じた倭王権と当地域
の結びつきは、武装具と鏡に限られるといってよ
い。ここでは、鏡の分与・分配を通じて入西石塚
の被葬者像が如何に描き出せるのか、倭王権を中
心とした日本列島の首長間ネットワークにおける
位置づけについて考えることにしたい。

１　入西石塚古墳出土鏡と鏡の生産と分与・分配

　まず、入西石塚古墳（以下「入西石塚」と呼ぶ）か
ら出土した鏡の詳細を簡単に整理しておこう。一
面は面径が7.6cmの珠紋鏡であり、一面は面径が
8.9cmの四乳区画紋鏡であった。四乳区画紋鏡と
はなじみのない名称だが、当鏡は主紋（主要図像）
が不明であり、主題を表現する区画が乳により４
分割されていることしか判明していないため、「主
紋（主要図像）」に基づいて鏡式の名称を設定する
原則に従えば、この名称を取らざるを得ない。珠
紋を主紋とする鏡は倭鏡にしか存在せず、四乳区
画紋鏡も、その外区紋様が倭鏡に特徴的な形態で
あり、中国鏡にはみえない。入西石塚の被葬者は、
２面の倭鏡を保有していたのである。第３章第２
節の報告文でも述べたように、いずれの鏡も中期
後葉（TK208型式期）を前後する時期に製作され、
鋲留甲冑や長頸鏃など共伴する武装具とほぼ同時
期につくられた鏡である。
　倭鏡は、古墳時代を通じて生産が継続した。生
産は、おおむね前期、中期、後期に相当する３段
階に分けることができる。第１段階は方格規矩
鏡や内行花文鏡、多種の神獣鏡や獣像鏡が併存
し、第２段階はほぼ斜縁神獣鏡と珠紋鏡に限られ、
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階の分与・分配は、南朝に遣使した倭王政権の後
半段階の政治体制を反映する。入西石塚の珠紋鏡
を、第２段階の分与・分配ととらえれば、中期的
社会体制下の枠組みで分与・分配を評価すること
になり、第３段階ととらえれば、雄略朝から継体
朝に至る後期的社会体制下での分与・分配として
評価することになる。
　一方、第２段階から第３段階への転換について
も、倭鏡生産の議論では新たな局面を迎えつつあ
る。珠紋鏡や旋回式獣像鏡など、第２期・第３期
倭鏡の型式学的検討が進み、同型鏡群を入手する
以前の中期中葉の倭鏡生産に、第３期倭鏡につな
がる新たな動きが萌芽したと指摘されているので
ある（岩本2012・2014・2015、加藤2014・2017ab・
2018）。中国鏡（同型鏡群＝南北朝鏡）の入手と倭鏡
生産の展開が同調しない可能性も展望されてい
る。この論を肯定するならば、倭鏡生産が転換す
る要因を、中国鏡の入手や分与・分配に求めるこ
とはできず、倭鏡に対する需要・要求の変化など
に求めなければならない。それは、生産を必要と
した分与・分配の議論にも大きな影響を及ぼすこ
とになる。様式論的視点で、分与・分配の段階を
区切るだけではなく、分与・分配体制が変容する
プロセスを、より細かな視点で検討することが求
められている。入西石塚の副葬鏡は、生産あるい
は分与・分配の双方の視点において注目される、
まさに「様式的過渡期」に位置づけられる存在な
のである。

２　古墳時代中期の鏡分与・分配

　鏡の分与・分配論を推し進めてきたのは、中国
鏡・倭鏡ともに生産段階の緻密な整理、型式学的
な分類検討であった。現状では、特定の主要属性
に集約した型式の設定にとどまらず、複数の属性

（主紋や外区紋様の形態、鏡体構造など）を共有す
る一群を型式としてとらえ、その先後関係の整理
が進んでいる。より緻密な型式設定は、より細か
な時間相で「生産」の実態を解明しつつある。その
ことが、分与・分配の様式的理解の再検討を促し
ていることは述べたとおりである。
　しかし、生産あるいは入手した鏡の検討のみで

鏡・倭鏡の構成によって、大きく３つの段階に分
けることができる。三角縁神獣鏡と第１期倭鏡を
分与・分配した前期前葉から中期前初葉、第２期
倭鏡を分与・分配した中期前葉から中葉、南北朝
鏡と第３期倭鏡を分与・分配した中期後葉以後、
の３つの段階である（上野2004・2009・2013・2015、
辻田2012・2018）（第30図）。分与・分配の各段階
は、鏡群＝鏡式の組合せの違いとして認識するこ
とになり、鏡群を様式としてとらえれば、第１様
式鏡群、第２様式鏡群、第３様式鏡群と呼ぶこと
も可能である。分与・分配の各段階には、中国鏡
と倭鏡で構成した鏡の序列体系が存在した（上野
2004・2009、辻田2012・2018、下垣2003b・2011）。
面径の異なる諸鏡が併存し、面径で表現した序列
が存在したのである。ことに、分与・分配の第３
段階は、中国鏡の入手を契機として倭鏡の生産に
新たな展開がみられ、中国鏡と倭鏡による新しい

「分与・分配」体制が確立する、という理解がな
されている。
　入西石塚に副葬した倭鏡のうち、珠紋鏡は
TK208型式期を前後する時期に製作された。この
時期は第２段階から第３段階への転換期にあたる。
分与・分配の第３段階は同型鏡（南北朝鏡）に象徴
されるが、同型鏡の副葬はTK208型式期に始まり、
TK23型式期以降に本格化してゆく。しかし、TK208
型式期の可能性が指摘できるのは、三重県神前山
１号墳と千葉県祇園大塚山古墳、福岡県勝浦峯ノ
畑古墳などわずかな事例に限られる。当該鏡が製
作されたTK208型式期は、まさに第２段階から第
３段階への過渡期的な性格をもつ（上野2013・
2015、辻田2018）。同型鏡群を代表とする第３段
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１期倭鏡の神獣鏡を模倣した一群が存在するこ
と、後期の神獣鏡には、三角縁神獣鏡を模倣し
た例が存在することが指摘されたのである（加藤
2015、岩本2017）。第１期倭鏡や三角縁神獣鏡な
ど、分与・分配の第１段階を構成する鏡が、中期
や後期に至るまで、分与・分配主体のもとで保有
を継続したことが明らかになったのである。一方
で、主紋（主題）を同じくする中国鏡と倭鏡を取り
上げ、副葬が継続した期間を対照したことにより、
分与・分配が長期に継続したことも明らかになっ
た（上野2018）。鏡の分与・分配は、生産・入手と
連動した分与・分配に限らないことが、生産と分
与・分配の双方の議論から明らかにされてきたの
である。従来、分与・分配が長期に継続すること
に対しては、特定の鏡群の比較基準を長期に保
証することが難しいため、否定的に捉えられてきた。
鏡の序列体系における価値基準が「面径」にあり、

「紋様・主題」を面径に相応する副次的な要素とと
らえ、価値を面径に集約するととらえることに
よって、入手・生産を基調とした分与・分配の論
理を損なうことなく、長期にわたる分与・分配を
包摂する理解が提示された（上野2018）（第31図）。
　現状では、どのような体制で、分与・分配を展
開していたのか、その戦略と鏡の入手・生産がど
のように相関していたのかが問われているといえ
よう。入手・生産した鏡のみならず、長期にわた

は、分与・分配論を深化させることは難しい。古
墳に副葬した鏡には、入手（中国鏡）あるいは生産

（倭鏡）から長い時間の隔たりを経て副葬された、
長期保有鏡が少なからず含まれるからである。い
わゆる「伝世鏡」と呼ばれる諸鏡の存在である。古
墳時代以前に入手した、あるいは生産された諸鏡
を除外しても、長期保有鏡の副葬は、古墳時代を
通じて一定数がみえている（森下1998）。長期保有
鏡の分与・分配時期は、入手（中国鏡）・生産（倭鏡）
時期に近づけて理解するか、副葬時期に近づけて
理解するかにより、復元する分与・分配体制は大
きく異なる。長期保有鏡をめぐる議論では、中期
古墳に副葬した三角縁神獣鏡の評価がもっとも著
名であるが、三角縁神獣鏡を分与・分配する機会
が古墳時代中期にも存在したのか、三角縁神獣鏡
の分与・分配は前期のうちに終了し、受領者の手
元で長期保有を経て副葬に至ったと理解するのか
が対照をなした（田中1993、森下1998）。中国鏡と
倭鏡とを問わず、鏡生産論を展開していた論者
の多くは後者の理解を支持した（福永2005、上野
2012aなど）。
　ところが、倭鏡生産の議論が進展する中で、古
鏡を模倣した復古鏡が古墳時代中期にも後期にも
存在することが明らかになり、倭鏡生産を推進し
た分与・分配主体が古鏡を「長期保有」していたこ
とが明らかになってきた。中期の神獣鏡には、第
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第１期倭鏡？）に11.7cmの方格規矩鏡（中国鏡：三
国西晋鏡）を副葬していた。
　奈良県五条猫塚古墳では、9.2cmの珠紋鏡（倭
鏡：第２期倭鏡）を副葬していた。
　滋賀県新開１号墳では、北棺に19.5cmの画像
鏡（倭鏡：第１期倭鏡）を、南棺に13.7cmの盤龍鏡

（倭鏡：第１期倭鏡）と8.4cmの捩紋鏡（倭鏡：第１
期倭鏡）を副葬していた。
　福井県天神山７号墳では、第１埋葬施設に
9.8cmの細線紋鏡（倭鏡：第１期倭鏡）を、第２埋
葬施設に7.8cmの珠紋鏡（倭鏡：第２期倭鏡）を副
葬していた。
　いずれも帯金式甲冑と共伴する事例で、複数
セット保有する古墳や襟付短甲など特殊な甲冑を
副葬した古墳を含んでいる。そこには、中型鏡・
小型鏡の他に、20cm前後の大型鏡、それをさら
に上回る超大型鏡が含まれている。また、第１期
倭鏡を数多く含んでいることは、分与主体が保有
する鏡を分与・分配の対象として供出したことを
象徴している。大型の中国鏡を入手せず、また大
型の倭鏡を生産していないこの時期は、入手・生
産した時期の異なる鏡を取り混ぜて、大小を組合
せて分与・分配が進行したのである。第２段階に
生産した鏡のみが分与・分配の対象ではないこと
がより明瞭に示されていよう。こうした状況は、
大阪府桜塚古墳群や、誉田御廟山古墳周辺の鏡３
古墳（盾塚・鞍塚・珠金塚）にも確認できる事例で
あり、他の諸古墳を含めて考えても、「入手・生
産時期の異なる鏡群を対象に大小の序列を反映し
た分与・分配」が面的な広がりをもち、継続性を
有していたことも示せるのである（3）。
　長期保有鏡も分与・分配の対象となったのであ
り、生産・入手を前提とした分与・分配体制を相

り保有した鏡も含めて、多様な鏡が分与・分配さ
れていたのであれば、鏡の入手・生産が低調であ
った分与・分配の第２段階に対して、改めての検
討が必要になってくる。第２期倭鏡のみならず、
三国西晋鏡や第1期倭鏡なども分与・分配の対象
となるからである。ここで、中期中葉を前後する
時期の諸古墳を取り上げ、副葬鏡の状況を概観し
てみよう（第32図）（2）。
　福岡県月岡古墳では、16.3cmの画像鏡（中国
鏡：漢鏡）と、11.9cmの獣像鏡（倭鏡）、9.5cmの細
線獣像鏡（倭鏡：第２期倭鏡）と6.9cmの珠紋鏡（倭
鏡：第2期倭鏡）を副葬していた。この他にも、４
面の鏡（9.1cm・8.8cm・6.7cm・5.5cm）が近代以前
に出土したと推定されている。
　広島県三玉大塚古墳では、12.6cmの鋸歯紋鏡

（倭鏡：時期未定）と7.7cmの珠紋鏡（倭鏡：第２期
倭鏡）を副葬していた。
　兵庫県茶すり山古墳では、第１主体部に16.2cm
の盤龍鏡（倭鏡：第１期倭鏡）と15.9cmの対置式
神獣鏡（倭鏡：第１期倭鏡）、16.6cmの内行花文
鏡（中国鏡：三国西晋鏡）を副葬し、第２主体部に
14.8cmの獣像鏡（倭鏡：第１期倭鏡、上方作系浮
彫式獣帯鏡の模倣鏡）を副葬していた。
　京都府久津川車塚古墳では、22.1cmの三角縁神
獣鏡（中国鏡：三国西晋鏡）に、17.6cmの神獣鏡（倭
鏡：第１期倭鏡）と16.0cmの神獣鏡（中国鏡：三国
西晋鏡）、13.9cm・13.8cm・13.8cm・13.6cmの４面
の獣像鏡（倭鏡：第２期倭鏡）を副葬していた。そ
の他にも、伝出土とされる21.5cmの三角縁神獣鏡

（中国鏡：三国西晋鏡）がある。
　奈良県円照寺墓山１号墳では、27.6cmの方格規
矩鏡（倭鏡：第１期倭鏡）に、22.0cmの三角縁神獣
鏡（中国鏡：三国西晋鏡）、14.4cmの獣像鏡（倭鏡：
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た意義を考えねばならない。
　列島外からの入手にせよ、倭鏡の生産にせよ、
大型鏡の供給を欠くことは、三角縁神獣鏡や同型
鏡を分与・分配した時期とは大型鏡の意義・価値
が異なるはずである。この時期の大型鏡は、前後
の時期に比べて希少性が格段に高く、鏡種・面径
は同じでも価値が異なっていたことを考えるべき
であり、この時期に大型鏡が分与・分配されるこ
とは、特別な事情を反映したものとして理解され
よう。
　加えて、中期中葉の副葬諸例で示したように（第
32図）、保有した鏡の分与・分配は、入手や生産
を欠いた大型鏡に限られるわけではない。大型鏡
のみならず中小型鏡も、保有した鏡から分与・分
配に供される状況をみれば、この時期には分与・
分配を「倭鏡生産」で支える構造・意識そのものが
希薄・脆弱であったのだろう。保有鏡を併せた分
与・分配が展開するなかで、中型鏡・小型鏡に限
られた倭鏡生産は、最低限の要求を満たす規模に
とどまったと考える。
　こうした状況を踏まえて、同型鏡群を中心とす
る第３段階の分与・分配との違いを明確にせねば
ならない。大型鏡の供給を受けない第２段階でも、
長期保有した大型鏡を分与・分配し、大型・中型・
小型という面径の序列が存在することは（第32
図）、第３段階との共通性・連続性がみとめられ
るため、同型鏡の入手は新たな分与・分配体制が
確立する画期としてはとらえられない。分与・分
配が新たな鏡式のみで構成されるわけではなく、
面径の序列が前代から継続しているため、連続性・
継続性が評価できるのである。同型鏡の登場を画
期とする分与・分配の第３段階は、分与・分配体
制の安定化、あるいは維持・拡大において評価す
ることになる。
　そのように捉えれば、同型鏡とともに副葬が本
格化する乳脚紋鏡や旋回式獣像鏡、あるいは特定
の珠紋鏡などの第３期倭鏡が、同型鏡に先行して
中期中葉から後葉にかけて登場することに対して
も（岩本2015・2017、加藤2017ab・2018）、生産の
連続、序列の継続という視点で整合する理解が可
能となる。また、同型鏡の入手以後に、これらの

対化することによって、分与・分配の第２段階も
大型鏡を含む序列が意識されていたことが示せ
た。大型の中国鏡を入手した時期と同じように、
中期前葉・中葉にも大型鏡の分与・分配は行われ、
方格規矩鏡系倭鏡や内行花文鏡系倭鏡、三角縁神
獣鏡などが分与・分配の対象になったのであり、
いずれの時期にも「大型鏡・中型鏡・小型鏡」の序
列が存在した。そこに、第２段階の分与・分配には、
前代の分与・分配を継続させた性格と、後の分与・
分配につながる性格を評価することが可能なので
ある（4）。

３　鏡の序列体系と古墳時代中期の鏡分与・分配

　大型の中国鏡の入手を欠き、大型の倭鏡の生産
を欠いた中期前葉・中葉においても、保有する大
型鏡を動員した分与・分配を展開し、大型鏡から
小型鏡に及ぶ鏡で構成した序列が存続した（第31
図）。前期以来中期に継続して、保有する鏡を面
径が示す格差に従って分与・分配が展開した。保
有する鏡とは、新たに入手した中国鏡や新たに生
産した倭鏡に加え、以前から保有していた中国鏡・
倭鏡であった。分与・分配をおこなう段階におい
て、王権（分与・分配主体）が保有する鏡から、受
領者の評価に相応しい面径をもつ鏡を抽出して、
政治的関係（連携関係）を反映して分与・分配した
のである。面径に応じた分与・分配が継続しつつ
も、中期の分与・分配には、前後の時期との間に
同質性と異質性が見いだせるのである。同じ序列
をもちつつも、三角縁神獣鏡と同型鏡群の入手・
分与に挟まれた、第２段階の鏡分与・分配の性格
を検討してみよう。
　中期前葉・中葉には、大型鏡を入手せず、大型
鏡の生産もしていなかった。中国鏡にせよ倭鏡に
せよ、この時期の副葬鏡が中型鏡と小型鏡で大半
を占められていることは、分与・分配が中型鏡と
小型鏡を基本にしたことを反映している。前期の
倭鏡生産では、鏡の序列体系を維持・拡大するこ
とを目的に大型鏡を製作したのであるが、中期の
倭鏡生産において大型鏡を欠き、この時期には分
与・分配に対して「大型鏡」を供給する意図がみえ
ない。その状況のもと、大型鏡が分与・分配され
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４　鋲留甲冑と鏡の保有

　第２段階から第３段階へと鏡の序列は継続した
が、面径に投影された評価は今少し検討が必要で
ある。面径の序列は同じでも、分与・分配の数量
が異なれば、その価値が同じとは限らないからで
ある。同型鏡の入手や第３期倭鏡の生産による鏡
の量的な拡大は、分与・分配の対象者が拡大した
ことを物語る。分与・分配対象者（受領者）が量的
に拡大したのか、あるいは分与・分配対象者（受
領者）の質的な変化が生じたのか、慎重に評価せ
ねばならない。
　帯金式甲冑では、革綴甲冑から鋲留甲冑へと転
換する中で、生産量が増大した。量的拡大は、受
領者を拡大させるとともに、その受領階層の低下
をもたらしたのである（川西1988、滝沢2015）。鏡
についても、第２段階から第３段階にかけて、同
じ受領階層を量的に拡大させたのか、下位層を含
み込む形で分与・分配が質的な変化を遂げたのか、
検討する必要があろう。帯金式甲冑との共伴に注
目してそのことを考えてみたい。あわせて、中期
に帯金式甲冑と鏡の分与を受ける被葬者として、
如何に位置づけることができるのか、また中期後
葉において鋲留甲冑と鏡の分与を受けることの意
義を考えてみたい。
　ここでは、中期中葉から後葉にかけての鋲留短
甲と鏡の共伴事例と、同型鏡の副葬が始まる中期
末葉（後期初葉）における鋲留短甲と鏡の共伴事例
を比較し、そのことを検討してみよう。鋲留甲冑
は中期中葉に登場し、中期末葉に至るまで副葬が
継続する（滝沢2015）。大型鏡の入手・生産が途絶
していた第２段階から、同型鏡の副葬がはじまる
第３段階にかけての時期に相当する。鋲留甲冑と
鏡の共伴事例を、同型鏡の副葬が本格化する時期
とそれ以前とに二分して示した。
　TK216・TK208型式期の鋲留甲冑と鏡（第33図）
　鋲留甲冑と共伴する鏡を面径の大小に従って示
したのが第33図である。大型鏡・中型鏡・小型鏡
のいずれもが含まれており、鋲留短甲を保有して
も、保有する鏡の面径は同じではない。この時期
は、大型鏡の入手・生産が限られるため、大型鏡
の分与・分配を受けることは特異な意義を帯びる

生産が本格化することに対しても、分与・分配体
制を安定もしくは拡大させるものとして、同型鏡
と連動させた画期を改めて評価することも可能に
なる。保有鏡も交えて分与・分配する鏡が漸移的
に変化することから、第２段階と第３段階の分与・
分配を異なる体制ととらえるのではなく、同じ論
理を背景として重なりをもちつつ推移したととら
えるべきであろう。分与・分配の第２段階から第
３段階への転換は、前代との「断絶」を強調する「刷
新」という評価ではなく、量的な保証を得ること
により、その体制を「拡充」あるいは「安定」させた
画期として評価しておきたい。
　なお、この視点は、倭鏡の生産を各時期の分
与・分配体制にあわせた形で展開したととらえ、
その時々において必要な面径の鏡を充足すること
に本義的な意味があると指摘することも可能であ
る。交互式神獣鏡と呼ぶ大型鏡が同型鏡の不足を
補うべく後期に生産されたこと（森下1998、川西
2004）、珠紋鏡が他の鏡式とは異なり前期から後
期にかけて間断なく生産が継続したこと（森下1998、
岩本2012・2014・2015など）などは、それを反映
する現象だといえよう。倭鏡が型式レベルでの抽
出が可能であってもスムーズな型式変遷を追い
にくいこと（加藤2014・2017ab・2018、岩本2014・
2015・2018）も、倭鏡の生産が恒常的に継続する
ものではなく、断続的に継続することを反映して
いるのであろう。いずれも、保有した鏡を充填す
ること、分与・分配を間接的に支えることが倭鏡
生産の目的であると傍証している。
　鏡の分与・分配が継続性をもち、入手や生産を
反映した運用規模や安定性の違いが段階に反映さ
れていることを指摘した。ならば、入西石塚の副
葬鏡を第２段階の分与・分配体制でとらえても、
第３段階のそれでとらえても、鏡の序列には本質
的な違いはない。第２段階から第３段階へと面径
で表現した序列は継続するからである。これが、
同型鏡の副葬が始まり、入西石塚の副葬鏡が製作
されたTK208型式期の鏡分与・分配体制の実態で
あった。
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札肩甲は数例に限られる特殊な存在であり、その
保有に何らかの関係性が想定できるものの、保有
する鏡の面径は異なり、共通性が見いだせない。
甲冑の授与を媒介した序列と、鏡の授与を媒介と
した序列が対応しない場合は少なくない。むしろ
それが一般的な傾向ともとらえらえる様子がみえ
るのである。
　なお、福岡県勝浦峯ノ畑古墳では、同型鏡を含
めて８面を保有していた。同型鏡の副葬の嚆矢と
いえる例だが、面径は円照寺墓山１号墳と似た構
成となっており、同型鏡と長期保有鏡で面径の組
合せに大きな違いが見えないことがわかる。
　TK23・47型式期の鋲留甲冑と鏡　（第34図）
　甲冑では、小札甲の副葬が増加し、武装具の序
列において鋲留甲冑の価値が低下する時期である。
鏡では、新たに入手した同型鏡群の副葬が本格化
してくる時期である。鋲留甲冑と共伴する鏡の状
況は、前段階と共通するところと異なるところの
双方がみえる。同型鏡の入手により分与・分配が
安定したことを反映して、大型鏡の副葬事例が増
加している。大型鏡の安定的な分与・分配が可能
になったことで、前代には中型鏡の分与・分配に
一括されていた対象者が、大型鏡の保有と中型鏡
の保有に分散した状況にもみえる。この時期も、
鋲留甲冑に共伴する鏡は多様であり、鏡の面径に

ことになる。奈良県円照寺墓山１号墳は襟付短甲
を含め５領以上の短甲を保有し、滋賀県新開１号
墳も４領の短甲を保有しているので、大型鏡の分
与・分配を受ける要因を、質と量に優れた甲冑を
保有することに求めることができる。しかし、保
有する甲冑と鏡が釣り合わない例もある。福岡県
月岡古墳では、金銅装の甲冑を含めて、８組の甲
冑を保有しているが、大型鏡の保有はない。複数
面を保有するものの、中型鏡と小型鏡のみを保有
している。奈良県五条猫塚古墳でも、金銅装の甲
冑と付属具を含み、短甲２領（当墳はいずれも革綴
短甲）と小札甲を石室内に副葬していたにもかわ
らず、小型鏡を１面保有するのみであった（5）。装飾
性の高い金銅装の甲冑を保有する、三重県佐久米
大塚山古墳や福岡県稲童21号墳も同じ性格をもつ
が、両古墳とも中型鏡や小型鏡しか保有していな
い。変形板を使用するあるいは金銅装など特異な
甲冑など、甲冑にみえる優位性が保有する鏡に反
映されているとは限らないのである。甲冑を保有
しつつ、この時期において保有が限られる金製耳
飾を保有した下北方地下式5号横穴墓や兵庫県カ
ンス塚古墳にも同じ状況がみえている（6）。
　また、福岡県稲童21号墳と宮崎県下北方５号地
下式横穴墓の鋲留短甲は、通有の帯金式の肩甲で
はなく、小札で構成する肩甲を装着している。小
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塚古墳と福井県二本松山古墳では、特異な装身具
を保有しているにもかかわらず大型鏡を欠いてい
る。三昧塚古墳は大型鏡に準じた鏡を保有してい
るが、二本松山古墳ではわずか10cmばかりの小型
鏡を保有するのみであり、鏡の格差は著しい。鋲
留甲冑を保有し、特異な装身具を保有しても、保
有する鏡には違いが見いだせるのである。
　同じ甲冑を保有する存在でも、保有する鏡に格
差を出すことが可能である。江田船山古墳、宮崎
県西都原地下式４号横穴墓、福岡県塚堂古墳では、
鋲留甲冑に加えて横矧板革綴短甲を保有している。
横矧板革綴短甲は、この３領しか知られておらず、
その保有の背景にはより強い共通の背景がみてと
れる（橋本2002）。この時期には珍しく複数の帯金
式甲冑を保有していることも共通している。とこ
ろが、江田船山古墳では大型鏡から小型鏡まで複
数面を保有するのに対して、塚堂古墳では10cm
の小型鏡を、西都原地下式４号では8.8cmの小型
鏡を保有しているに過ぎない。現況が保有の現状
を反映しているとは限らないが、保有鏡には大き
な隔たりがみえるのである。

よって何段階かに区分することが可能である。そ
こには、熊本県江田船山古墳と福井県西塚古墳と
奈良県新沢109号墳、茨城県三昧塚古墳と静岡県
石ノ形古墳など、保有鏡の構成（面径）が同じ古墳
を複数組みいだせることは興味深く、分与・分配
の定型・パターンが存在したことを想定させる。
　この時期の鋲留甲冑の保有には、前代に見たよ
うな多数の甲冑を保有する状況はみえない（滝沢
2015）。その反面、小札甲を共伴する事例が増えた。
加えて、帯金具や冠などの装身具を保有する事例
も含まれている。こうした装身具と保有する鏡と
の間には、一定の対応関係がみえる。大型鏡（同型
鏡群）を保有した江田船山古墳、勝浦峯ノ畑古墳、
新沢109号墳、西塚古墳、岡山築山古墳、石川狐
山古墳、大阪高井田山古墳では、金銅製冠や金製
耳飾、あるいは帯金具や金装ガラス玉など、特筆
すべき希少な装身具を共伴しており、希少な装身
具の保有と大型鏡の保有との間に対応関係をみて
とることできる。同型鏡が優位な副葬品組成の一
要素として機能していた、との先学の指摘を追証
するものである（川西2004）。しかし、茨城県三昧
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の序列と鏡の序列が、後期の馬装・武装・鏡の保
有のように（新納1983）、相互補完的に一つの序列
を形成するわけではないことを意味しているので
あり、それが中期中葉から中期末葉（後期初葉）に
至るまで継続した様相を見いだせたのである。
　鏡の序列において、小型鏡の評価は高くない。
しかし、小型鏡というのみで、評価を貶めるもの
ではないことも示しておきたい。二つの異なる秩
序を重ねることによって、多面性をもつ被葬者像
を明らかにしえるのだと考える。入西石塚の被葬
者が大型鏡の生産や入手を欠いた第２段階に分
与・分配を受けたと想定すれば、和田山５号墳B
槨の被葬者や、随庵古墳、カンス塚古墳・稲童21
号墳と同じ位相でとらえることができるであろう。
同型鏡群が出現した第３段階の分与・分配体制で
とらえるならば、西都原地下式４号横穴墓・セス
ドノ古墳・飯綱山10号墳東石室・石ノ形古墳西棺
などの被葬者と同じ位相でとらえることになる。
　さて、小型鏡は入西石塚古墳や、天神山７号墳
あるいは西都原地下式４号横穴墓のように小型鏡
を単独で保有する場合と、月岡古墳や佐久米大塚
山古墳、新沢109号墳などのように、大型鏡や中
型鏡などともに保有する場合とがある。鏡の価値
は面径に集約して序列化が図られるが、面径の異
なる諸鏡を保有することは、保有者を分与主体と
した更なる分与を可能にするものでもある（上野
2019）（第35図）。小型鏡のみを保有する場合と、
大型鏡・中型鏡に交えて小型鏡を保有する場合は、

　この時期にも、前段階の稲童21号墳と同じ小
札肩甲を着装した鋲留短甲が稲童８号墳、京都府
宇治二子山南墳と岡山県正崎２号墳で副葬され
ている（橋本2005・2012）。ところが共伴する鏡は
異なり、稲童８号墳が10.5cmと10.8cm、宇治二
子山南墳が11.0cm、正崎2号墳が21.4cmである。
同じ武装具を保有しつつも、保有鏡の格差は大き
い。また、正崎2号墳や多田大塚４号墳では大型
鏡を保有するものの、第1期倭鏡の古い鏡であっ
た。共伴の装身具等に特筆するものがなく、古墳
の規模も大きくない古墳で古鏡を副葬しているこ
とは興味ぶかい。同型鏡を分与・分配する段階に
は、同じ大型鏡でも古鏡と新鏡の取扱いに違いが
あった可能性も想定されよう（7）。
　同型鏡の副葬が本格化した、大型鏡の分与・分
配が安定化したこの時期においても、鋲留甲冑の
保有における序列と鏡の序列に一定の対応関係が
みえるものの、両者が相反する保有のあり方もみ
えるのである。
　中期中葉から末葉にかけて、鏡の分与・分配の
第２段階から第３段階にかけては、鋲留甲冑が表
象する序列と、鏡が表象する序列は重なりをもち
つつも、非対称的であったことがうかがえるので
ある。なお、第３段階には副葬の数が多くなり、
大型、中型、小型の序列も安定化したことをうけ
て、鏡分与・分配の受領者階層の拡大、あるいは
質的変化をそこに見出すことができよう。

５　入西石塚副葬鏡の分与・分配

　これまで、中期から後期かけて、鏡の分与・分
配の形態とその変遷を、分与・分配の対象となる
鏡をもとに述べてきた。そして鋲留甲冑との共伴
関係に基づいて、甲冑の分与・分配と鏡の分与・
分配の相互関係を検討してみた。保有する武装具
と鏡との間に対応関係がみえないということは、
それぞれの分与・分配の論理が異なっていたこと
を示しており、二つの独立した序列が一人の被葬
者において交差したことを示しているのであろう。
優れた甲冑や装身具を保有しつつも保有鏡に大型
鏡を欠くことや、大型鏡を保有しつつも甲冑や装
身具に優位性を見出しがたいこともあった。甲冑
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て理解できるのである。
　なお、最後に触れておきたいことが一つある。
それは、小型鏡にみえる共通性についてである。
入西石塚では、珠紋鏡と四乳区画紋鏡を副葬して
いたが、鋲留甲冑と共伴する鏡、それも小型鏡を
保有する場合には、乳を主題としたように見える
鏡が多い（第36図）。福井県西谷山２号墳の出土鏡
では、主題を表現する内区には７乳を置くが、内
区はほぼ乳で埋められ、乳間には弧線を数本並べ
るに過ぎない。新沢115号墳の出土鏡では、５乳
を内区に置き、乳間には台形の斜辺を弧線で図像
を並べている。宇治二子山南墳出土鏡では、内区
に４乳を置くが、鈕座の装飾である四葉の表現が
大きく、葉間に乳を置いたようにみえ、乳と四葉
の間に細線を充填するに過ぎない。主紋を欠いた
鏡だといえよう。いずれも、乳間の図像が乳より
も小さい、あるいは表現が細かいため、乳の方が
より目立つ鏡である。珠紋鏡でも、複数列を配置

小型鏡の保有であってもその意義が異なっていた
可能性がある。小型鏡に反映させた価値は同じで
も、保有者が最終保有者となる小型鏡のみの保有
と、新たなる保有者への分与される可能性のある
保有とでは、保有者の社会的位相が異なることを
示している。小型鏡の入手経緯は、鏡の分与・分
配主体である倭王権からの直接分与、もしくはそ
の分与を受けた保有者を介した間接分与（二次分
与）の可能性が考えられる。入西石塚の場合は、鋲
留式甲冑と刀剣・矢鏃で構成する武装具をセット
で保有していることから、広域を束ねる首長を介
した間接分与（二次分与）よりも、直接分与である
可能性を考えておきたい（滝沢2015）。いずれにし
ても、小型鏡の保有は鏡の序列において底辺を支
える鏡であり、首長連携のネットワークのなかで
基底階層を整序する意義を担っていた。入西石塚
における武装具と小型鏡の組合せは、直接分与に
よる小規模集団の編成を王権が意図したものとし
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おわりに

　入西石塚の副葬鏡の位置づけを、鏡の分与・分
配体制の変遷をもとに考え、鋲留甲冑と共伴する
現象をもとに、評価をおこなった。鏡の分与・分
配は、入手・生産した鏡を基本に議論されるが、
入手・生産した鏡のみならず長期保有を経た鏡も
含めて、分与・分配体制を復元した。入西石塚の
副葬鏡が製作された中期後葉（TK208型式期）頃は、
同型鏡の副葬が始まる時期にあたり、鏡の分与・
分配体制の転換期にあたる。そこで、中期中葉か
ら中期末葉（後期初葉）までの分与・分配がどのよ
うな鏡群を対象に、如何なる秩序を以て進行した
のかを示した。大型鏡・中型鏡・小型鏡で構成す
る鏡の序列は古墳時代を通じて存続したが、同型
鏡群の出現は大型鏡を安定的に供給する体制が確
立したことを画期として評価した。それ以前は、
保有鏡をかなりの数含めた分与・分配体制であり、
倭鏡生産でそれを支える構造は弱く、最低限の生
産が展開したに過ぎない。大型鏡が存在するもの
の、その分与・分配は特殊であることも示した。
入手・生産した鏡に限定した従来の視点では、同
型鏡体制下の分与・分配か、それ以前の分与・分
配かで、その性格は大きく異なることになるが、
保有鏡も含めた分与・分配を復元することにより、
いずれの視点でとらえても、鏡の序列としてみれ
ば、本質的には大きな違いがないことを示した。
　その先に、鋲留甲冑と鏡の共伴事例に注目し、
武装具や装身具に優れた組合せがみえても、面径
や数量など鏡の保有が他と比べても優位であると
は限らないことを示した。甲冑の序列と鏡の序列
は非対称的であり、それぞれの分与・分配が異な
る論理を背景に展開したことを明らかにした。甲
冑の序列と鏡の序列が、後期の馬装・武装・鏡の
保有のように、相互補完的に一つの序列を形成す
るわけではないことを意味しているのである。加
えて、鏡の序列体系は同じでも、受領者が量的に
拡大し、鏡の分与・分配を媒介とした関係も質的
な変化が生じていることを示した。
　紋様よりも面径を重視した、分与・分配の体制
を復元することにより、入西石塚の副葬鏡の評価
をおこなったのであり、小型鏡であっても、鋲留

する中期の珠紋鏡では、乳で分割した区画に珠紋
を充填することが多い。本論で取り上げた例では、
月岡古墳や天神山７号墳、三玉大塚古墳の出土鏡
が、乳を内区に置き乳間に珠紋を充填している（第
36図）。主紋である珠紋が区画の乳よりも小さい
ため、乳が主題のようにみえてしまう。珠紋や渦
紋など紋様を構成する要素が小さい場合には、乳
紋鏡の名称で報告される例が少なくない。これは、
小型鏡に乳を置いたため、乳間の空間が狭くなり、
表現する主題・主像が小さくなることによる「乳
の主紋化」であり、区画の単位である乳と主紋と
のバランスが生む視覚効果でもある。小型鏡は、
鏡序列の基底を支える存在として古墳時代を通じ
て生産が継続した（森下1991・2002など）。小型鏡
であることと、乳が主紋のごとく際立つのは、表
裏の関係にある。入西石塚の四乳区画紋鏡は、こ
うした小型鏡の一つであり、乳紋鏡と呼ぶことに
一定の理を見出すこともできるのである。
　小型鏡の共通性は、紋様に注目した分類を先だ
っておこなえば、最初に抽出しうる現象だといえ
よう。しかし、鏡式という紋様を優先して認識す
れば、多様な鏡群を面径によって律する序列体系
を見落しかねない。また、面径の序列が同じであっ
ても、その体系が運用される範囲、受領者の階層
が同じであるとは限らない。そのため、鏡の序列
が各時期に如何に機能し、時期とともにどのよう
に変動したのかを俯瞰してきたのである。これま
で、中期の副葬鏡を取り上げることにより、入西
石塚の副葬鏡とは少し距離を置いて論を展開して
きたのは、それを意図してのことである。個々の
類例を集約してその背景をみるのではなく、同時
代の鏡保有のありかたを概観することによって、
体系の中で個別事例を評価し、その意義を明らか
にしようとしたものである。甲冑の序列と鏡の序
列が、それぞれ独立して併存していた状況では、
類例を集約するだけではみえてこない「共通性」も
あるものと考える。そのことを指摘しつつ検討を
終えることにしたい。
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始まるので分与・分配の第３段階に相当するが、こ

の時期に副葬した第１期倭鏡・第２期倭鏡、三国西

晋鏡なども、この段階の分与・分配としてとらえる

ことになる。新たな鏡群の登場をもって分与・分配

の段階を画するが、その鏡のみで分与・分配を考え

るわけではないことを確認しておきたい。

（５）月岡古墳では、鋲留短甲が１領で他はいずれも革

　 綴短甲であり、五条猫塚古墳では、短甲はいずれも

革綴短甲であった。両古墳では、冑はいずれも鋲留

冑であり、ここで取り上げた。

（６）小札甲と鏡の関係においても、似た状況がみえる。

　 小札甲は、個別入手の可能性があるため、鋲留甲冑

とは入手経緯が同じとは言えず、ここでは積極的に

取り上げなかった。小札甲は鋲留甲冑と並行する時

期に副葬が始まり、この時期には保有が限定的であ

り、その後は鋲留甲冑よりも上位に位置づけられて

ゆく武装具である（川西1988）。この時期に小札甲を

副葬した古墳には、和歌山県椒浜古墳、兵庫県宮山

古墳第２主体、千葉県姉崎二子塚古墳、千葉県祇園

大塚山古墳などがあるが、祇園大塚山古墳が大型鏡

（同型鏡）を保有するほかは、いずれも12cm以下の小

型鏡を副葬している。小札甲は鋲留甲冑よりも優位

な武装具でありながら、共伴する鏡に優位性はみえ

ない。

（７）その反面、江田船山古墳では多数の同型鏡（新鏡）

　 に交えて、小型鏡は第２期倭鏡（古鏡）であった。新

古の価値を弁別する絶対基準は見出し難しい。
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図版出典

第30図～第35図：筆者作成

第36図：

１．月岡古墳出土鏡

　辻田淳一郎　2005「鏡鑑」『若宮古墳群Ⅲ―月岡古墳

―』吉井町文化財調査報告書第19集　吉井町教育委員

会（図９，p.16）

２．天神山７号墳出土鏡

　樟本立美　1990「天神山古墳群」『福井市史』資料編１　

考古（図版178-98，p.343）

３・６．三玉大古墳出土鏡

　広島県教育委員会編　1983『三玉大塚―調査と整備

―』　広島県双三郡吉舎町教育委員会（第16図-1，p.20）

４．新沢115号墳出土鏡

　奈良県立橿原考古学研究所編　2005『三次元デジタ

ル・アーカイブを活用した古鏡の総合的研究』（図番号

363，p.324）

５．宇治二子山南墳出土鏡

　杉本宏編　1990『宇治二子山古墳』　宇治市教育委員

会（第72図，p.107）



類
型 地域 古墳 墳形 規模

小
札
甲

籠
手

臑
当

短
甲

頸
甲
肩
甲

衝
角
付
冑

眉
庇
付
冑

縦
長
板
冑

轡 杏葉 参考

短
甲
＋
冑
＋
附
属
具

埼玉 入西石塚 円 24～28 ○方4 ○ ○ 横○外接 短甲前胴後縁覆輪

千葉 布野台A区 無墳丘 ○方4 ○ ○ 横○内接2 短甲前胴後縁覆輪

山梨 茶塚 不明 20～30? ○ ○ ○ ○ ○ 小札は冑の頬当

奈良 新沢281号 円 23 ○方4 ○ ○ 札○内接2

大阪 高井田山 円 22 （？） ○ ○ ○ 横○外接 ○ 小札は草摺に使用

岡山 正崎2号 円 20 ●方4 ○ 札 札○内接2? ○f字 短甲前胴後縁覆輪

福岡 稲童8号 円 20 ●方4 襟 札 横○内接3 ○環状 短甲前胴後縁覆輪

熊本 マロ塚 円? 15～20? ○方3 ○ ○ 横○上内接 ○2

茨城 武具八幡 円 15 ○ ○ ○ ○方4 ○ ○ 札○外接 ○

京都 二子山南墳 円 20
●方4 ○ ○

○f字 ○剣菱
2号短甲前胴後縁覆輪

○ ○ ○ ○長方2 ○ 札 横○外接 1号短甲（三角板併用）

小
札
甲
＋
馬
具

群馬 天ノ宮 円 20 ○ ●f字 ●剣菱

群馬 下芝谷ツ 方 19.4 ○ ○ ● ●f字 ●剣菱 中期末～後期初

群馬 普賢寺東 円 18～30 ○ ○ ●f字 中期末～後期初

埼玉 どうまん塚 円 25 ● ○内楕 ●剣菱

富山 加納南9号 円 19.3 ○ ○

広島 古保利44号 円 10～11 ○ ? ●

第４表　甲冑セットまたは小札甲を副葬する中期末の中小古墳（墳径 10～ 20m級）

●は金銅装（短甲の●は蝶番金具金銅装）　○は鉄製
方 4 ＝方形 4 鋲蝶番金具　　長方 2 ＝長方形 2 鋲蝶番金具　　襟＝襟状頸甲（襟甲）　　肩甲の札は小札肩甲
衝角付冑の「内接」「外接」「上内接」などは底板の取付方法　横は横矧板鋲留　札は小札鋲留

－ 55 －

２　古墳時代中期末の中小古墳と甲冑

はじめに（要旨）

　古墳時代中期末葉には、中小規模墳に、冑・頸
甲・肩甲・短甲のセットや、短甲よりも新式の小
札甲を副葬する事例が東日本から九州までの各地
方に現れる。短甲の特徴から入手経路または機会
の近さを推定できる。小札甲は、中期にはまだ少
ない金銅装馬具を伴う規則性がある。下位層へ甲
冑を普及させる方針と、短甲だけでなく小札甲も
増やす方針を採った時期である。後期初めになる
と、小札甲へ完全に移行するとともに下位層の甲
冑副葬（＝私物化）を認めない方向へ転換する。

１　甲冑副葬の普及期

　埼玉県坂戸市入西石塚古墳は、冑・頸甲・肩甲・
短甲のセットを副葬する中期末葉前半の円墳であ
る。墳径24～28ｍ前後・高さ２ｍと考えられてい

る（今井・橋口1988）。今井・橋口両氏は前方後円
墳に復原する意見も述べている。しかし、前方部
を確認できる証言・記録や発掘調査結果がないの
で、地籍図と消滅前の見取り図にしたがって円墳
と考える。
　古墳時代中期末葉（鋲留短甲の滝沢編年II-2式
からIII式期、須恵器のTK208型式期を一部含む
TK23～TK47型式期）には、墳丘規模20ｍ級以下
の中小規模墳に、冑・頸甲・肩甲・短甲のセットや、
短甲よりも新式の小札甲を副葬する事例が東日本
から九州までの各地方に現れる（第４表）。小札甲
は、中期にはまだ数少ない馬具を伴う規則性も認
められる。
　附属具を伴わない横矧板鋲留短甲一点の副葬事
例も、中期後葉～末葉の関東と九州に最も多い（川
西1983、滝沢2015c）。甲冑副葬が地方の下位層ま

－坂戸市入西石塚古墳の性格と関連して－

２　古墳時代中期末の中小古墳と甲冑

内山　敏行
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ことは当然の現象である。しかし、実際は長方形
２鋲や方形３鋲グループの短甲も附属具を使うと
みられる。熊本県江田船山古墳の錣３組や、同県
の伝佐山古墳・マロ塚古墳の甲冑群（西嶋2012）、
川畑氏も触れている宮崎県島内地下式横穴墓群な
どの事例がそれを示している。
　甲冑以外の遺物にも目を向けると、短甲と衝角
付冑と附属具セットを副葬する「短甲＋冑＋附属
具」類型のうちで、金銅装蝶番金具や小札肩甲を
使うセットには馬具を伴う。鉄製方形4鋲蝶番金
具や帯板肩甲を使うセットは馬具を伴わない場合
がある（第38図・第４表）。入西石塚古墳も、馬具
を伴わない事例である。
　これに対して、次節で述べる小札甲を副葬する
場合には、鉄製衝角付冑がなく、馬具を伴う（「小
札甲＋馬具」類型、第39図）。その馬具は鉄地金銅
張製品が多い。

２　小札甲副葬の普及期から「引き締め期」へ

　北関東地域でも、中期末葉には最上位層の甲が
短甲でなく小札甲に移行している。実例は埼玉県
行田市埼玉稲荷山古墳礫槨・同粘土槨、群馬県高
崎市井出二子山古墳・保渡田八幡塚古墳・平塚古
墳、茨城県行方市三昧塚古墳などの大形前方後円
墳があげられる。茨城県筑西市上野古墳も墳長60
～70ｍの可能性がある。入西石塚古墳と近い墳丘
規模の埼玉県川越市どうまん塚古墳（円墳・径25
ｍ）や栃木県足利市助戸十二天古墳（帆立貝形・墳
長31ｍ）のクラスまで、小札甲が波及している場
合がある。どうまん塚古墳の小札甲が部分的に鉄
地金銅張小札を使うことは、上で述べた「短甲＋
附属具」類型の金銅装蝶番金具と同様に、装飾す
る意図を示している。
　中期末葉の小札甲を副葬する中小古墳は、鉄製
衝角付冑を伴わないで、ｆ字形鏡板付轡や剣菱形杏
葉を主とした馬具を伴う（「小札甲＋馬具」類型）。
今回取り上げた中小古墳だけでなく、大形古墳の
小札甲副葬事例も、馬具は一般的に伴うが、冑は
少ない。上でとりあげた大形古墳７事例（埼玉稲荷
山礫槨・同粘土槨・井出二子山・保渡田八幡塚・
平塚・三昧塚・上野古墳）のうちで、平塚古墳以外

で最も広がる「普及期」である。短甲一点の副葬と
比較すると、短甲・冑と附属具のセット副葬や、
小札甲の副葬例は少ない。しかし、地方の中小古
墳にセット副葬や小札甲副葬が一定の数で出現す
るので（第４表）、これも甲冑副葬の普及期の現象
である。中期前葉～後葉までのセット副葬は、東
日本においては東京都野毛大塚古墳（長85ｍ）・群
馬県鶴山古墳（長104ｍ）・長野県溝口の塚古墳（長
50ｍ）のような、各地の有力首長墳にみられる現
象であった。
　中期末葉の中小規模墳に短甲・冑・頸甲・肩甲
のセットを副葬する場合には、横矧板鋲留短甲に
方形4鋲蝶番金具を使う。「方形４鋲グループ」（滝
沢2015b, pp.58, 67-68）の製品である（川畑2016・
2018は「方形４鋲系統」と呼称する）。方形４鋲の
中に、金銅装の方形４鋲蝶番金具（内山2008、
藤井2018）を３例含む。このグループが製作した
短甲は、第４表の右欄に「短甲前胴後縁覆輪」と
表示したように、前胴の蝶番板の後縁に革包覆輪
を付けるものが多い（内山2015, p.143, 千葉県布
野台A区は革組覆輪）。冑は小札鋲留か横矧板鋲留
の衝角付冑で、底板は外接式か内接式である。
　上に述べた共通性は、中期末の中小古墳に横矧
板鋲留短甲と付属具のセットを伴って埋葬された
人物たちの間に、近畿中央政権から甲冑などを入
手する流通経路（川畑2018, p.30）あるいは入手機
会－たとえば「参向」・「上番」のような場面－の近
さがあったことを示唆する。金銅装蝶番金具（第
37図右下）や小札鋲留衝角付冑（第37・38図）や小
札肩甲（第37図中段）がセット副葬に伴って、互い
に共存する傾向がある（第４表）。金銅や小札構造
で外見を美しくし、着用者への高い評価を見せる
意図を読み取れる。このことが、横矧板が出現し
た以後も小札鋲留の冑が製作・使用され続ける理
由の一つであろう。入西石塚古墳は、金銅装や小
札構造を持たない事例に該当する。
　川畑は、「方形４鋲系統の短甲の生産を担った組
織が付属具の生産も担っており、その中で付属具
の有無という格差づけがなされた」と考えている

（川畑2018, p.26）。この立場をとる場合には、冑・
頸甲・肩甲を伴う短甲が方形４鋲グループである



岡山県赤磐市
正崎2号墳　墳径20m　TK47型式期
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茨城県土浦市 武具八幡古墳

円墳　墳径15m
滝沢誠ほか2016「土浦市武具八幡古墳の発掘調査」
『筑波大学先史学・考古学研究』第27号

武者塚古墳調査団1986『武者塚古墳-武者塚古墳・同2号墳・武具八幡古墳の調査-』新治村教育委員会

平野功 1989「布野台遺跡の調査」『町内遺跡群発掘調査報告書』
小見川町文化財報告第15集　小見川町教育委員会

千葉県香取市 布野台A区埋葬施設

2号墳（円墳、墳径11.7～15m）と
3号墳（前方後円墳、墳長26～29m）の間
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トをなさない単体の短甲出土例が主体をなすの
で、防御具としての機能が不十分だと考えて、大
形前方後円墳から中小規模墳にいたる被葬者が軍
事動員されていた可能性を藤田は否定する（藤田
2019, pp.205-206）。入西石塚古墳のようにセット
を保有する被葬者たちの防御機能は十分なはずで
あるが、彼らが軍事動員された可能性を否定する
理由を藤田は説明していない。稲荷山古墳鉄剣銘
などに見える「人制」を重視しない点にも疑問が
残る。
　〈小札甲＋馬具〉－〈短甲・冑・頸甲セット副葬〉
－〈短甲単数副葬〉という格差または序列は、認め
てよいと考える。埼玉県地域では、〈川越市どう
まん塚 － 坂戸市入西石塚 － 東松山市東耕地３
号墳〉が実例である。中期後葉前半の東耕地３号墳
は、附属具を伴わないで短甲を１点副葬している。
　「短甲＋冑＋附属具」類型よりも新式で上位と見
られる「小札甲＋馬具」類型が、鉄製の冑や、襟状
頸甲（襟甲）などの附属具を伴わない場合が多いこ
とは、どう考えるべきだろうか。富山県加納南９
号墳の小札甲が鉄製小札よりも有機質製小札を多
く使うことに注意するならば（第39図上段）、冑や
附属具が伴わない現象の実態が、副葬されなかっ
たのか、それとも有機質製品が副葬されていたの
かは不明である。小札甲の実用性の程度を、鉄製
冑や鉄製附属具の有無から単純に判断することは
できない。
　ただし、鉄製の冑や附属具を備えた小札甲は、
茨城県三昧塚古墳や福岡県山の神古墳のような地
域最有力首長墳にみられるので、階層的に上位と
推定することは可能である。中小規模墳でありな
がら、小札甲と短甲の両方にそれぞれ鉄製附属具
を伴う茨城県武具八幡古墳（第38図下段）や、京都
府宇治二子山南墳の特殊性が認められる。また、
鉄製短甲における有機質製の冑や附属具の有無に
対しても注意を向け、セット副葬や軍事動員の問
題を議論してゆく必要がある。

　入西石塚古墳は、甲冑副葬の普及期である古墳
時代中期末葉に、東日本の中小規模墳まで甲冑
セット副葬が波及した事例である。各地の「短甲

はすべて馬具を持つ一方で、冑を副葬するのは井
出二子山と三昧塚の２例だけである。冑を伴う場
合は、眉庇付冑ではなくて衝角付冑が通例である

（内山2008, p.385）。
　第４表にあげた群馬県高崎市下芝谷ツ古墳と普
賢寺東古墳の眉庇付冑も注意が必要である。この
両古墳は詳細が未報告で、古墳後期初頭まで埋葬
時期が下がる可能性もある（田口1988、右島1999）。
古墳中期に盛行した眉庇付冑が伴うことからみて、
小札甲を伴う甲冑が中期末葉に入手された可能性
が高いと判断して表に掲載した。後期初頭におけ
る眉庇付冑は、大阪府高槻市今城塚古墳の甲冑着
用人物埴輪や、佐賀県唐津市島田塚古墳に事例が
ある。
　古墳時代後期初頭～前葉は、鉄製短甲の生産が
停止されて小札甲の副葬も急減する「引き締め期」
である。鉄製甲の種類が、短甲よりも製作に手間
のかかる小札甲へ移行を完了した後期初頭に、中
小古墳被葬者まで鉄製甲冑を普及させる中期末の
方針が実現困難になって撤回されたと考える。同
時期の近畿中央政権においては、中期末の藤井寺
市唐櫃山古墳（墳長53ｍ・鉄地金銅装方形四鋲蝶
番金具を用いる短甲）や同市長持山古墳（墳径40
ｍ・横矧板鋲留短甲＋小札甲）から、後期初頭の
羽曳野市峯ヶ塚古墳（墳長96ｍ・小札甲）や高槻市
今城塚古墳（墳長181ｍ・小札甲）の間における鉄製
甲の変遷と対応している。

３　甲冑セット・小札甲を持つ中小古墳の性格

　短甲出土古墳については軍事組織動員説（川西
1983・1986、滝沢2015c）の評価が一般的である一
方で、格差表示による牽制・懐柔説（藤田2018）
の評価がある。藤田は、武具八幡古墳や布野台A
区のセット副葬を、「新興の中小首長に優秀な
甲冑セットを与える懐柔策の事例」とみる（藤田
2018,p.218）。甲冑が軍事組織への動員を示すとは
考えずに、「甲冑保有形態に示されるような、おそ
らく各種の身分標章を設け、そこに目に見える格
差を創出することにより、全国の中小規模墳の首
長層までも一律の階層秩序のうちに取り込み、政
権の安定と強化を図った」（p.220）と評価する。セッ
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２　古墳時代中期末の中小古墳と甲冑

小 林広和・里村晃一　1979『甲斐茶塚古墳』風土記の丘

埋蔵文化財調査報告書第１集　山梨県教育委員会　

pp.25-30

埼 玉県編　1982「どうまん塚古墳」『新編　埼玉県史　

資料編２　原始・古代　弥生・古墳』　pp.544-546

島 田亮仁・高栁由紀子・西川麻野・初村武寛他　2014

『加納南古墳群・稲積オオヤチ古墳群発掘調査報告』

富山県文化振興財団埋蔵文化財発掘調査報告第63集　　

pp.32-38,47-67,122-125,155-159

杉 井健・上野祥史編　2012「マロ塚古墳出土品を中心に

した古墳時代中期武器武具の研究」『国立歴史民俗博

物館研究報告』第173集　pp.61-66,69-182

杉 本宏・荒川史・小林謙一・川西宏幸・橋本清一　1991

『宇治二子山古墳』宇治市文化財調査報告書第２冊　

宇治市教育委員会

高 崎市観音塚考古資料館　1994『馬具　古墳時代に馬

がいた』p.5（普賢寺東古墳）

滝 沢誠　2015a「鋲留短甲の変遷」『古墳時代の軍事組織

と政治構造』　同成社　pp.13-48（同1991「鋲留短甲の

編年」『考古学雑誌』第76巻第３号を改稿）

滝 沢誠　2015b「鉄製甲冑の生産と供給-甲冑同工品論-」

『古墳時代の軍事組織と政治構造』　同成社　pp.49-

76（同2008『古墳時代中期における短甲の同工品に関

する基礎的研究』を改稿）

滝 沢誠　2015c「甲冑出土古墳からみた古墳時代前・

中期の軍事組織」『古墳時代の軍事組織と政治構造』　

同成社　pp.77-91（同1994「甲冑出土古墳からみた古

墳時代前・中期の軍事組織」『日本と世界の考古学』雄

山閣出版を改稿）

滝 沢誠・大村冬樹・加藤千里・久永雅宏・齊木誠　2016

「土浦市武具八幡古墳の発掘調査」『筑波大学先史学・

考古学研究』第27号　筑波大学人文社会科学研究科　

歴史・人類学専攻　pp.47-64

田 口一郎　1988「群馬県下芝・谷ツ古墳」『日本考古学年

報』39（1986年度版）　日本考古学協会　pp.420-425

伊 達宗泰編　1981『新沢千塚古墳群』奈良県教育委員会　

奈良県史跡名勝天然記念物調査報告第39冊　pp.542-

560

則 武忠直・塚本敏夫・尼子奈美枝・藤井章徳・宇垣匡雅・
臼井洋輔　2004『正崎２号墳』　岡山県山陽町教育委

員会　pp.65-102

＋冑＋附属具」類型と、入手経路や機会が近い可
能性を持つ。入西石塚古墳の被葬者は、金銅装小
札甲と金銅装馬具を伴う川越市どうまん塚古墳の
被葬者と活動時期が重なるが、階層と性格は少し
異なる。
　後期初めに、短甲から小札甲へ完全に移行する
とともに、下位層の甲冑副葬を認めるような甲冑
の「私物化」を認めない方向へ転換した結果、入西
石塚のような古墳は姿を消す。武蔵で中小規模の
円墳から再び甲が出土するのは、古墳後期末葉の
児玉地域で神川町青柳古墳群・美里町猪俣北古墳
群などの群集墳に小札甲が副葬されるまで、およ
そ一世紀の空白が空くことになる。
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表および図に掲載した遺跡の文献・図出典
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３　入西石塚古墳出土の刀剣と鉾について

はじめに

　この項では、入西石塚古墳から出土した武器の
うち、大刀、蛇行剣、剣および鉾についての編年
的な位置づけを行うとともに、全国的にみても珍
しい発見となった円文線刻が施された大刀と、蛇
行剣についての所見を述べていきたい。

１　編年的位置づけ

　大刀（第25図１）はやや深めの直角刃関を有す
る片関・平造りの鉄刀である。茎の形状は、茎元
から茎尻までやや幅を狭める中細茎に近く、茎尻
は直裁である。臼杵分類の「直角片関一文字尻中
細茎」にあたる鉄刀と考えられる。この片関一文
字尻系の鉄刀は、４世紀に出現してから６世紀初
頭まで継続し、茎元から茎尻まで幅にほとんど変
化のない直茎から中細茎へ、さらに先が狭まる細
茎・先細茎に変化するとされている（臼杵1984a）。

「直角片関一文字尻中細茎」の鉄刀には５世紀代
の年代が与えられているが、茎の形状をより重視
するならば、本資料は中細茎から細茎へ変化する
過渡期のものであり、５世紀代でも後半に属する
ものと考えられる。
　蛇行剣（第26図２）は、３回の屈曲を有する北山
分類のＣタイプにあたる。ＣタイプはＴＫ208型
式期に出現し、一部の地域（南九州）では６世紀代
まで存続する（北山1999・2003）。Ｃタイプは、身
部全体が屈曲する古相から、一部に突出部をもつ
新相へと変化することが指摘されており、本例は
古相に属すると考えられる。
　剣（第26図３）は池淵分類では、「浅直・斜角関
中細茎」に分類される。切先が欠損しているため
確証はないが、おそらく刀身長が25～30cmと推
定されるため、短剣（刀身長37㎝以下）の部類に入
ると考えられる。浅関・斜角関中細茎の短剣の年
代は、前期末から中期前半に集中するが、一部、
中期後半に降るものも存在する（池淵1993）。

　鉾（第26図４）は狭鋒鎬式の身部と円筒・直裁の
袋部を有し、関も比較的明瞭である。この形式の
鉾は類例が多いが、臼杵編年の第Ⅲ段階（５世紀
後半～６世紀初頭）（臼杵1985）、高田編年のⅡ期

（５世紀中葉～６世紀前半）（高田1998）に属するも
のと考えられる。
　以上、先学の成果を引用しつつ検討した結果、
入西石塚古墳の刀剣と鉾の年代はおおむね中期後
半に納まることが明らかとなった。さらに、大刀
と蛇行剣の型式学的変化を重視するならば、中期
後葉（TK208型式期）頃に位置づけられる可能性
が高いと考えられる（1）。

２　線刻が施された大刀について

　入西石塚古墳の再発掘で注目される遺物の一つ
として、円文線刻を施した大刀があげられる。線
刻は中心点を有する円文で、関部の佩表・佩裏に
２点ずつ、計４点施されている。
　中心点を有する円文線刻は、古墳出土遺物の中
では、一部の鉄鏃にみられることが知られている
が、刀剣類における円文線刻施文は、管見の限り
では、全国で初めての出土例といえる。線刻鉄鏃
の集成研究を行った鈴木一有は、円文線刻鉄鏃の
初見は古墳時代前期に遡るが、古墳時代中期の例
が多く、出土地は近畿をはじめ西日本を中心に広
範に広がると指摘している（鈴木2012）。
　鉄刀の刃関の部分（鎺本）に施す細工で従来知ら
れているものには、鎺本孔と線象嵌による円文施
文（以下「円文線象嵌」と称する）がある。
　鎺本孔とは、刃関近くにあけられた直径５㎜ほ
どの孔のことである。鎺本孔を有する鉄刀は、比
較的長大で、有窓鐔を伴う大刀に施される傾向が
ある。その盛行期間は、６世紀初頭に出現し、６
世紀後半から７世紀前半頃に最盛期を迎えるとさ
れている（臼杵1984b）。
　ところが、５世紀後葉から末（TK23～47型式期）
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千塚327号墳（３類）には、表裏に３点ずつ施文さ
れている（千賀1987・1989）。また、特異例として、
鎺本孔を含む刀身二箇所の穿孔に平象嵌を施し、
周囲に二重円文を巡らした三重県名張市琴平山古
墳出土例（名張市2010）も存在する。
　より多く普及し、かつ多様性に富む３類が、こ
の中では最も新しい文様とすることに異論はない
であろう。３類は、烏土塚古墳の金銅装大刀など
の型式や各出土古墳の年代観から、TK43型式期
～TK 209型式期を中心に流行したと考えられる。
　１類の円文線象嵌が施された番塚古墳の大刀
は、古式の倭装大刀であり、TK 47～MT15型式
期に埋葬されたと考えられている（岡村他1993）。
２類の江田船山古墳の有銘象嵌装大刀の年代
は、研究者によって見解が異なるが（例えば桃崎
2008）、筆者は鉄刀の型式学的分析から導き出さ
れたMT15～TK10型式期（江田船山古墳副葬品の
中でも新段階のものに含まれる）という年代観（岡
安・臼杵・近江・太田1986）を支持したい。
　このように、１類と２類は３類に先行する文様
とみなされる。ただし、例えば１類→２類→３類
といったような、一元的な変化としてとらえるべ
きではないと考える。
　さて、以上の見解と、先に触れた入西石塚古墳
出土大刀の編年観から、円文線刻は鉄刀の刃関細
工の中でも最も古く、武器ではすでに鉄鏃に施文
されていた文様が、中期後葉に鉄刀に採用された
と推定される（2）。続いて円文線象嵌が中期末葉に
出現し、鎺本孔は後期初頭になってから広まった
ものと考えられる。
　円文線刻が、線象嵌と同様の「円弧状なめくり
たがね」を用いたものであるとの指摘（鈴木2014）
は、鉄刀に施された円文線刻が、線象嵌施文の普
及・流行を背景に、円文線象嵌へとその技術が継
承されたことを裏付けるものとして重要である。
言い換えるならば、入西石塚古墳の大刀の円文線
刻は、鉄刀における線象嵌施文のルーツとして位
置づけることができる。
　次に、これら刃関に施された細工の意味につい
て触れておきたい。
　鎺本孔の用途について、末永雅雄は考古学的に

に築造されたと考えられる奈良県宇陀町後出７号
墳から、刃関に孔を設けた二段関を有する大刀が
１振出土している（西藤他2003）。この事例をもっ
て鎺本孔が５世紀後半まで遡るという見解（桃崎
2008）もあるが、通例の鎺本孔よりも径が小さく、
茎の目釘孔とほぼ同じ大きさであること、大刀が
二段関という特殊な形式であることから、実物を
検討していない現段階では、鎺本孔と断定するの
は躊躇せざるを得ない。
　鎺本孔は、奈良県東大寺正倉院蔵の献納大刀の
なかにも認められる。「銅漆作大刀第10号」と「無
荘刀第27号」の２振である（正倉院事務所1974）。
前者の大刀の拵は、方形の柄頭と喰出鐔、双脚足
金物を有する方頭大刀である。正倉院の大刀は、
その大半が764（天平宝字８）年の恵美押勝の乱後
に納められたものである。したがって、８世紀後
葉に作刀されたものと考えられるが、鎺本孔を設
ける動機が奈良時代まで残っていたことを示して
いる。
　刃関に円文線象嵌が施される刀剣は、筆者の集
成では、22遺跡25例存在する（第５表）。文様の種
類には、
　１類：三重円文
　２類： 円文の周囲に半円を連続して巡らしたも

の
　３類： 円文の周囲に内向した半円を連続して巡

らしたもの
の３種がある。１類には福岡県苅田町番塚古墳出
土の木装大刀２振（岡村他1993）があげられる。２
類は熊本県和水町江田船山古墳の有銘象嵌装大刀

（東京国立博物館1993）にみられ、他の出土例は現
在のところ認められない。円文は一重の円である。
３類の類例は多く、円文も一重から三重まで存在
する。連続半円文が二重に巡るものもある。県内
では、吉見町久米田古墳群（若林1899）と神川町青
柳古墳群南塚原支群10号墳（田村・金子2012）に出
土例がある。前者は鎺本孔の周囲に象嵌を施すも
ので、同様の例は、奈良県平群町烏土塚古墳の金
銅装大刀（千賀1990）などがある。
　象嵌は表裏同じ位置に１点ずつ、計２点を施文
する例がほとんどを占めるが、奈良県橿原市新沢



第５表　刃関に円文線象嵌が施される刀剣の出土例

№ 遺跡名・遺物名 所在地 遺構
種類

規
模
(m)

共伴遺物 遺物の種
類

鐔の
形式

象嵌文様
文献

刀身 刀装具

1 八幡横穴群23号
横穴

福島県いわき市平
下高久字八幡 横穴墓

鉄刀/鉄鏃/刀子/弓金具/盛矢具（胡籙）/甲冑
（挂甲）/馬具（轡 鞍 雲珠 帯留金具 鉸具）/斧
/玉類/骨製品

鉄刀 日輪文 松本・和深2011

2 陸軍省火薬製造
所構内

群馬県高崎市岩鼻
町 古墳 鉄刀/鉄鏃/甲胄（挂甲小札）/馬具（杏葉 飾金

具）/鈴
有窓鐔付
大刀 六窓 日輪文 鐔（平）・鎺─

圏線Ｃ字状文
東京国立博物館
1983

3 群馬県高崎市下佐
野町 不明 鉄刀/頭椎大刀/圭頭大刀/鈴/耳環/玉類/須

恵器 鉄刀 日輪文 東京国立博物館
1983

4 群馬県高崎市綿貫
町字観音山1752

前方後
円墳 97

楔形柄頭大刀/三繋環頭大刀/頭椎大刀/鉄
刀/拵付刀子/刀子/鉾/石突/鉄鏃/甲胄（胄 
挂甲）/馬具（轡 鞍 鐙 雲珠 杏葉 環鈴 鉸具 
帯留金具）/鏡/大帯/耳環/玉類/飾金具/水
瓶/須恵器/土師器

頭椎大刀
（銀金銅
装）

日輪文 梅沢他1999

5
筑波山古墳（『綜
覧』伊奈良村１
号墳）

群馬県邑楽郡板倉
町大字岩田2498

前方後
円墳 55 鉄鏃/馬具（鐙）/耳環/玉類 円頭大刀 八窓 日輪文

柄頭─亀甲繋
文/鐔（平・耳）
─Ｃ字状文/
柄頭縁・鎺─
対向重半円文

板倉町1989

6 久米田古墳群
（姫塚古墳？）

埼玉県比企郡吉見
町久米田 円墳 鉄刀/馬具（轡） 耳象嵌装

大刀 六窓 日輪文 鐔（耳）─圏線
Ｃ字状文

若林1899/
河野1935/
福島県立博物館
1988

7 青柳古墳群南塚
原支群10号墳

埼玉県児玉郡神川
町新里字北塚原 円墳 19 拵付大刀/鉄刀/鉄鏃/弓金具/刀子/耳環/玉

類/埴輪
無窓鐔付
大刀 無窓 日輪文・魚

鐔（平・耳）・鎺
─圏線Ｃ字状
文/柄縁 ─半
円文

田村・金子2012

8 山梨県笛吹市境川
町黒坂字蛇山 不明 鉄刀 日輪文 鳥居1924

9 宇洞ヶ谷横穴墳 静岡県掛川市下俣
字宇洞ヶ谷 横穴墓

単鳳環頭大刀/拵付大刀/鉄刀/刀子/鉄鏃/
鉾/石突/馬具（轡 鞍 鐙 辻金具 杏葉 馬鈴）/
鏡/耳環/玉類/須恵器/土師器/

円頭大刀
（銀金銅
装）

無窓 日輪文
鐔(耳）─波状
文/鎺─圏線
波状文

向坂他1971/
西山1986/
静岡県1992

10 いわき塚古墳 愛知県丹羽郡大口
町豊田字西成兼 古墳 鉄刀/鉄鏃/鉾/石突/刀子/鏡/須恵器 鉄刀 日輪文 大口町1982/

原2004

11 琴平山古墳
（後円部石室）

三重県名張市赤目
町檀字横山

前方後
円墳 70 剣/甲冑（冑）/須恵器 鉄刀 二重円文・

平象嵌 名張市2010

12 石塚谷古墳
（第２主体部）

三重県多気郡多気
町大字荒蒔字石塚
谷

円墳 30 鉄刀/鉄鏃/鉄斧/刀子/馬具（轡 鐙 雲珠 辻
金具）/玉類/須恵器

耳象嵌装
大刀

日輪文・
鳳凰・魚

鐔（耳）─Ｃ字
状文 中里他1998

13 峯ヶ塚古墳 大阪府羽曳野市軽
里２丁目

前方後
円墳 96

楔形柄頭大刀/鉄刀/魚佩/鉄鏃/弓金具/盛
矢具（胡籙）/甲胄（挂甲）/盾/馬具（轡 鞍 鐙 
辻金具 馬鈴 鉸具 帯留金具）/鋏/鉇/刀子/
鏡/冠帽/耳飾り/飾金具/玉類/土師器/須恵
器/埴輪

鹿角装大
刀 日輪文 下山・吉澤2002

14 新沢千塚327号
墳 奈良県橿原市新沢 円墳 鉄鏃/刀子/鎌/甲胄（皮製短甲）/須恵器/土師

器 鉄刀 日輪文・竜・
虎

伊達他1981/
千 賀1987/千 賀
1989/千賀1990

15 烏土塚古墳 奈良県生駒郡平群
町大字西宮

前方後
円墳 59

鉄刀/刀子/鉄鏃/弓金具/鉾/石突/鋸/鉇/馬
具（轡 鞍 鐙 雲珠 辻金具 杏葉 鉸具 帯留金
具）/飾金具/鏡/耳環/玉類/土師器/須恵器/
埴輪

金銅装大
刀 日輪文 伊達1972/

千賀1990

16

藤ノ木古墳 奈良県生駒郡斑鳩
町法隆寺西 円墳 48

円頭大刀/楔形柄頭大刀/剣/鉄鏃/拵付刀子
/甲胄（挂甲）/馬具（轡 鞍 鐙 雲珠 辻金具 杏
葉 鉸具 帯留金具 飾金具）/冠/筒形金銅製
品/飾履/大帯/鏡/耳環/玉類/飾金具/須恵
器/土師器

楔形柄頭
大刀 日輪文

前園他199517 楔形柄頭
大刀 日輪文

18 飾り剣 日輪文

19 奥山Ｂ―Ⅱ号横
穴

島根県松江市浜乃
木町 横穴墓 須恵器 鉄刀 日輪文 三宅他1988

20 上塩冶築山古墳 島根県出雲市上塩
冶町字大井谷 円墳 43

楔形柄頭大刀/鉄刀/鉾/石突/鉄鏃/刀子/斧
/馬具（轡 鞍 杏葉 雲珠 辻金具 馬鈴 障泥）/
冠/耳環/玉類/須恵器/埴輪

円頭大刀
（銀金銅
装）

日輪文 松本他1999

21 王墓山古墳 香川県善通寺市善
通寺町字大池東

前方後
円墳 45

鉄刀/鉄鏃/甲胄（挂甲）/馬具（轡 鐙 雲珠 辻
金具 杏葉 馬鈴 鉸具）/冠帽/石製模造品/砥
石/耳環/玉類/須恵器/土師器

金銅装大
刀 日輪文 森本他1983/

西山1986

22
番塚古墳

福岡県京都郡苅田
町大字尾倉字与
原・長塚

前方後
円墳 40

鉄刀/鉾/石突/鉄鏃/鉄斧/刀子/鉇/甲胄（挂
甲）/盛矢具（胡籙）/馬具（轡 鞍 鐙 杏葉 鉸具 
帯留金具）/釘/飾金具/鏡/耳環/玉類/須恵
器/土師器

木装大刀 三重円文
岡村他1993

23 木装大刀 三重円文・
魚

24 江田船山古墳 熊本県玉名郡和水
町江田字清原

前方後
円墳 61

素環頭大刀/鉄剣/鉄刀/鉾/鉄鏃/馬具（轡 
鐙 辻金具 環鈴）/甲胄（衝角付胄 短甲 頚甲 
肩甲）/冠帽/冠/飾履/耳飾/耳環/帯金具/飾
金具/玉類/鏡/須恵器

鉄刀
日輪文・馬・
鳥・魚・
文字

本村1991/
東京国立博物館
1993

25 島内地下式横穴
墓群114号墓

宮崎県えびの市大
字島内字平松・杉
ノ原

地下式
横穴墓 剣/鉄鏃/刀子/鉇/玉類 銀装大刀 日輪文・竜 中野・竹中2009/

中野2012
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る必要がある。１類の番塚古墳例のうち１振に
は、蓮華の蔓をくわえた魚が象嵌されている（高
久1993）。２類の江田船山古墳例には、佩表に馬
が、佩裏に魚と鳥の象嵌文様が施されている。３
類に含まれる例は、そのほとんどが円文のみを施
す鉄刀であるが、青柳古墳群南塚原支群10号墳例
には、簡略化されてはいるが魚のような象嵌がみ
られる。新沢千塚327号墳には龍が表裏共に２体
ずつ施されている。
　このような象嵌で表現された生物の図像は、天
文や天上世界を表した天界図像と理解すべきであ
り、天界図像は、破敵や神聖の象徴で、護符とし
ての意味をもつとされている（塚田2016）。この
説に準拠するならば、刃関に施されている円文は、
花を模した花形文（西山・山口・李1996）ではな
く、天空に輝く太陽を表した日輪文と解釈できよ
う。
　円文線象嵌のほとんどが表裏１点で、円文線刻
のように、２点並んで施されていないのは、刀身
に象嵌文様を施す動機が、天界図像を描写するこ
とにあるため、刃関に配した円文を太陽とみなし
たことに理由があると考えられる。

３　蛇行剣について

　蛇行剣は、最新の集成では、日本列島で54遺跡
85例の出土例が報告されている（沖野2017）（3）。こ
のうち、半数近い41例が宮崎県南部～鹿児島県に
かけて出土しており、残りは西日本を中心に広い
範囲に分布している。
　今回、改めて東日本（東海以東）の出土例を集成
したところ、蛇行ヤリ・蛇行鉾を含めて17遺跡19
例をあげることができた（第６表・第41図）。
　関東地方では、栃木県小山市桑57号墳例（大和
久1972）以外の蛇行剣は従来知られていなかった
が、入西石塚古墳例を含め埼玉県２例、茨城県１
例を新たに加えることができた。入西石塚古墳の
蛇行剣は、埼玉県では東松山市岩鼻Ｂ号墳例（金
井塚2008）に次いで２例目となる。茨城県行方市
公事塚１号墳例（茂木他1989）は、報告者によって
蛇行剣の可能性が指摘されているにもかかわら
ず、研究者にはあまり周知されることなく現在に

はわからないとしながらも、近代中国の民俗資料
で、孔に環をつけて装飾の房を装着した例をあげ
て、同じような意味の用途にあけられたものでは
ないかという推論を述べている（末永1977）。末永
が期待していた、鎺本孔に小環のついた刀身の出
土は、現在までに確認されていないため、この説
はいまだ推論の域を出ていない。が、それ以外の
用途を示す証拠も発見されてはいない。
　正倉院蔵大刀の調査を行った本間順治は、この
孔（鎺本孔）は鎺を止めるためのものであるとし、
平安後期作とされる伊勢神宮徴古館蔵の毛抜形太
刀（東京国立博物館1997）を例としてあげている

（本間1974）。同じ指摘は、鎺本孔の存在を最初に
学会に紹介した黒川真道の報文にもみられる（黒
川1897）が、毛抜形太刀は柄が鉄地の共鉄柄の太
刀であり、柄木を用いる大刀とは構造が異なるた
め、否定的な意見が多い（高橋1911、後藤1928）。
その位置や大きさからも、この例は鎺本孔の用途
を断定する根拠にはならない。
　臼杵勲は、装飾付大刀のなかで、鎺本孔を有す
るのは頭椎・圭頭・円頭大刀に限られていること
から、鎺本孔付大刀が、これらの装飾付大刀と共
通した性格を持っていたのではないかと指摘して
いる（臼杵1984b）。興味深い見解ではあるが、鎺
本孔の具体的な用途に関しては言及していない。
　円文線刻のもつ意味について、鈴木一有は「武
器や武具がもつ聖性や辟邪の能力を高める呪術的
な模様として認識されていた可能性」をあげてい
る（鈴木2012, p.469）。鉄刀においても、同様の動
機から施文された可能性が高い。
　それでは、なぜ円文線刻の施文場所が刃関部分
で、刃を下にして縦並びなのであろうか。この疑
問に対する根拠を提示した明確な回答は持ち合わ
せていない。想像を巡らせるならば、刃の付け根
にあたる刃関は、持ち手（所有者）に一番近く、ま
た、鞘をずらしてすぐに相手に見せることのでき
る位置にあたるため、そこに文様を充填させるこ
とで、所有者を邪気から護るための能力を最も発
揮できると考えたからではないだろうか。
　刃関に施された円文線象嵌の意義については、
刀身に施された象嵌意匠全体からアプローチす
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　さらに、利器としての性格よりも呪術的役割を
目的として造られたもの（田中1988）、当初から攻
撃以外の用途に供する目的で製作され、葬送に
伴う儀礼・祭祀で使用された祭祀具の一種（北川
1999）で、鉄器生産者が生産力の向上を願い、技
術力をアピールするために使用した（北川2007）と
する説もある。北川は、石ノ形古墳出土の蛇行剣
の鋼の平均炭素量が、共伴する大刀に比べて低い
ため、加工がしやすいという分析結果（赤沼1999）
を根拠の一つとしている。
　このように、蛇行剣の研究史をたどると、蛇行
の起源や由来に関しては意見が分かれるが、その
本質は「殺傷目的ではない非実用的な儀仗用の武
器」という見解で一致しているように思われる。
　その一方で、「実用的な武器」という視点に立っ
た見解は、前坂が、否定的ながらも「真っすぐな
剣よりも最大幅が広いため殺傷力が大きいという
可能性」について触れている（前坂1994,　pp.314-
316）ほか、長野県フネ古墳出土の蛇行剣の報文（藤
森・宮坂1965）にもみられるが、ほとんど顧みら
れてこなかった。
　静岡県五ヶ山Ｂ２号墳の蛇行鉾を、「鉾がもつ
内在的な性格の一端が顕在化したもの」（鈴木1999,
p.81）とした鈴木一有の評価は重要である。伊藤
雅文は「蛇行剣のこのような傾向は意外と見過ご
されて」（伊藤2008b, p.301）いると述べているが、
同感である。
　このことを踏まえ、蛇行剣の「剣」すなわち武器
としての側面を重視し、その性格について検討を
加えてみようと思う。前提として、次のポイント
をあげておきたい。
　① 蛇行剣の出土状況は、副葬に際して通有の
剣と同じ取扱いを受けていたことを示している

（前坂1994、大西2014）。
　② 蛇行剣は、首長級の前方後円墳から、墳丘
を持たない木棺墓まで、多様な階層の古墳（墳墓）
から出土している（伊藤2008b）。
　③ 長柄の武器であるヤリや鉾にも蛇行するも
のがあり、時期を同じくして存在する。
　①と②から、蛇行剣は特別扱いされることなく、
他の剣と同等に扱われ、どの階級の人物でも所有

至っている。今回の集成では、報告者の見解を尊
重したが、この例のように屈曲度が浅いものは、
実測図や写真では、錆や土圧などによる変形と区
別するのが困難であり、実物資料の十分な吟味が
必要とされる。研究者によって蛇行剣として集成
に採用される資料にばらつきが生じているのも、
このことが原因のひとつであると思われる。
　なお、実物を確認していないため明言はできな
いが、実測図を見る限り蛇行剣の可能性がある資
料として、群馬県前橋市の「総覧」大胡町５号古墳
例（群馬県1981）をあげることができる。今後の調
査で、蛇行剣の空白地域を埋める一例になること
を期待したい。
　蛇行剣を集成し、型式学的分析を行った北川峰
生は、蛇行剣をその屈曲回数から３つのタイプに
分類し、Ａタイプ（６回の屈曲）は、中期中葉から
後期、Ｂタイプ（４回の屈曲）は中期中葉～中期後
葉（4）、Ｃタイプ（３回の屈曲）は中期後葉～後期に
かけて認められ、身部全体が屈曲する古相から、
身部の一部が突出する新相へと変化するとしてい
る（北山1999・2003）。
　埼玉県の蛇行剣２例、岩鼻Ｂ号墳例と入西石塚
古墳例は、いずれもＣタイプ古相にあたり、中期
後葉の所産と考えられる。この年代観は、両古墳
の築造年代を示すものと考えてよいだろう。
　東日本においては、中期中葉～後葉にかけて広
い範囲で分布している。出土古墳の主体となるの
は径30ｍ以下の円墳や同規模の方墳で（墳丘を持
たない墳墓も含まれる）、その地域における中核
的な首長層の墳墓に副葬されることは少ないとい
う傾向が読み取れる。入西石塚古墳の墳形や規模
は不明だが、この傾向を当てはめるならば、前方
後円墳ではなく、径10～30m程度の円墳であった
可能性が高い。
　蛇行剣の性格に関しては、蛇のもつ脱皮・冬眠
等の再生力を表現した再生を願う剣（池畑1992）、
古来の龍蛇信仰を具現化したもの（前坂1994）、大
陸起源の自然を司る「蛇龍」の概念を有する農耕祭
祀的な威儀具（小池1997・2003・2008）、などの説
がある。これらは、蛇行という特徴的な形状に重
点が置かれた推論といえよう。
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が、地方の中小古墳から出土すると、研究者はそ
の理由を畿内の中央政権の介在に求めて解釈しが
ちである。筆者も、かつて装飾付大刀や象嵌装大
刀の地方への波及を、中央政権が管理・製作し、
下賜したものと解釈した（瀧瀬・野中1996など）。
蛇行剣もまた、畿内政権の管理の下で製作され、
各地方へ配布・下賜されたと考えられている（田
中1988、前坂1994）。畿内で力を誇示していた政
権が、武器の製造や地方への流通を野放しにして
いたとは考えにくいので、その背景に畿内政権の
関与を想定することは、あながち間違ってはいな
いし、それを全面的に否定するものではない。
　しかし、最近、象嵌装大刀の研究を進める過程
で、古墳時代の武器の製作と流通に関わる考古学
的事象を、すべて中央から地方、地方から地域へ
の配布・下賜という一元的なシステムをもとに解
釈するには無理があると感じている。
　北山が示唆している技術の伝播による在地生産

（北山1999,p.342注33）や、鈴木勉が提唱する「渡来
系工人ネットワーク」（鈴木2014・2017）のような
独立した工人集団の積極的な関与、さらに、地方
の有力首長層独自の経済活動や、地方からの要求
を反映させたいわゆる「オーダーメイド」の可能性
など、改めて中央と地方という関係を見直し、多
角的な視野に立って研究を進めていきたいと考え
ている。
 （本文中敬称略）

註

（１）筆者は、かつて本庄市長坂聖天塚古墳の武器類を

　 考察するにあたって、入西石塚古墳の年代を「中期

後半（５世紀末頃か）」としたが（菅谷浩之他2016『長

坂聖天塚古墳』美里町遺跡発掘調査報告書第25集　

美里町教育委員会）、ここに訂正するものである。

（２）この見解は、入西石塚古墳以外に出土例がないた

　 め、あくまで現段階での予察であり、今後の類例の

発見に伴い訂正される可能性も大いにあると考えて

いる。

（３）沖野2017の遺跡一覧では所在地・文献が明示され

　ていないが、東日本で若干の遺漏が認められる。

（４）Ｂタイプは４世紀代まで遡る可能性のある資料が

することができた（許された）ことが分かる。蛇行
剣が特殊なものではなく、あくまで剣の一種とし
て認知されていたと考えるほうが理にかなっては
いないだろうか。さらに、③から、剣と同じ両刃
の武器に蛇行するものが存在するということは、
刃の蛇行がこれらのもつ刺突という機能と不可欠
な関係にあるいうことを意味している。
　歴史的に武器は本来、いかに効率的に相手にダ
メージを与えることができるかを常に念頭におい
て開発され、そこには当時の最先端の技術が用い
られるのが常である。両刃の武器を蛇行させるこ
とが、その理解の範疇にないとは断言できない。
すなわち、蛇行の当初の動機が殺傷力を高めるた
めであった可能性を否定することはできないと考
える。
　蛇行する刃をもつ強力な武器は、敵を殺傷する
というだけではなく「実際はともかく心理的には
最も恐ろしい武器」（藤森・宮坂1965,p.63）として、
見せるだけで相手をひるませる効果をもつように
なる。そしてその対象は生きている人間だけとは
限らない。人に効果のある武器ならば、見えない
敵に対しても効果が期待できる。被葬者の死後の
安寧を脅かしかねない邪悪な者を破断する、ある
いは防御するための魔除けや護符の機能は、刀剣
の基本的な性格であり、蛇行剣はその機能をさら
に増幅する武器として、他の刀剣とともに副葬さ
れたと解釈したい。
　その効能にもかかわらず蛇行剣の出土例が少な
い理由として、両刃を蛇行させる高度な技術をも
つ工人の数が限られていたことや、製造にかかる
時間やコストが費用対効果の面からネックになっ
ていたことがあげられよう。この問題は、おそら
く両刃である剣全体に波及しつつあったのではな
いだろうか。剣が後期に入って急速にその姿を消
していく要因のひとつになったと考えられる（5）。

おわりに

　入西石塚古墳から出土した大刀と剣には、類例
の少ない加工が施されていたことが、今回の再発
掘と、その後の保存処理によって明らかとなった。
　このように、製作に高度な専門性を要する武器
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いとのこと）ともほとんど撚りのない引き揃えの
糸が使われている。経糸１本の幅は0.3～0.5㎜程
度、緯糸１本の幅は0.4㎜前後（１本の糸幅は場所
によってばらつきがあるので、目安にしていただ
きたい）。１㎝間の織密度は経糸40本前後、緯糸
20～25本程度（以下、経糸の本数×緯糸の本数で
表記する）。全体をみると、中央部分には楕円形
状に裁たれたようになるところがあり、端の方で
はＬ字のように裂が外側へ引っ張られているよう
な部分等がみられ、織物の経糸の向きが３方向認
められる。この状況は鏡背でもみられる。
　鏡背（写真３）では経糸方向が鈕に対してほぼ平
行になるところと、鈕に向かって斜めになってい
るところがみられる。おそらく前者は、方形に作っ
た平絹の側面を鈕の方へ寄せて折り返していたも
のとおもわれる。後者にあっては、鈕の部分に向
かって平絹を襞状にまとめるようにしたものと推
測される。したがって、円弧に沿って襞を寄せる
ように折り重なって層になっている（写真４）ものと
推測される。なお、縁の部分をみると、鏡面から
鏡背にかけて平絹がまわっている（写真５）ことか
ら、同じ裂を用いて包んでいたものと推測される。

（２）所見

　鏡面の平絹の経糸方向が異なるところもみられ
るが、鏡背と縁に遺存する平絹の状況からみて、
珠紋鏡は１枚の平絹で包まれていたものと推測さ
れる。なお、写真１の右下方に近い直線状の部分
であるが、『報告書』のなかの〈地主の描いた遺物
の出土模式図〉によると、鏡のところに刀類が３
本置かれていたようなので、その部分のところが
形として遺ったものであろうか。
　鏡の包み方であるが、これまでの例をみると、
袱紗のような方形の裂に鏡を置いて裂を上下左右
の側端を折り返して畳む仕様（袱紗包みと仮称す
る）と、鏡の鈕部分で裂を絞るようにまとめてい

はじめに

　埼玉県坂戸市に所在した入西石塚古墳は、昭和
31年（1956）頃に発見され、その後、昭和35年（1960）
には遺物の一部が写真撮影されたようで、鏡２点、
大刀１点、蛇行剣１点、剣１点、鉾１点、鉄鏃、
短甲の破片が掲載され、それらについての概要も
報告がなされている（『坂戸市史調査資料第14号　
坂戸風土記』「今井・橋口報告書」（1）以下、『報告書』
と表記する）。
　その後、土地所有者により鏡以外の遺物は穴を
掘って再び埋納された〈昭和37（1962）～38年頃〉。
平成26年（2014）になって、これらの遺物の確認調
査が行なわれ、短甲については多数の断片に分離
しており、それらのなかには繊維による織物等の
付着がある程度良好に遺存していた。このため、
多くの遺物は順次保存処理が施され、安定した状
態で取り扱うことができ、保管されるようになっ
た。とりわけばらばらの破片になっていた短甲に
ついては、断片の接合確認が行なわれ、当初の形
がある程度復元された。
　本稿は、これらの遺物に付着した織物等の詳細
について、現時点で判明したことを中心に報告す
る。これにより、遺物付着の織物に関して種類を
はじめ、技法、仕様、用途といった点を提示し、
遺物を副葬するにあたって、織物等がどのように
かかわっていたのかを明らかにしたい。
　はじめに２種類の鏡（珠紋鏡、四乳区画紋鏡）、
次に剣や大刀、鉄鏃といった武器類、短甲と付属
具、冑の武具の順に説明する。

１　珠紋鏡

（１）概要

　鏡は面径が7.6㎝で、ほぼ全面にわたって織物
が銹着している。まず、鏡面（写真１）からみてい
くことにする。織物の種類は平絹〈絹糸を用いた
平織物〉（写真２）で、経糸・緯糸（ぬきいと・よこ
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沢田　むつ代
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通していたものであろう。
　一方、鏡背（写真10）であるが、鏡面に用いられ
た織目の粗い平絹が縁をまわって鏡背にも遺存し
ている（写真11）。この部分では皺等により経糸方
向が乱れているところもあるが（写真12）、鏡面で
はこの織目の粗い平絹が１層みられるので、１枚
の裂で包まれていたものであろう。
　なお、外側に近い鋸歯文帯の窪みの部分に朱が
入り込んでいる（写真13）ので、鏡を包む前に本体
へは朱が塗られていたか振りかけられていたもの
であろうか。前掲『報告書』の模式図には、鏡の出
土した範囲の一部に、「赤土（朱？）」とある。なお、
鈕の孔の一方から革（2）様の紐のようなものがのぞ
いている（写真14）。

（２）所見

　この鏡も前掲の珠紋鏡同様、裂の種類は異なる
が、平絹で包まれており、鏡面・鏡背とも織目の
粗い平絹が遺存しているので、この裂で包んでい
たことになる。包み方であるが、方形の裂に鏡面
を下にして置き、鏡背の皺の寄り具合から、絞る
ようにして巾着包みのようにしたものと推測され
る。
　なお、前述のごとく当初、鈕には革のような紐
が付けられていたことが確認できるが、長さにつ
いては不明である。

３　剣・大刀

（１）概要

　剣（蛇行剣と小型の剣）や大刀の柄部は、多くの
場合２枚の板の間に茎を挟み、上からこの板を強
く緊縛するために糸や紐などが巻かれていること
が多い。この蛇行剣にも柄部に用いられた柄巻き
の糸が一部ではあるが遺っている（写真15）〈反対
面にはこの柄巻きは遺存していない〉。柄巻きは
二本芯並列コイル状二重構造糸巻き（以下、二本
芯コイル巻きと記す）と呼ばれている仕様の糸巻
きである（3）。１本の幅は約0.15～0.2㎝程度で、１
㎝間の巻き密度は６本前後を数える。
　なお、二本芯コイル巻きは、大刀にも蛇行剣
同様、みられる（写真16）。１本の幅は0.2㎝弱で、

る場合（巾着包みと仮称）が想定される。この場合、
前者では織物の経糸方向が鈕に対して平行か垂直
になるが、後者にあっては織物の経糸方向が場所
によって鈕に向かって絞られるように斜めに付着
する。そこでこの珠紋鏡の鏡背をみると、前述の
ように、経糸が鈕に向かって平行に付着するとこ
ろが多くみられるが、鈕に向かって斜めになって
いる部分も一部にある。この部分では裂が折り重
なったように襞状になっていることから、方形の
１枚の平絹に鏡面を下にして置き、一辺の端を鈕
に向かって折り、残りは鏡の縁に沿うように襞を
寄せたものと推測されるが、巾着のようにきつく
絞らず、鏡背でまとめた程度にしていたものとお
もわれる。したがって袱紗包みと巾着包みを併用
したことになるであろう。
　なお、注目したい点は、縁に後掲の四乳区画紋
鏡を包んでいた織目の粗い平絹が付着している

（写真６）ことである。すなわち珠紋鏡と四乳区画
紋鏡は縁を接して並列して置かれていたことが想
定される。前述の『報告書』では、鏡出土の範囲が
丸く囲まれているが、個々の鏡の位置については
描かれていない。

２　四乳区画紋鏡

（１）概要

　鏡の面径は8.9㎝で、鏡面（写真７）には約半分
くらい、鏡背では７割程度、織物が銹着して遺存
している。鏡面・鏡背とも経糸・緯糸は撚りのな
いかなり細い絹糸で、平織に織られている（写真
８）。経糸と緯糸の糸幅は0.1～0.15㎜程度。１㎝
間の織り密度は20×20本前後で、珠紋鏡と比べ、
経糸・緯糸それぞれの間隔があき、隙間が開いて
いる。『報告書』では筬目（筬とは櫛の歯のような
もので、１羽の間に経糸２本を入れるため、次の
経糸との間に隙間ができるのが特徴）のある薄絹
とあるが、筬目の場合は隣り合う経糸が２本引き
寄せられ、次の経糸との間に隙間を生じる（写真
９）ため、この平絹は細い糸による織目の粗い薄
絹であるものの、筬目にはなっていない。こうし
た目の粗い平絹を織る場合、筬を使用していたと
想定されるが、目の粗い筬の間に経糸を１本ずつ
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糸の密な平織物は一部にしか遺存していないの
で、胡籙本体に関わっていたものと推測されるが、
どのように使われたものか不明である。

（２）長頸鏃束２

　概要

　長頸鏃束１同様、28本が束ねられた状態で銹着
している（第３章第４節参照）。鏃身の一部にスダ
レ状の有機物が付着している（写真20・21）。スダ
レは現在のスダレのように２本の経糸を絡ませな
がら、間に芦のような植物を通しているものと推
測されるが、何分にも遺存状況がごくわずかなた
め断定はできない。経糸の素材は不明であるが、
１本の幅は0.1㎝前後、つぎの経糸との間隔は0.4
～0.6㎝（ごく一部しか遺存していないので、場
所によりばらつきがあるかどうか不明である）程
度、芦１本の幅は0.2㎝前後となる。
　所見

　長頸鏃束１同様、鉄鏃は束ねられているが、革
は付着していないので、胡籙等に納められていた
ものではなく、束ねた鉄鏃をこのスダレで包んで
いたものと推測される。現状では鏃身のごく一部
にのみ付着しているだけなので、鏃身のみを包ん
でいたものか、鉄鏃全体を包んだものか判然とし
ない。憶測をたくましくすれば、スダレの素材か
らみて、全体を包んでいた可能性が高いようにお
もわれる。

５　短甲

（１）概要

　当初は多数の断片がバラバラの状態になってい
たが、各片とも保存処理が施され、現在は断片を
組み合わせ、左右の前胴と後胴に分けてほぼ形が
復元されている。鉄の長方板を鋲で留めた横矧板
鋲留短甲である。復元された後胴竪上の上縁と右
前胴竪上の上縁、さらに左前胴の脇等に革による
幅1.0㎝前後の革包み覆輪が遺っている部分もあ
り（写真22・23）、革紐による反返し縫いが行なわ
れている。なお、革の一部には朱が認められるが、
この部分にのみ朱を塗布したものか、革全体に塗
られていたものか不明である。

１㎝間の本数も６本前後となる。

（２）所見

　剣の二本芯コイル巻きの材質であるが、他の同
様な例からして、絹糸を束ねた２本の芯（本剣の
芯は泥などで覆われており、確認できなかった）
の周りに、植物繊維によって横八の字に巻き付け、
さらに全体を巻いて１本の糸にしている（4）。通例
の糸等で柄木を巻く場合、糸の繊維の方向が柄木
の長辺に対して直交となるが、この二本芯コイル
巻きでは、外側の繊維が柄木の長辺に対して平行
になる（写真17）のが特徴である。
　外側を植物繊維で巻いているため、滑り止めの
効果も得られたのではないだろうか。柄木を緊縛
するうえでも１本の撚り糸で巻くより糸の伸びが
少なく、ある程度の幅もあるので、効率よく巻く
ことができたであろうと想像する。
　二本芯コイル巻きは、九州から関東と広範囲で
出土している。九州では宮崎県下に多く、福岡県
にもみられ、山陰の鳥取県、近畿地方では兵庫県・
大阪府・奈良県、関東地方では埼玉県・茨城県と
各地方で出土例が報告されている。ちなみに埼玉
県では稲荷山古墳出土の大刀に、この柄巻きが４
例みられ、糸巻き１本の幅は0.15㎝～0.2㎝程度で、
入西石塚古墳出土のものとほぼ同じである。

４　鉄鏃

（１）長頸鏃束１

　概要

　32本が束ねられた状態で銹着している（第３章
第４節参照）。一方の面には鏃身部に近いところ
に平織物のような部分がごくわずかみえ、その
上には皮様の有機物（表皮）が付着しており（写真
18）、さらに、上には経糸の密な平織物（50×10本
前後、経糸に太細があるため、目安。緯糸は複数
本を揃えて１本にしている）がごく一部に遺存す
る（写真19）。他方の面には鏃身部分に革様の有機
物が付着している。
　所見

　皮の存在から、鉄鏃をまとめて獣毛のある皮革
製の胡籙に納められていたものと推測される。経
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葬され、ある時期右側へ倒れたことにより、内面
にあった帯紐が銹着して遺存したものと推定され
る。なお、後胴の竪上１段目の内面にも、長軸に
対して並行になるワタガミ懸緒の帯紐の平絹が一
部遺存している（写真28）ので、懸緒の平絹を内面
に垂らしていたものであろう。

６　頸甲・肩甲

（１）概要と所見

本古墳からは短甲とともに頸甲、肩甲の断片が出
土しており、頸甲の内面には麻布と推測される平
織の布がごくわずか遺っている（写真29）。経糸は
Ｓ撚り、緯糸はＺ撚りで、１㎝間の織密度は20×
15本前後である。ごくわずかな部分のため、何に
使われたものか不明であるが、内面に付着という
ことで、内貼りに用いた織物の可能性も考えられ
る。
　なお、頸甲には用途は不明であるものの、獣毛
のような有機物が付着している（写真30）。
　肩甲にも頸甲同様、麻布が付着しており（写真
31）、付着状況からこの麻布も内貼りに用いられ
た可能性が高い。肩甲のほうが付着部位は広いも
のの、土が被っており、糸の撚りは確認できない
が、１㎝間の織り密度は20×15本前後で、頸甲と
ほぼ同じである。
　したがって、同じ麻布を用いた可能性が想定さ
れる。

７　冑・板錣

（１）概要と所見

　冑は横矧板鋲留衝角付冑で、外面に麻布がごく
わずか付着している（写真32）。麻布は頸甲と類似
しているようにみえるが、糸の撚りは判然としな
いものの、1㎝間の織り密度は20×12～14本前後
であろう。
　頸甲と肩甲、冑と板錣に用いられている麻布は、
撚りのはっきりしないものもあるが、織り密度は
ほぼ同じであることから、これらに使われた麻布
は同種のものと推測される。

　また、この短甲の右前胴竪上板の内面には織物
が比較的多く遺っており（写真24・25） 、なかに
は層（３層以上で、２種類あると推測される）をな
している部分も認められ、織物の経糸方向も一定
していない（写真24参照）。ある部分では斜めに流
れるような状態で付着しているところもある。こ
れらの織物はすべて平絹（写真26）で、１㎝間の織
り密度は50×25本前後の経糸の密度が緯糸のそれ
より高い経地合の平絹と、25×25本前後の均一な
ものがわずかな部分にみられる。
　一般的に、短甲に付着する織物にはワタガミに
使われた緒（懸緒と受緒）等であるが、これらの多
くは遺存状態の良好な島内地下式横穴墓出土（以
下、島内出土と表記する）の短甲の例などからみ
ると、外面に付着する場合が多い（5）。しかし、本
短甲では織物の大部分は内面、しかも前胴の竪上
付近に集中して遺存している。さらに、右前胴竪
上の側縁では内面から外面へまわっている部分も
わずかではあるが認められる（写真27）。

（２）所見

　短甲の右前胴竪上板の内面に多数遺っている平
絹は、複数に層をなしている部分も認められ、平
絹の経糸方向も一定ではなく不規則となる。これ
らの平絹であるが、付着場所からみてワタガミ緒

（受緒）のものと推測される。受緒は前掲の島内出
土では左右の前胴とも帯紐が２条ずつ用いられて
いた。帯紐は１枚の裂を二つ折りにして縫い合わ
せて帯としているため、帯の部分は裂が二重で、
縫い目の縫い代のところは四重になるわけであ
る。
　入西石塚古墳の本短甲は、帯紐の平絹の経糸方
向が、短甲の長軸に対して多くが直交する状態で
あるが、上方は並行して付着している（写真24）。
また、右前胴竪上の側縁では内面から外面へま
わっている部分（写真27）が認められる。
　以上の点を勘案すると、長軸に直交する平絹は、
２条あるワタガミ受緒の帯紐１条を前胴に巻き付
け、もう１条は内面へまわして処理したものと推
測される。さらに、帯紐の平絹が右前胴の内面に
付着する状況から、当初、短甲は立てた状態で副
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討することで、素材や織物の組織、どのように用
いられたかといった仕様等を推定することが可能
になる。鏡などの金属製品はこれまでの事例から
みて、織物に包まれて副葬されていることが多い。
本入西石塚古墳出土の鏡も、２点はそれぞれ別な
平絹で包まれており、こうした傾向を反映してい
たことが明らかになった。
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まとめ

　入西石塚古墳出土の珠紋鏡と四乳区画紋鏡は、
種類の異なる平絹で丁重に包まれており、包み方
は前者が袱紗包みと巾着包みの併用、後者が巾着
包みにされていたことがわかった。さらに、乳文
鏡に用いた織り目の粗い平絹が珠文鏡の縁に遺っ
ていたことから、両者の鏡は縁を接して置かれて
いたことが確認できた。
　また、２点の剣（蛇行剣、小型の剣）と大刀に施
された柄巻きの二本芯コイル巻きの仕様は、これ
まで九州地方から関西地方、および関東地方と広
範囲に分布しており、埼玉県内では稲荷山古墳出
土の大刀に４例認められる。糸巻き１本の幅は
0.15㎝～0.2㎝で、入西石塚古墳出土のものとほぼ
同じである。おそらく、稲荷山古墳の被葬者同様、
中央より配布されたことが想定される。
　さらに、横矧板鋲留短甲をはじめ、横矧板鋲留
衝角付冑、わずかの断片とはいえ頸甲と肩甲と
いった甲冑がセットになって出土した例は、埼玉
県内でも初めての事である。したがって、この被
葬者の重要性がうかがわれる。
　また、鉄鏃に付着する繊維の素材等により、一
方は皮革製の胡籙に納められており、他方は単に
まとめてスダレ状のもので包まれていたものと推
測される。
　短甲の後胴竪上・上縁と右前胴竪上・上縁、さ
らに左前胴の脇等には幅1.0㎝前後の革包み覆輪
が遺存し、革紐による反返し縫いが行なわれてい
ることが確認された。なお、革には朱を塗布して
いた可能性が高い。
　この短甲の重要な点は、ワタガミ受緒と懸緒に
用いられた平絹の一部が遺存しており、とりわけ
右前胴の内面にみられる平絹の経糸方向が一定で
ないことなどから、ワタガミ受緒の処理方法が推
定できた。すなわち、２条のワタガミ受緒の一方
は内面へ折り返し、もう一方は前胴に巻き付けて
処理していたものと考えられる。内面に付着する
平絹の状況から、短甲は当初、立てた状態で置か
れていたであろうが、ある時期、右側へ倒れたた
めに内面に平絹が遺ったものと推定された。
　このように、遺物に付着した織物等を詳細に検
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れている。その点からみると、入西石塚古墳の被
葬者には小型鏡の保有者として下位の位置づけが
与えられるが、その一方で、鋲留甲冑などの豊富
な武器・武具類を保有している点には、当該期の
多面的な序列体系をうかがうことができる（第４
章第１節上野論考参照）。
　武具　横矧板鋲留衝角付冑（板錣附属）、横矧板
鋲留短甲、頸甲、肩甲からなる鉄製甲冑１組が認
められる。横矧板鋲留衝角付冑は外接式の衝角底
板を備えたものであり（川畑2011）、最下段に抉り
を入れた多段の板錣をともなう。右前胴開閉式の
横矧板鋲留短甲は、上縁と右脇部に革包覆輪、下
縁に鉄包覆輪を施す点が特徴的で、右脇には方形
４鋲の蝶番金具を取り付けている。後胴上段帯金

（竪上３段）の鋲留数からは滝沢分類ＹＢⅢ式（滝
沢2015）の特徴がうかがえるものの、鋲頭径や鋲
留位置から判断すると、ＹＢⅡ-2式の範疇で理解
するのが妥当であろう。頸甲は、正面立面形が逆
台形で下縁が一直線に揃わないタイプとみられ、
鋲留の有無は確認できないものの、藤田分類Ⅲ-b
式となる可能性がある。これらを総合すると、入
西石塚古墳出土の甲冑類には陶邑編年TK208型
式期を中心とした年代が与えられる（第３章第３
節参照）。
　入西石塚古墳が築かれた古墳時代中期後葉から
末葉にかけては、墳丘規模20ｍ以下の中小規模墳
に短甲を副葬する事例が各地で急増するいっぽ
う、前方後円墳などの有力墳には小札甲の副葬が
普及していく（滝沢2015）。ここに小札甲と短甲の
序列が顕在化し、その他の遺物も含めて整理する
と、「小札甲＋馬具」「短甲＋冑＋附属具」「短甲単
数」という３類型が認識できる（第４章第２節内山
論考参照）。入西石塚古墳の甲冑類は、中期中葉
までに比べて事例数が減少する「短甲＋冑＋附属
具」の類型に属し、その被葬者は、同じ類型に属
する中期後葉段階の古墳被葬者と限られた性格や
活動歴を共有していた可能性がある。
　武器　大刀、蛇行剣、剣、鉾及び鉄鏃が認めら
れ、なかでも円文線刻をともなう大刀と蛇行剣は

１　出土遺物整理の成果

Ⅴ　総括

　本書の冒頭でも述べられているように、入西石
塚古墳の出土遺物は、1956年頃に土地所有者によっ
て不意に発見されたものである。その際に木棺直
葬とみられる埋葬施設から出土した遺物について
は、数年後に写真撮影や一部の実測図作成がおこ
なわれたものの、1962～1963年頃には、銅鏡をの
ぞく遺物が土地所有者の敷地内に埋納された。
　今回詳細な整理をおこなった遺物は、2014年に
坂戸市教育委員会が約50年前の埋納坑を発掘調査
して確認した武器・武具類と、埼玉県立博物館（現
埼玉県立歴史と民俗の博物館）に保管・展示され
てきた銅鏡２面である。その内訳は、珠紋鏡１、
四乳区画紋鏡１、横矧板鋲留衝角付冑１（板錣附
属）、横矧板鋲留短甲１、頸甲１、肩甲１、大刀１、
蛇行剣１、剣１、鉾１、鉄鏃65（長頸鏃60、平根
鏃５）、刀子１と刀剣の残欠であり（第42図）、武器・
武具を中心とした豊富な遺物は、古墳時代中期後
半に位置づけられる副葬品の一群として古墳時代
の研究に貴重な新資料をもたらすものである。
　以下、各章の内容にもとづきながら個々の遺物
の検討結果をまとめたうえで、入西石塚古墳の歴
史的評価に言及し、本書の総括としたい。

　鏡　２面の銅鏡うち、一面は面径7.6㎝の珠紋
鏡、一面は面径8.9㎝の四乳区画紋鏡で、いずれ
も小型の倭鏡とみられる。珠紋鏡は、珠紋の形状
と外区文様の組み合わせから、古墳時代中期後葉
に製作時期が求められる。四乳区画紋鏡について
は、主文様が不明のため製作時期の特定に至らな
いが、類似した特徴をもつ出土鏡の時期から古墳
時代中期後半の所産と考えられる（第３章第２節
参照）。これらの鏡が製作された中期後葉頃は、
同型鏡の副葬が開始され、鏡の分与・分配体制が
一つの転換期を迎える時期にあたるが、前期から
つづく「大型鏡・中型鏡・小型鏡」の序列は維持さ

１　出土遺物整理の成果

２　出土遺物の年代と性格
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３　入西石塚古墳の歴史的評価

　甲冑出土古墳としての評価　今回約50年ぶりに
姿を現した入西石塚古墳の出土遺物には、円文線
刻をともなう大刀や蛇行剣などの特筆すべき遺物
が含まれているが、質量ともに注目されるのは甲
冑類である。帯金式短甲に代表される古墳時代中
期の甲冑は、中期後葉になると各地での副葬例が
急増し、埼玉県内ではこれまでに、本庄市生野山
古墳群、深谷市四十塚古墳、東松山市東耕地３号
墳で中期後葉から末葉にかけての横矧板鋲留短甲
が出土している。入西石塚古墳例は、それらに次
いで埼玉県内で４例目となるが、上記の３例がい
ずれも20～30ｍ規模の古墳とみられる点は、入西
石塚古墳を墳丘径24～28ｍ前後の円墳とみる想定

（今井・橋口1988）を支持するものであろう。ただ
し、入西石塚古墳例は、冑と短甲に加え附属具を
ともなっている点で、短甲のみしか確認されてい
ない上記の３例とは同一視できない面がある。
　この点については、中期後葉以降、上位層に小
札甲が普及する動きの中で甲冑の序列化が進み、
短甲を含む甲冑をセットで副葬するケースと短甲
を単体で副葬するケースの間に階層差が生じてい
たとみることもできる。入西石塚古墳例のように
革包覆輪をともなう横矧板鋲留短甲は方形4鋲蝶
番金具をともなう事例が大半を占め、金銅装の蝶
番金具を取り付けた事例も革包覆輪をともなう横
矧板鋲留短甲に集中している（滝沢2015）。大量の
需要を背景として製作の省力化が進む横矧板鋲留
短甲の中にあって、革包覆輪をともなう横矧板鋲
留短甲は部分的な装飾性や製作の丁寧さを指向し
た相対的に上位の製品と位置づけられ、この点も
入西石塚古墳例の階層的性格を反映しているとみ
られる。
　以上の理解に関連して、短甲を単体で副葬する
中小規模墳の場合、木棺内に倒位で配置する事例
の存在が注目される。そこには一定の埋葬行為を
共有する集団的紐帯を想定することが可能で、典
型的な事例は奈良県の新沢千塚古墳群や後出古墳
群に認められるほか、関東では千葉県域の中小規
模墳に顕著である。入西石塚古墳例は、短甲を含

特筆すべき存在である。その編年的位置づけにつ
いてみると、大刀は中細茎が細茎へと変化する時
期の過渡的な形態であり、蛇行剣は北山分類Ｃタ
イプ、鉾は高田編年Ⅱ期に属するものと考えられ
る（第４章第３節瀧瀬論考参照）。また、長頸鏃束
１（32点）と長頸鏃束２（28点）を構成する片刃長頸
鏃は、鏃身長が平均12㎝前後と長く、長い刃部と
深い逆刺を有する点も考慮すると、TK208型式期
からTK23型式期にかけての所産とみることがで
きる。以上を総合すると、武器類全体としては、
TK208型式期に年代の中心があるとみて差し支
えない。
　これまでに例をみない円文線刻をともなう大刀
は、古墳時代中期の西日本に多い円文線刻鉄鏃と
の関係をうかがわせるとともに、中期末葉以降に
出現する円文線象嵌を施した刀剣の先駆的存在と
位置づけることができる。また、武器としての特
殊な役割が注目される蛇行剣は、古墳時代中期中
葉から後葉にかけて広範囲に分布し、出土古墳の
多くが30ｍ規模以下の円墳や方墳である点は、入
西石塚古墳の墳形や規模を考えるうえで参考にな
る（第４章第３節瀧瀬論考参照）。
　付着物　入西石塚古墳出土遺物のうち、鏡、刀
剣、鉄鏃、甲冑のそれぞれに、織物や獣毛の付着
が認められ、詳細な観察がおこなわれた（第４章
第４節沢田論考参照）。その結果、２面の鏡は織
目の異なる平絹で個別に包まれていたことが明ら
かとなり、付着状況の観察から、２面の鏡は縁を
接して副葬されていたことが推測された。また、
大刀と蛇行剣の柄巻きには「二本芯並列コイル状
二重構造糸巻き」が確認され、長頸鏃束１は獣毛
をともなう皮革製の胡籙に納められていたこと、
長頸鏃束２はスダレで包まれていたことが明らか
となった。甲冑のうち、短甲の右前胴竪上板内面
にはワタガミ緒とみられる平絹が折り重なるよう
に確認され、その付着状況から、短甲は本来立位
で副葬されていたものと想定された。この点は、
鏡の副葬状態に関する観察所見とともに、本古墳
の副葬品配置を復元するうえで貴重な情報を提供
するものである。

３　入西石塚古墳の歴史的評価
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墳群中で最初に築かれた埼玉稲荷山古墳では、黄
白色系統の埴輪が採用されており、そこから派生
した橙褐色系統の埴輪は埼玉古墳群の大型墳に継
続的に採用されていくが、埼玉二子山古墳（前方
後円墳・墳丘長132ｍ）の造営期以降になると生出
塚産の埴輪に交替していく。この埼玉古墳群の前
半期に採用された埴輪は、比企地域に起源をもつ
可能性が高いとされ、埼玉古墳群造営集団の出自
そのものを比企地域に求める見解も出されている

（城倉2018）。そうした出自をめぐる理解は措くと
しても、埼玉古墳群の造営当初に比企地域が深く
関与していたとみられる点は、中期末葉における
埼玉古墳群造営集団（稲荷山古墳被葬者）の影響力
を推し量るうえで重要な知見と言える。
　以上に述べた近年の考古学的成果をふまえる
と、入西石塚古墳が位置する比企地域と稲荷山古
墳が位置する埼玉地域には深い結び付きが想定さ
れる。想像を逞しくするならば、「辛亥銘鉄剣」を
副葬するに至った稲荷山古墳礫槨被葬者と入西石
塚古墳被葬者は、やや期間を異にしながらも、と
もに王権に上番し、「小札甲」と「短甲」という異な
る甲冑を身にまとって活動していた可能性さえ考
えられる。そこには、地方の政治構造と中央での
職掌構造を読み解く鍵があると思われ、入西石塚
古墳の出土遺物は、そうした問題にも迫り得る重
要な考古資料と言えるのである。
 　（滝沢　誠）
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む甲冑をセットで副葬しているが、今回実施した
付着物の観察から、短甲は木棺内に立位で副葬
されていたとみられる（第４章第４節沢田論考参
照）。そこには、被葬者の階層差とともに、甲冑
副葬方法の情報共有に反映された異なる集団関係
が介在していた可能性も考えられよう。
　王権と軍事　入西石塚古墳が築かれた古墳時代
中期後葉は、甲冑を副葬する中小規模墳が急増す
るいっぽうで、中期中葉までに認められた甲冑を
多量に副葬する広域首長墳がほぼ姿を消すことか
ら、ヤマト王権による軍事的編成が地方の中小首
長層を直接的に取り込むかたちで進行したものと
考えられる（滝沢2015）。入西石塚古墳の被葬者も、
基本的にはそうした動きの中で軍事的な役割を
担った地方の中小首長と考えられるが、やや遅れ
た中期末葉には北武蔵の地に埼玉稲荷山古墳（前
方後円墳・墳丘長約120ｍ）が築かれており、同古
墳被葬者との関係については一考の余地がある。
　埼玉稲荷山古墳の礫槨から出土した「辛亥銘鉄
剣」をめぐっては、その製作を企図した「ヲワケ」
を中央豪族とみる説と地方豪族とみる説などがあ
り、議論の対立がつづいている。そうした文献史
学の議論とは別に、近年の考古学的な調査・研究
からは、埼玉稲荷山古墳をめぐるあらたな見方が
浮上している。
　その一つは、従来から指摘されてきた未発見の
中心埋葬施設をめぐる知見であり、過去３回おこ
なわれた後円部の地中レーダー探査結果と後円部
周堀内からあらたに出土した大型緑泥岩片の存在
により、後円部の中心埋葬施設は、大型の板状石
材を組み合わせた石棺である可能性が指摘されて
いる（関2018）。埋葬施設構造の推定に関する当否
は今後のさらなる調査に委ねるほかはないが、度
重なる地中レーダー探査の結果を重視すれば、「辛
亥銘鉄剣」を出土した礫槨の被葬者は、埼玉稲荷
山古墳の築造契機となった有力首長本人ではな
く、一時期上番して「ワカタケル大王」に近侍し、

「辛亥銘鉄剣」を入手する機会を得た有力首長の近
親者である可能性が高いとみられる。
　いま一つの重要な知見は、埴輪研究の深化に
よってもたらされている（城倉2018など）。埼玉古
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要　　約

　入西石塚古墳(三福寺１号墳)は、坂戸市北西部の毛呂台地上に位置する古墳であ
る。昭和31年頃に、土地所有者により墳丘の一部が削平された際に埋葬施設と考え
られる場所から、鏡・武具・武器等が不時発見された。その後、昭和37～38年頃に
鏡以外の武具・武器等が敷地内に埋納された。
　平成26年、土地所有者の協力のもと坂戸市教育員会が埋納した場所の所在確認を
実施し、袋に納められた状態の武具・武器等を発見した。整理作業の結果、入西石
塚古墳の埋葬施設に納められた副葬品は、以下のとおり豊富な内容であることが判
明した。
　珠紋鏡・四乳区画紋鏡・横矧板鋲留短甲・横矧板鋲留衝角付冑・板錣・頸甲・肩甲・
大刀・蛇行剣・剣・鉾・鉄鏃・刀子等。
　また、武具のセットは埼玉県内で初めての発見事例であり、大刀の関部には佩表、
佩裏ともに中央に点をもつ円文の線刻が認められた。大刀に円文が施される事例は
全国でも珍しく、武具のセットとともに入西石塚古墳の重要性がうかがえ、古墳時
代を研究するうえで貴重な資料であると評価される。
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